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本
紙
「
週
刊
Ｎ
Ｙ
生
活
」
は
、
日
本
で
、
国
立
国
会
図

書
館
（
東
京
都
千
代
田
区
永
田
町
１
丁
目
）
と
都
立
中
央

図
書
館
（
港
区
南
麻
布
）
に
所
蔵
さ
れ
て
お
り
、
利
用
者

の
閲
覧
が
可
能
で
す
。
ま
た
東
京
大
学
の
本
郷
と
駒
場
の

両
図
書
館
で
も
閲
覧
が
可
能
で
す
。

M
useum

 of Arts and 
Design

（
Ｍ
Ａ
Ｄ
：
コ
ロ
ン
バ

ス
サ
ー
ク
ル
２
番
地
）
は
５
月

３
日
（
土
）
か
ら
７
日
（
水
）

ま
で
、
現
代
ジ
ュ
エ
リ
ー
の

展
示
販
売
会
「MAD About 

Jewelry

」
を
開
催
し
、
23
か

国
か
ら
集
ま
っ
た
50
人
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
た
ち
の
革
新
的
で
芸

術
性
あ
ふ
れ
る
ジ
ュ
エ
リ
ー
デ

ザ
イ
ン
を
紹
介
す
る
。

　

日
本
か
ら
は
、
谷
相
友
茄
、

平
石
裕
、
ハ
ヤ
シ
ア
カ
ネ
の
３

人
が
参
加
。
谷
相
は
光
や
風
、

水
と
い
っ
た
一
瞬
の
現
象
を
ア

ク
リ
ル
、
ナ
イ
ロ
ン
、
金
属
加

工
に
よ
っ
て
視
覚
化
し
、
層
状

の
立
体
構
造
で
「
時
間
」
そ
の

も
の
を
ジ
ュ
エ
リ
ー
に
落
と
し

込
ん
で
い
る
。
そ
の
他
、
建
築

的
な
精
密
さ
と
自
然
の
有
機
的

な
美
し
さ
を
融
合
さ
せ
た
デ
ン

マ
ー
ク
のKINRADEN

、
50

周
年
を
迎
え
る
コ
ペ
ン
ハ
ー
ゲ

ン
の
ブ
ラ
ン
ドMonies

な
ど

が
参
加
す
る
。
会
場
で
は
、
ネ

ッ
ク
レ
ス
、
イ
ヤ
リ
ン
グ
、
ブ

ロ
ー
チ
、
リ
ン
グ
、
ブ
レ
ス
レ

ッ
ト
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
素
材

と
技
法
で
表
現
さ
れ
た
ジ
ュ
エ

リ
ー
作
品
が
展
示
・
販
売
さ
れ
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
直
接
会
話
し

な
が
ら
作
品
を
購
入
で
き
る
。

日
本
人
作
家
も
会
期
中
会
場
に

常
駐
し
、
自
身
の
作
品
に
つ
い

て
説
明
を
行
う
。
入
場
料
は
一

般
20
ド
ル
。
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トwww.madmuseum.

org

を
参
照
す
る
。

Jewelry works by MAD About Jewelry artists Sebastian Schildt 

宝
石
に
く
び
っ
た
け

MADアバウト・ジュエリー展
５月３日から７日まで
日本人作家も出展販売

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
は
９
日
、
米
国
に
お
け
る
外

国
人
登
録
義
務
等
の
厳
格
化
に

つ
い
て
在
留
邦
人
に
「
重
要
事

項
」
と
し
て
注
意
喚
起
し
た
。

内
容
に
は
４
月
11
日
以
降
、
米

国
永
住
権（
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
）

を
持
っ
て
い
る
者
は
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
を
常
時
携
帯
す
る
義
務

が
生
じ
る
な
ど
と
記
載
さ
れ
て

い
る
。
詳
細
は
次
の
通
り
。

　

米
国
に
お
い
て
14
歳
以
上
の

外
国
人
に
対
す
る
外
国
人
登
録

及
び
指
紋
採
取
義
務
が
強
化
さ

れ
る
。
米
国
査
証
取
得
時
や
入

国
審
査
時
等
に
外
国
人
登
録
及

び
指
紋
登
録
を
せ
ず
に
、
30
日

以
上
米
国
に
滞
在
し
て
い
る
人

は
外
国
人
登
録
が
必
要
。

●
18
歳
以
上
の
外
国
人
は
、
国

土
安
全
保
障
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）
が

発
行
す
る
登
録
証
明
書
（
Ｉ
ー

94
、
就
労
許
可
証
・
Ｅ
Ａ
Ｄ
、

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
等
）
を
常
時

携
帯
す
る
義
務
が
生
じ
る
。
●

米
国
内
で
転
居
し
た
場
合
は
、

転
居
後
10
日
以
内
に
米
国
市
民

権
・
移
民
局
（
Ｕ
Ｓ
Ｃ
Ｉ
Ｓ
）

に
住
所
変
更
届
（Form AR-

11

）を
提
出
す
る
義
務
が
あ
る
。

●
同
義
務
に
違
反
し
た
場
合
に

は
罰
則
が
科
さ
れ
る
の
で
、
各

義
務
を
遵
守
す
る
。

１　

外
国
人
登
録
義
務
及
び
登

録
証
明
書
の
携
帯
義
務

　

４
月
11
日
以
降
、
米
国
に
お

け
る
外
国
人
登
録
義
務
、
登
録

証
明
書
の
携
帯
義
務
等
が
強
化

さ
れ
る
。

（
１
）
14
歳
以
上
の
外
国
人
で
、

米
国
査
証
取
得
時
や
入
国
審
査

時
等
に
外
国
人
登
録
及
び
指
紋

登
録
を
し
て
お
ら
ず
、
30
日
以

上
米
国
に
滞
在
し
て
い
る
者
は

外
国
人
登
録
を
す
る
。た
だ
し
、

Ｅ
Ｓ
Ｔ
Ａ
で
の
90
日
以
内
の
滞

在
を
含
め
、
米
国
へ
の
入
国
時

に
指
紋
登
録
を
行
い
、
フ
ォ
ー

ム
Ｉ
ー
94（
米
国
出
入
国
記
録
）

を
発
行
し
て
い
る
人
、
有
効
な

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
を
所
持
す
る

な
ど
合
法
的
に
滞
在
し
て
い
る

人
は
、改
め
て
の
登
録
は
不
要
。

（
２
）
14
歳
未
満
の
子
供
を
持

つ
親
ま
た
は
法
定
後
見
人
は
、

当
該
子
が
外
国
人
登
録
し
て
い

な
い
場
合
は
30
日
以
内
に
登
録

を
す
る
。
ま
た
、
登
録
済
の
場

合
で
も
当
該
子
が
米
国
内
で
14

歳
の
誕
生
日
を
迎
え
る
場
合

は
、
誕
生
日
か
ら
30
日
以
内
に

再
登
録
（Form G-325R

）
す

る
（
14
歳
未
満
で
す
で
に
登
録

済
の
子
供
に
つ
い
て
は
、
14
歳

に
な
る
ま
で
再
登
録
は
不
要
）。

（
３
）
18
歳
以
上
の
外
国
人
は
、

国
土
安
全
保
障
省
（
Ｄ
Ｈ
Ｓ
）

が
発
行
す
る
登
録
証
明
書
（
Ｉ

ー
94
、就
労
許
可
証（
Ｅ
Ａ
Ｄ
）、

グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
等
）
を
常
時

携
帯
す
る
。
Ｉ
ー
94
は
ウ
ェ

ブ
サ
イ
ト
（https://i94.cbp.

dhs.gov/home

）
か
ら
確
認
・

取
得
で
き
る
。紙
に
プ
リ
ン
ト
、

ま
た
は
端
末
に
Ｐ
Ｄ
Ｆ
形
式
で

保
存
す
る
。

２　

登
録
義
務
違
反
の
罰
則

　

４
月
11
日
以
降
、
外
国
人
登

録
義
務
等
が
厳
格
化
さ
れ
、
14

歳
以
上
の
外
国
人
登
録
及
び
指

紋
採
取
、
登
録
証
明
書
の
常
時

携
帯
、
転
居
後
10
日
以
内
の
住

所
変
更
届
出
の
各
義
務
に
違
反

し
た
場
合
に
は
罰
則
が
科
さ

れ
、
故
意
と
み
な
さ
れ
た
場
合

は
国
外
退
去
処
分
と
な
る
可
能

性
が
あ
る
の
で
、
各
義
務
を
遵

守
す
る
よ
う
に
す
る
。

　

移
民
ビ
ザ
を
専
門
扱
う
日
系

法
律
事
務
所
の
加
藤
恵
子
弁
護

士
の
話
「
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
の

常
時
携
帯
で
す
が
、
オ
リ
ジ
ナ

ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い

う
こ
と
は
明
記
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
Ｉ
ー
94
自
体
オ
ン
ラ
イ
ン

か
ら
印
刷
し
て
所
持
す
る
、
ま

た
は
電
子
で
も
良
い
こ
と
に
な

っ
て
い
ま
す
か
ら
、
グ
リ
ー
ン

カ
ー
ド
も
コ
ピ
ー
や
携
帯
で
画

像
を
保
持
で
も
良
い
は
ず
で

す
」
と
話
す
。

　
　
　
　
（
関
連
記
事
５
面
に
）

外国人登録を厳格化
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド
に
携
帯
義
務

転
居
10
日
以
内
に
住
所
変
更
届
け
必
要

移
民
ビ
ザ
専
門
の
弁
護
士
が
見
解

「
コ
ピ
ー
や
携
帯
画
像
で
も
良
い
は
ず
」

https://www.j-fo.com/
http://www.easeny.com/
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
http://www.nyseikatsu.com
https://i94.cbp.dhs.gov/home
www.madmuseum.org
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It's about love. 
Everybody needs love.

　

こ
こ
に
あ
る
の
は
、
愛
。
み

ん
な
、
愛
が
必
要
な
ん
だ
よ
。

　

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
で
、
塩

胡
椒
入
れ
を
売
る
イ
デ
ィ
が
、

通
り
す
が
り
の
人
た
ち
に
声
を

か
け
る
。
そ
れ
ぞ
れ
人
の
形
を

し
た
色
と
り
ど
り
の
塩
入
れ
と

胡
椒
入
れ
が
、
何
組
も
ひ
し
と

抱
き
合
っ
て
、
舞
踏
会
で
優
雅

に
ダ
ン
ス
を
踊
っ
て
い
る
よ
う

だ
。
目
と
口
の
穴
か
ら
、
塩
や

胡
椒
が
出
て
く
る
よ
う
に
な
っ

て
い
る
。

　

こ
れ
、
あ
な
た
が
作
っ
た

の
？

　

も
ち
ろ
ん
、お
れ
の
作
品
さ
。

　

ガ
ー
ナ
出
身
の
イ
デ
ィ
は
、

こ
う
し
て
映
画
製
作
の
資
金
を

貯
め
て
い
る
。
週
末
は
場
所
取

り
の
た
め
に
、
こ
の
公
園
の
す

ぐ
そ
ば
に
車
を
停
め
て
、
そ
こ

で
寝
る
こ
と
も
多
い
と
い
う
。

　

移
民
や
児
童
虐
待
の
映
画
を

作
り
た
い
ん
だ
。
で
も
、
来
月

に
は
コ
ー
ヒ
ー
シ
ョ
ッ
プ
を
始

め
る
。
も
う
こ
こ
に
は
い
な
い

と
思
う
よ
。
い
つ
ま
で
も
こ
ん

な
こ
と
し
て
い
て
も
、
金
が
貯

ま
ら
な
い
か
ら
さ
。

　

話
を
よ
く
聞
け
ば
、
そ
れ
は

移
動
カ
フ
ェ
の
こ
と
だ
っ
た
。

　

自
分
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た

め
に
、
一
生
懸
命
、
資
金
集
め

を
し
て
い
る
の
だ
。
移
民
や
児

童
虐
待
の
映
画
を
作
り
た
い
と

い
う
志
に
も
、心
を
打
た
れ
た
。

そ
の
夢
を
実
現
さ
せ
る
た
め
に

作
っ
て
い
る
こ
の
塩
胡
椒
入
れ

も
、
夢
が
あ
る
。
こ
ん
な
作
品

を
生
み
出
せ
る
な
ん
て
、
い
い

人
に
違
い
な
い
。

　

彼
を
応
援
し
た
い
と
い
う
思

い
が
ふ
つ
ふ
つ
と
わ
き
上
が

り
、
三
組
、
買
い
求
め
た
。

　

そ
れ
か
ら
も
、
ユ
ニ
オ
ン
ス

ク
エ
ア
に
行
く
と
、
イ
デ
ィ
を

探
し
た
。
姿
が
見
え
な
か
っ
た

と
き
に
ほ
か
の
ベ
ン
ダ
ー
に
聞

塩
胡
椒
入
れ
の
舞
踏
会

岡
田 

光
世

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法

Title illustration Tadahiro Uesugi

エッセイ連載 57

い
て
み
る
と
、
皆
、
彼
の
こ
と

を
知
っ
て
い
た
。彼
の
愛
称
は
、

ソ
ル
ト
＆
ペ
ッ
パ
ー
マ
ン
（
塩

胡
椒
売
り
）
だ
。

　

そ
の
後
、
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
を
旅

し
た
と
き
、
ウ
ィ
ー
ン
の
あ
る

美
術
館
の
シ
ョ
ッ
プ
で
、
ま
っ

た
く
同
じ
塩
胡
椒
入
れ
を
見
か

け
た
。
驚
い
た
私
は
、
店
員
の

青
年
に
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
ス

ト
リ
ー
ト
・
マ
ー
ケ
ッ
ト
で
同

じ
も
の
が
売
ら
れ
て
い
る
と
話

し
た
。

　

そ
の
人
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

は
、
な
い
だ
ろ
う
な
。
だ
っ
て

こ
の
商
品
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
会

社
が
作
っ
て
い
る
ん
だ
か
ら
。

　

ソ
ル
ト
＆
ペ
ッ
パ
ー
マ
ン
の

誇
ら
し
げ
な
顔
が
浮
か
ぶ
。
お

れ
の
作
品
さ
、
と
胸
を
張
っ
て

い
た
。

　

ウ
ィ
ー
ン
で
見
か
け
た
と
言

っ
た
ら
、
い
っ
た
い
ど
ん
な
顔

を
す
る
だ
ろ
う
。

　

半
年
後
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

ユ
ニ
オ
ン
ス
ク
エ
ア
で
イ
デ
ィ

を
見
か
け
た
。移
動
カ
フ
ェ
は
、

ど
う
し
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

気
の
せ
い
か
、人
形
た
ち
が
、

く
す
ん
で
見
え
る
。
黙
っ
て
い

よ
う
か
と
も
思
っ
た
が
、
思
い

切
っ
て
話
し
て
み
た
。

　

こ
の
前
、
ま
っ
た
く
同
じ
も

の
を
、
ウ
ィ
ー
ン
の
美
術
館
の

シ
ョ
ッ
プ
で
見
か
け
た
ん
だ
け

ど
。

　

あ
っ
、
そ
。
ま
あ
、
作
り
た

い
も
の
を
作
る
や
つ
を
、
止
め

る
こ
と
は
で
き
な
い
か
ら
ね
。

　

そ
う
答
え
る
ソ
ル
ト
＆
ペ
ッ

パ
ー
マ
ン
に
、
戸
惑
っ
た
様
子

や
気
ま
ず
さ
は
か
け
ら
も
な

い
。

　

目
の
前
で
幸
せ
そ
う
に
ダ
ン

ス
を
し
て
い
た
塩
入
れ
と
胡
椒

入
れ
が
、私
の
頭
の
中
で
突
然
、

離
れ
離
れ
に
な
り
、
尻
も
ち
を

つ
い
て
し
ま
っ
た
。

　

こ
の
エ
ッ
セ
イ
は
、「
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
魔
法
」
シ
リ
ー
ズ

第
４
弾
『
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の
魔

法
の
さ
ん
ぽ
』
に
収
録
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

https://www.am
azon.

co.jp/dp/4167717220

「
書
は
宇
宙
」
表
現

大
正
大
学
が
Ｎ
Ｙ
で
披
露
Jコラボで

　

河
村
武
明
の
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

個
展
「TOBIDASU ART

〜

Breaking Boundaries

」

が

5
月
17
日（
土
）か
ら
22
日（
木
）

ま
で
、
天
理
文
化
協
会
（
西
13

丁
目
43
Ａ
番
地
）
で
開
催
さ
れ

る
。

　

河
村
は
１
９
６
７
年
徳
島
県

阿
南
市
生
ま
れ
。
２
０
０
１
年

10
月
、
34
歳
の
時
に
脳
梗
塞
で

倒
れ
、
命
は
と
り
と
め
た
も
の

の
、
発
音
が
困
難
に
な
る
構
音

障
害
、
聴
覚
障
害
に
失
語
症
、

さ
ら
に
利
き
手
の
右
手
が
麻
痺

す
る
重
い
後
遺
症
が
残
っ
た
。

し
か
し
数
か
月
後
、
左
手
で
絵

を
描
き
始
め
、
発
症
か
ら
半
年

後
、
退
院
を
待
た
ず
に
路
上
販

売
を
ス
タ
ー
ト
し
た
。
そ
の
活

動
が
話
題
と
な
っ
て
メ
デ
ィ
ア

に
取
り
上
げ
ら
れ
、
路
上
デ
ビ

ュ
ー
か
ら
約
1
年
後
、
髙
島
屋

か
ら
の
ス
カ
ウ
ト
を
き
っ
か
け

に
、
全
国
で
定
期
的
に
個
展
を

開
催
す
る
よ
う
に
な
る
。
同
展

で
は
、
枠
か
ら
飛
び
出
す
ア
ー

ト
を
中
心
に
展
示
す
る
。

　

入
場
無
料
。
開
廊
時
間
は
正

午
か
ら
午
後
６
時
、
17
日
は
午

後
３
時
ま
で
、
日
曜
休
廊
。
オ

ー
プ
ニ
ン
グ
レ
セ
プ
シ
ョ
ン
は

16
日
（
金
）
午
後
６
時
か
ら
８

時
ま
で
。

枠から飛び出すアート

河村武明個展
NY 天理文化協会で

　

ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
Ｊ
コ
ラ

ボ
・
Ｏ
Ｓ
Ｓ
Ａ
Ｍ
ギ
ャ
ラ
リ
ー

（
７
番
通
り
３
０
２
番
地
）
で

４
月
13
日
か
ら
今
月
27
日（
日
）

ま
で
、
大
正
大
学
の
支
援
に
よ

る
石
飛
博
光
（
い
し
と
び
・
は

っ
こ
う
）
の
大
書
道
展
を
開
催

し
て
い
る
。
石
飛
氏
は
日
本
書

道
家
文
化
協
会
理
事
、
全
国
美

術
振
興
会
顧
問
な
ど
を
長
年
に

わ
た
り
任
務
し
、
書
道
の
教
育

や
心
の
ケ
ア
に
も
力
を
注
ぐ
な

ど
、
そ
の
功
績
と
活
動
は
高
く

評
価
さ
れ
て
い
る
。

　

作
品
の
空
間
に
宿
る
美
と
現

代
的
に
抽
象
化
さ
れ
た
筆
跡
の

内
に
も
、
伝
統
に
基
づ
く
不
動

の
威
厳
を
表
し
て
い
る
。ま
た
、

13
日
午
後
に
は
赤
平
泰
処
（
あ

か
ひ
ら
・
た
い
し
ょ
）
と
山
中

翠
谷
（
な
か
や
ま
・
す
い
こ
く
）

を
加
え
た
３
人
の
書
家
が
共
同

で
公
開
制
作
（
パ
ー
フ
ォ
ー
マ

ン
ス
）
が
行
わ
れ
た
＝
写
真
上

＝
。

　

今
回
の
来
米
は
、
学
校
法
人

大
正
大
学
創
立
１
０
０
周
年
記

念
事
業
と
し
て
日
本
の
精
神
文

化
を
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
か
ら
発
信

す
る
と
い
う
初
の
試
み
だ
。

　

柏
木
正
博
理
事
長
（
73)

は

大
阪
万
博
の
１
９
７
０
年
に
大

正
大
学
に
入
学
。
学
生
時
代
は

書
道
部
に
い
た
と
い
う
。

　
「
書
道
は
白
と
黒
の
世
界
。

日
本
人
の
心
を
表
現
す
る
の
に

向
い
て
い
る
。
こ
の
年
に
な
っ

て
初
め
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
き

て
摩
天
楼
の
迫
力
や
ブ
ル
ッ
ク

リ
ン
商
工
会
議
所
の
方
と
も
面

会
し
て
今
後
一
緒
に
何
か
を
や

ろ
う
と
言
っ
て
い
た
だ
き
、
そ

の
パ
ワ
ー
に
圧
倒
さ
れ
た
。
日

本
に
帰
っ
た
ら
、
学
生
た
ち
に

『
ま
ず
行
っ
て
来
な
さ
い
』
と

伝
え
た
い
。
ス
マ
ホ
が
あ
れ
ば

世
界
が
見
れ
る
と
思
っ
た
ら
大

間
違
い
だ
と
ね
」
と
語
っ
た
。

和
歌
山
県
御
坊
市
出
身
。

左
か
ら
柏
木
理
事
長
、
作
品

の
前
に
立
つ
書
道
家
の
石
飛

博
光
氏
、
赤
平
泰
処
氏

５
月
17
日
か
ら

FRIDAY MAY 9 2025
THE EDISON BALLROOM

240 West 47th Street NYC

Reception & Sake Tasting 5:30 PM

Concert 7:00 PM

Passed hors d’ouevres and a sake tasting featuring 
MIO Sparkling Sake by Takara Sake USA Inc.

Beer, wine, and non-alcoholic beverages will also be served. *

Tickets
start at $75

(fees not included)

SAYAKA
YAMAMOTOCast of

ATTACK on TITAN:
The Musical

Masayo
Ishigure

FEATURING AN EXCLUSIVE 
ONE-NIGHT-ONLY PERFORMANCE BY

Major Supporters of Japan Night

Presented by

Special performance by Erwin Smith, Levi, and
Hange Zoë from the 2.5D Musical adaptation

of the hit manga series

Renowned Japanese Koto Player Masayo 
Ishigure with MIYABI Koto Shamisen 

Ensemble

Singer-songwriter, former captain 
of the popular J-Pop group NMB48

www.JapanParadeNYC.org *proof of age and valid ID required to drink alcohol

scan for more information

https://hinomaru-limo.com/
mailto:meiseimotors@aol.com
https://www.eventbrite.com/e/japan-night-reception-concert-celebrating-japan-parade-tickets-1258680751009?aff=oddtdtcreator
tel:2122136069
https://www.amazon.co.jp/dp/4167717220
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花
曇
り
の
4
月
5
、
６
日
、

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
の
フ
ェ
ア

モ
ン
ト
パ
ー
ク
で
ス
バ
ル
桜

ま
つ
り
が
行
わ
れ
、
総
勢
約

3
万
5
０
０
０
人
が
参
加
し
春

の
恒
例
行
事
を
堪
能
し
た
。
桜

が
導
く
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
と

日
本
の
結
び
付
き
は
実
に
長

く
、
ア
メ
リ
カ
独
立
１
５
０
年

を
記
念
し
１
９
２
６
年
に
日

本
政
府
が
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
市
に
１
６
０
０
本
の
桜
を

寄
贈
し
た
こ
と
か
ら
始
ま
っ

た
。
１
９
５
８
年
に
は
、
フ
ィ

ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
万
国
博
覧
会

（
１
８
７
６
年
開
催
）
の
日
本

パ
ビ
リ
オ
ン
の
跡
地
に
「
松
風

荘
」
が
寄
付
さ
れ
、
日
本
と
の

繋
が
り
は
さ
ら
に
深
ま
っ
た
。

１
９
９
８
年
か
ら
２
０
０
７
年

に
か
け
て
、
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ

ア
日
米
協
会
は
10
年
間
に
渡
り

１
０
０
０
本
の
桜
を
市
内
に
あ

る
フ
ェ
ア
モ
ン
ト
パ
ー
ク
公
園

に
植
樹
し
続
け
、
２
０
０
３
年

か
ら
そ
の
桜
並
木
の
下
で
、
日

本
文
化
を
紹
介
す
る”

フ
ィ
ラ

デ
ル
フ
ィ
ア
・
桜
ま
つ
り”

が

毎
春
開
催
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ

た
。
車
の
メ
ー
カ
ー
で
あ
る
ス

バ
ル
が
主
要
ス
ポ
ン
サ
ー
と
な

り
、
今
で
は
地
元
だ
け
で
な
く

郊
外
か
ら
も
数
万
人
が
訪
れ
る

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
を
代
表
す

る
風
物
詩
と
な
っ
て
い
る
。

　

今
回
の
桜
ま
つ
り
の
幕
開

け
と
し
て
、
３
月
28
日
にThe 

Fallser Club (

フ
ォ
ル
サ
ー

ク
ラ
ブ)

で
前
夜
祭
が
行
わ

れ
、
子
ど
も
た
ち
の
ソ
ー
ラ
ン

節
の
踊
り
を
は
じ
め
、
フ
ォ
ー

ク
ソ
ン
グ
・
オ
ペ
レ
ッ
タ
・
三

味
線
等
、
様
々
な
ジ
ャ
ン
ル
の

演
奏
が
盛
大
に
会
場
を
盛
り
上

げ
た
。
４
月
５
、６
日
の
フ
ェ

ア
モ
ン
ト
パ
ー
ク
の
イ
ベ
ン
ト

は
、
和
太
鼓
演
奏
・
コ
ス
プ
レ

シ
ョ
ー
・
カ
ラ
オ
ケ
大
会
・
ダ

ン
ス
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
等
の
多

種
多
様
で
情
熱
溢
れ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
が
繰
り
広
げ
ら
れ
、

終
日
参
加
者
の
心
を
躍
ら
せ

た
。
着
付
け
や
茶
道
な
ど
が
体

験
が
で
き
る
ブ
ー
ス
に
加
え
、

祭
り
を
賑
わ
す
屋
台
・
ク
ラ
フ

ト
・
お
土
産
品
な
ど
の
出
店
も

多
く
、
参
加
者
は
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
に
い
な
が
ら
、
ま
る
で

日
本
に
い
る
か
の
よ
う
な
ひ
と

と
き
を
満
喫
し
た
。

　

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
日
米

協
会
は
、
２
０
２
３
年
か
ら

６
０
０
本
に
及
ぶ
桜
の
木
の
植

樹
を
始
め
て
お
り
、
こ
れ
で
同

協
会
が
１
９
９
８
年
か
ら
続
け

て
い
る
植
樹
は
合
計
１
６
０
０

本
に
な
る
。
こ
れ
は
奇
遇
に
も

１
９
２
６
年
に
初
め
て
日
本
政

府
か
ら
フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
市

に
寄
贈
さ
れ
た
桜
の
木
の
数
と

合
致
し
、
新
た
な
歴
史
を
刻
む

こ
と
に
な
る
。
ま
た
、
ア
メ
リ

カ
建
国
２
５
０
年
周
年
を
記
念

し
て
、
２
０
２
６
年
ま
で
に

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
に
更
に

２
５
０
本
の
桜
の
植
樹
が
計
画

さ
れ
て
お
り
、
こ
れ
ら
の
木
々

は
日
米
間
の
長
年
に
わ
た
る
友

情
の
証
で
あ
り
、
永
続
す
る
絆

と
し
て
花
を
咲
か
せ
て
い
く
。

そ
し
て
、
今
後
も
フ
ィ
ラ
デ
ル

フ
ィ
ア
日
米
協
会
主
催
の
ス
バ

ル
桜
ま
つ
り
は
、”

日
米
の
友

好
の
シ
ン
ボ
ル”

で
あ
る
桜
が

育
っ
て
い
く
よ
う
に
、
継
続
的

に
何
世
代
に
も
渡
る
偉
大
な
友

情
の
遺
産
を
生
み
出
し
て
い

く
。
来
年
の
「
ス
バ
ル
桜
ま
つ

り
」
は
２
０
２
６
年
3
月
28
、

29
日
の
週
末
の
予
定
。

フ
ィ
ラ
デ
ル
フ
ィ
ア
で

ス
バ
ル
桜
祭
り
華
や
か
に

　

５
月
10
日
（
土
）
に
行
わ
れ

る
第
４
回
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド

の
前
夜
祭
と
し
て
、９
日
（
金
）

午
後
５
時
30
分
か
ら
、
エ
ジ
ソ

ン
ボ
ー
ル
ル
ー
ム
（
西
47
丁
目

２
４
０
番
地
）
で
「
ジ
ャ
パ
ン

ナ
イ
ト
」
が
開
催
さ
れ
る
。
目

玉
と
し
て
、
人
気
グ
ル
ー
プ 

Ｎ
Ｍ
Ｂ
48 

の
元
キ
ャ
プ
テ
ン

で
、
現
在
は
シ
ン
ガ
ー
ソ
ン
グ

ラ
イ
タ
ー
と
し
て
活
躍
す
る
山

本
彩
さ
ん
を
日
本
か
ら
招
く
。

山
本
さ
ん
は
パ
レ
ー
ド
に
も
特

別
ゲ
ス
ト
と
し
て
参
加
す
る

が
、
パ
フ
ォ
ー
マ
ン
ス
を
披
露

す
る
の
は
ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
の

み
と
な
る
。

　

山
本
さ
ん
は
２
０
１
０
年
に

Ｎ
Ｍ
Ｂ
48
に
加
入
、
Ａ
Ｋ
Ｂ
48

の
兼
任
メ
ン
バ
ー
と
し
て
活
動

し
、
グ
ル
ー
プ
卒
業
後
は
シ
ン

ガ
ー
ソ
ン
グ
ラ
イ
タ
ー
と
し
て

国
内
外
で
活
動
を
行
っ
て
い

る
。
楽
曲
リ
リ
ー
ス
、ラ
イ
ブ
、

メ
デ
ィ
ア
出
演
な
ど
精
力
的
に

活
動
し
つ
つ
、
24
年
に
は
ア
ジ

ア
ツ
ア
ー
を
開
催
し
成
功
に
収

め
る
な
ど
、
一
人
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
／
ミ
ュ
ー
ジ
シ
ャ
ン
と
し

て
国
内
外
か
ら
注
目
を
集
め
て

い
る
。

　

山
本
彩
さ
ん
の
話

「
５
月
９
日
の
ジ
ャ
パ

ン
ナ
イ
ト
、
そ
し
て
翌

日
10
日
に
開
催
さ
れ
る

第
４
回
ジ
ャ
パ
ン
パ
レ

ー
ド
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
く
こ
と
に
な
り
ま

し
た
。
ど
ん
な
雰
囲
気

に
な
る
の
か
私
も
ま
だ

わ
か
ら
な
い
の
で
、
ち

ょ
っ
と
ド
キ
ド
キ
、
そ

し
て
ワ
ク
ワ
ク
し
な
が

ら
今
ラ
イ
ブ
の
準
備
を

さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い

ま
す
。
来
て
く
だ
さ
る

皆
さ
ん
に
楽
し
い
と
思

っ
て
も
ら
え
る
空
間
を

お
届
け
で
き
る
よ
う
に

頑
張
り
た
い
と
思
い
ま

す
の
で
、
ぜ
ひ
楽
し
み

に
し
て
い
て
く
だ
さ

い
！
ハ
ッ
ピ
ー
ジ
ャ
パ

ン
パ
レ
ー
ド
！
」

　

ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト
の

第
１
部
は
ラ
ウ
ン
ジ
エ

リ
ア
で
、
米
国
宝
酒
造

の
澪
ス
パ
ー
ク
リ
ン
グ

清
酒
を
は
じ
め
と
し
た

日
本
酒
の
試
飲
会
と
和

風
オ
ー
ド
ブ
ル
、
ワ
イ

ン
・
ビ
ー
ル
で
歓
談
。

午
後
７
時
か
ら
の
第
２

部
は
メ
イ
ン
フ
ロ
ア
に

て
、
３
組
の
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
に
よ
る
90
分
間
の

特
別
コ
ン
サ
ー
ト
を
開

催
す
る
。
日
本
の
大
人

気
漫
画
を
原
作
と
し
た

２
・
５
次
元
ミ
ュ
ー
ジ

カ
ル
『
進
撃
の
巨
人

-the Musical-

』
の
キ

ャ
ス
ト
に
よ
る
パ
フ
ォ

ー
マ
ン
ス
、
Ｎ
Ｙ
を
拠

点
に
活
動
す
る
石
榑
雅

代
氏
率
い
る「MIYABI

琴
・
三
味
線
ア
ン
サ
ン

ブ
ル
」
の
演
奏
。
そ
の

後
、
タ
イ
ト
ル
ス
ポ
ン

サ
ー
のASP Group

に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー

シ
ョ
ン
と
、
同
社
が
支

援
す
る
日
本
の
伝
統
工

芸
の
紹
介
、
最
後
に
ア

ポ
ロ
シ
ア
タ
ー
「
ア
マ

チ
ュ
ア
ナ
イ
ト
」
日
本

版
で
メ
イ
ン
ア
ン
バ
サ

ダ
ー
お
よ
び
決
勝
Ｍ
Ｃ

を
務
め
た
山
本
彩
さ
ん

に
よ
る
ラ
イ
ブ
が
行
わ

れ
る
。

入場料は 75ドル～ 125ドル。チケット・詳細は https://www.eventbrite.com/e/japan-night-reception-concert-celebrating-japan-parade-tickets-1258680751009?aff =oddtdtcreator

5月9日エジソンボールルームで

ジ
ャ
パ
ン
ナ
イ
ト

山
本
彩
が
来
米
ラ
イ
ブ

ジ
ャ
パ
ン
パ
レ
ー
ド
前
夜
祭

https://giip-global.com/ja/
https://sobaya.square.site/v
https://e-kaigo.net/
https://japanvillage.com/
http://newyork-apartment-realestate.com
https://www.takesushi.us/
tel:2122136069
https://www.eventbrite.com/e/japan-night-reception-concert-celebrating-japan-parade-tickets-1258680751009?aff=oddtdtcreator
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こ
の
連
載
は
、
日
本
語
を
勉

強
し
て
い
る
人
を
読
者
対
象
と

し
た
コ
ー
ナ
ー
で
す
。
日
本
文

化
や
マ
ナ
ー
、
タ
イ
ム
リ
ー
な

日
本
に
関
す
る
話
題
な
ど
を
簡

単
な
日
本
語
で
毎
月
第
３
週
号

に
掲
載
し
ま
す
。
ア
メ
リ
カ
人

の
友
人
な
ど
に
ご
案
内
く
だ
さ

い
。
ま
た
、
漢
字
を
ま
だ
習
っ

て
い
な
い
お
子
様
に
と
っ
て
も

社
会
を
知
り
、
漢
字
に
接
す
る

よ
い
機
会
に
な
り
ま
す
。

　

週
し
ゅ
う
か
ん刊
Ｎ
Ｙ
生せ
い
か
つ活

１
０
０
０
号ご
う
、
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
！ 

乾か
ん
ぱ
い杯

し
た
い
気き
も持
ち
で
す
ね
。

　

乾か
ん
ぱ
い杯は
お
祝い
わ
い
の
場ば
で

気き
も持
ち
を
わ
か
ち
合あ

う

大た
い
せ
つ
切
な
マ
ナ
ー
で
す
。
ス

ピ
ー
チ
の
あ
と
、
グ
ラ
ス

は
目め
う
え上
の
人ひ
と
よ
り
低ひ
く
く

持も

ち
上あ

げ
、「
乾か
ん
ぱ
い杯
」
と

言い
っ
て
そ
っ
と
合あ
わ
せ
る

か
、
ア
イ
コ
ン
タ
ク
ト
を

取
り
ま
す
。

　

日に
ほ
ん本
で
は
「
と
り
あ
え

ず
ビ
ー
ル
で
」
と
乾か
ん
ぱ
い杯す

る
こ
と
も
多
く
、
ジ
ョ
ッ

キ
を
ぶ
つ
け
る
こ
と
も
。

こ
れ
は
昔
む
か
しの
ド
イ
ツ
で
泡あ
わ

を
飛と
ば
し
合あ
い
、
毒ど
く
み見
し

た
歴れ
き
し史
が
由ゆ
ら
い来
で
す
。

　

空か
ら
の
グ
ラ
ス
は
失
し
つ
れ
い礼

乾か
ん
ぱ
い
杯
の
マ
ナ
ー

花は
な
よ
り
団だ
ん
ご子

●乾杯（かんぱい） toast
●ジョッキ beer mug
●毒見（どくみ） tasting for poison
●一気飲み（いっきのみ） chugging / 
drinking in one go 

●団子 　dango rice dumpling 
●風情　elegance
●食い気旺盛　voracious appetite
●「花より団子」と同じ意味の英語のことわ
ざ　bread is better than the songs of birds

　

花は
な
を
見み
て
楽た
の
し
む
よ
り

は
、
団だ
ん
ご子
で
満ま
ん
ぷ
く腹に
な
る

方ほ
う
が
よ
い
と
い
う
意い
み味
。

つ
ま
り
、
風ふ
ぜ
い情
や
品ひ
ん
い位
よ

り
実じ
っ
し
つ質や
実じ
つ
り利
を
選え
ら
ぶ
こ

と
の
た
と
え
で
す
。「
あ

の
人ひ
と
の
日に
ほ
ん
し
ゅ
み

本
趣
味
は
ラ
ー

メ
ン
屋や

め
ぐ
り
だ
け
ね
」

な
ど
食く

い
気け

旺お
う
せ
い
盛
な
人ひ
と

へ
の
皮ひ
に
く肉
と
し
て
、
使
わ

れ
た
り
し
ま
す
。
な
お
、

日に
ほ
ん本
の
春は
る
を
象
し
ょ
う
ち
ょ
う
徴
す
る

花は
なは
桜
さ
く
らで
あ
り
、
単た
ん
に
花は
な

と
い
え
ば
桜
さ
く
らを
指さ

し
ま

す
。
桜
さ
く
らの
花は
な
の
下し
た
で
は

「
お
花は
な
み見
」
と
い
う
宴
え
ん
か
い会

が
昔
む
か
しか
ら
行
お
こ
なわ
れ
て
い
ま

す
。
起き
げ
ん源
は
山や
ま
か
ら
下お
り
り

て
き
た
神か
み
さ
ま
が
花は
な
に
座す
わ

る
の
で
、
そ
の
霊
れ
い
り
ょ
く
力
を
い

た
だ
く
行ぎ
ょ
う
じ事で
し
た
。

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
８
日
、
建
物
の
修
繕
工

事
に
使
用
さ
れ
て
い
る
緑
色
の

足
場
シ
ェ
ッ
ド
（
歩
道
上
屋
）

を
規
制
す
る
法
案
を
承
認
し

た
。
同
市
建
設
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｂ
）

に
よ
る
と
、
歩
道
の
上
に
屋
根

の
よ
う
に
設
置
さ
れ
た
足
場
は

現
在
同
市
内
に
は
８
５
３
１

か
所
、
長
さ
に
す
る
と
累
計

４
０
０
マ
イ
ル
以
上
で
、
う
ち

３
２
７
か
所
は
５
年
以
上
放

置
さ
れ
た
ま
ま
に
な
っ
て
い

る
。
足
場
の
平
均
耐
久
寿
命
は

５
１
１
日
だ
と
い
う
。
同
市
長

は
２
０
２
３
年
、
長
年
設
置
さ

れ
た
ま
ま
の
足
場
を
撤
去
す
る

イ
ニ
シ
ア
チ
ブ
「
ゲ
ッ
ト
・
シ

ェ
ッ
ズ
・
ダ
ウ
ン
」
を
掲
げ
た

が
、
当
初
は
多
す
ぎ
て
「
き
り

が
な
い
」
と
批
判
を
受
け
た
。

同
市
長
は
「
足
場
は
危
険
な
ビ

ル
や
工
事
現
場
か
ら
市
民
を
守

る
こ
と
が
目
的
だ
が
、
歩
道
を

狭
く
暗
く
し
て
い
る
。
問
題
を

長
年
放
置
し
過
ぎ
た
」
と
話
し

て
い
る
。

　

醜
い
と
悪
評
が
あ
る
一
方
で

Ｎ
Ｙ
の
象
徴
に
も
な
っ
て
い
る

ハ
ン
タ
ー
グ
リ
ー
ン
の
足
場
だ

と
さ
れ
ま
す
。
一い
っ
き
の
気
飲
み

は
避さ
け
、
一ひ
と
く
ち口く
ち
を
つ

け
て
ゆ
っ
く
り
飲の
み
ま
し

ょ
う
。
To 

週し
ゅ
う
か
ん刊
Ｎ
Ｙ

生せ
い
か
つ活1000th issues!

（
マ
ナ
ー
講
師
・
長
久
保

美
奈
）

《言葉の意味（ことばのいみ）》

文
と
イ
ラ
ス
ト　

平
田
恵
子

が
、
新
法
で
は
建
物
と
調
和
し

て
い
れ
ば
白
や
赤
、
メ
タ
リ
ッ

ク
グ
レ
ー
な
ど
の
色
も
使
用
で

き
る
。
こ
れ
ま
で
１
年
間
許
可

さ
れ
て
い
た
設
置
期
間
は
、
大

規
模
修
繕
や
新
築
で
長
期
の
工

事
期
間
が
必
要
で
な
い
限
り
、

３
か
月
ま
で
と
な
る
。
建
物
の

点
検
周
期
は
、
新
築
の
場
合
は

現
在
の
５
年
か
ら
９
年
に
延
長

さ
れ
る
が
、
検
査
基
準
は
築
年

数
に
よ
っ
て
異
な
る
。
ま
た
義

務
づ
け
ら
れ
て
い
る
シ
ェ
ッ
ド

下
の
照
明
の
数
も
倍
に
な
る
。

　

マ
ウ
ン
ト
・
サ
イ
ナ
イ
医
療

シ
ス
テ
ム
は
９
日
朝
「
進
行
中

の
計
画
の
一
部
」
を
理
由
に
、

創
設
１
３
５
年
の
イ
ー
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
の
ベ
ス
・
イ
ス
ラ
エ
ル

病
院
を
正
式
に
閉
院
し
た
。

　

Ｎ
Ｙ
市
内
で
医
療
機
関
を
運

営
す
る
同
医
療
シ
ス
テ
ム
は
、

患
者
不
足
で
年
間
の
負
債
が
年

間
１
億
５
０
０
０
万
ド
ル
に
上

っ
て
い
た
病
床
数
４
０
０
床
の

ベ
ス
・
イ
ス
ラ
エ
ル
病
院
の
閉

院
を
２
０
１
９
年
か
ら
検
討
し

て
い
た
。
翌
年
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク

が
始
ま
り
同
計
画
は
一
時
的
に

保
留
と
な
っ
た
が
、
23
年
に
再

計
画
と
な
り
、
脳
卒
中
患
者
の

転
院
を
始
め
た
。

　

周
辺
地
域
は
08
年
に
カ
ブ
リ

ー
ニ
病
院
、
10
年
に
セ
ン
ト
・

ビ
ン
セ
ン
ト
病
院
の
２
つ
の
総

合
病
院
の
閉
院
を
経
験
し
て
お

り
、
最
寄
り
の
医
療
機
関
の
ア

ク
セ
ス
を
危
惧
す
る
住
民
た
ち

の
不
安
は
高
ま
っ
た
。
イ
ー
ス

ト
サ
イ
ド
を
代
表
す
る
ハ
ー
ベ

イ
・
エ
プ
ス
タ
イ
ン
Ｎ
Ｙ
州
下

院
議
員
（
民
主
党
）
も
「
Ｎ
Ｙ

州
保
険
局
は
『
閉
院
お
よ
び
サ

ー
ビ
ス
の
低
減
計
画
』
を
承
認

し
た
こ
と
は
な
く
、
法
律
違
反

だ
」
と
訴
え
て
い
た
。
さ
ら
に

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
住
民
は
団
体

「
セ
ー
ブ
・
ベ
ス
・
イ
ス
ラ
エ
ル
・

ホ
ス
ピ
タ
ル
」
を
発
足
し
、
閉

院
の
本
当
の
理
由
は
病
院
の
土

地
を
売
却
し
て
不
動
産
価
値
を

得
る
た
め
だ
、
と
閉
院
を
阻
止

す
る
訴
訟
を
起
こ
し
た
が
、
裁

判
所
は
上
訴
を
却
下
し
た
。
同

団
体
は
、
同
州
最
高
裁
判
所
の

申
請
を
計
画
し
て
い
る
。

ベ
ス
・
イ
ス
ラ
エ
ル
病
院
閉
院

近
隣
住
民
が
保
存
訴
訟
準
備

　

米
保
健
福
祉
省
（
Ｈ
Ｈ
Ｓ
）

の
ロ
バ
ー
ト
・
ケ
ネ
デ
ィ
長
官

は「
ア
メ
リ
カ
を
再
び
健
康
に
」

ツ
ア
ー
と
し
て
ユ
タ
、
ア
リ
ゾ

ナ
、
ニ
ュ
ー
メ
キ
シ
コ
な
ど
南

部
諸
州
を
歴
訪
し
、
水
道
水
へ

の
フ
ッ
化
物
（
フ
ッ
素
）
添
加

を
止
め
る
よ
う
各
州
に
求
め

た
。

　

ケ
ネ
デ
ィ
長
官
は
４
月
７

日
、
今
年
３
月
に
水
道
水
へ
の

フ
ッ
化
物
添
加
禁
止
を
法
律
で

制
定
し
た
最
初
の
州
で
あ
る
ユ

タ
州
で
記
者
会
見
を
行
っ
た
。

長
官
は
「
歯
磨
き
や
フ
ッ
素
配

合
の
歯
磨
き
粉
、
洗
口
液
で
そ

の
効
果
は
得
ら
れ
る
。
水
道
水

に
フ
ッ
素
を
入
れ
る
の
は
意
味

が
な
い
」
と
述
べ
、
疾
病
管
理

予
防
セ
ン
タ
ー
（
Ｃ
Ｄ
Ｃ
）
に

フ
ッ
化
物
添
加
水
道
の
推
奨
を

や
め
る
よ
う
求
め
て
い
く
と
し

た
。
一
緒
に
会
見
を
行
っ
た
米

国
環
境
保
護
庁
（
Ｅ
Ｐ
Ａ
）
の

リ
ー
・
ゼ
ル
デ
ィ
ン
長
官
は
水

道
水
フ
ッ
化
物
の
潜
在
的
な
健

康
リ
ス
ク
に
関
す
る
研
究
を
Ｅ

Ｐ
Ａ
は
再
検
討
す
る
と
述
べ

た
。

　

記
者
会
見
後
、
ケ
ネ
デ
ィ
長

官
の
首
席
補
佐
官
で
あ
る
ス
テ

フ
ァ
ニ
ー
・
ス
ピ
ア
氏
は
、
Ｃ

Ｄ
Ｃ
に
フ
ッ
化
物
の
研
究
と
新

た
な
勧
告
の
作
成
を
指
示
す
る

と
述
べ
た
。

　

米
国
歯
科
医
師
会
は
、
水
道

水
へ
の
フ
ッ
化
物
添
加
に
よ
り

虫
歯
が
少
な
く
と
も 

25 

パ
ー

セ
ン
ト
減
少
す
る
と
し
て
い

る
。
Ｅ
Ｐ
Ａ
は
骨
の
フ
ッ
素
症

（
骨
が
弱
く
な
り
、
硬
直
し
、

痛
み
を
引
き
起
こ
す
可
能
性
の

あ
る
障
害) 

を
起
こ
さ
な
い
よ

う
水
道
水
中
の
フ
ッ
素
濃
度
を

１
リ
ッ
ト
ル
あ
た
り
４
ミ
リ
グ

ラ
ム
（
４
ｐ
ｐ
ｍ
）
以
下
に
制

限
し
て
い
る
。
世
界
保
健
機
関

（
Ｗ
Ｈ
Ｏ
）
の
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン

は
１
・
５
ｐ
ｐ
ｍ
と
な
っ
て
い

る
。
連
邦
保
健
当
局
は
過
去
50

年
以
上
に
渡
り
フ
ッ
素
化
レ
ベ

ル
は
１
・
２
ｐ
ｐ
ｍ
を
推
奨
し

て
い
た
が
、
２
０
１
５
年
以
来

は
０
・
７
ｐ
ｐ
ｍ
を
推
奨
し
て

い
る
。
現
在
、
米
国
各
地
の
水

道
局
で
は
ヘ
キ
サ
フ
ル
オ
ロ
珪

酸
ナ
ト
リ
ウ
ム
な
ど
の
フ
ッ
化

物
を
０
・
７
〜
１
・
２
ｐ
ｐ
ｍ
の

濃
度
で
水
道
水
に
添
加
し
て
お

り
、
国
民
の
66
％
が
そ
う
し
た

上
水
道
を
利
用
し
て
い
る
。

し
か
し
、
昨
年
８
月
に
米
保
健

福
祉
省
の
米
国
国
家
毒
性
プ
ロ

グ
ラ
ム
（
Ｎ
Ｔ
Ｐ
）
が
発
表
し

た
報
告
書
に
よ
れ
ば
、「
中
程

度
の
確
信
を
持
っ
て
、
推
定
フ

ッ
化
物
曝
露
量
が
１
・
５
ｐ
ｐ

ｍ
を
超
え
る
場
合
は
子
供
の
Ｉ

Ｑ
の
低
下
と
関
連
し
て
い
る
」

と
結
論
付
け
た
。
た
だ
し
「
よ

り
低
濃
度
の
フ
ッ
化
物
へ
の
曝

露
に
関
連
す
る
健
康
リ
ス
ク
が

あ
る
か
ど
う
か
さ
ら
な
る
研
究

が
必
要
」
と
し
た
。

フッ素入り水道水
中止を求める
ケネディ保健長官

http://www.919usa.com
mailto:kisotanaka@kisotanaka.com
http://www.nyseikatsu.com
mailto:info@bcnetwork.org
http://www.Jhelp.com
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グリーンカード

　

米
国
政
府
が
発
表
し
た
外
国

人
登
録
の
厳
格
化
（
１
面
に
記

事
）
に
つ
い
て
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
の
日
系
法
律
事
務
所
で
移
民

ビ
ザ
を
専
門
に
し
て
い
る
加
藤

恵
子
弁
護
士
は
「
グ
リ
ー
ン
カ

ー
ド
の
常
時
携
帯
で
す
が
、
オ

リ
ジ
ナ
ル
で
な
け
れ
ば
な
ら
な

い
と
い
う
こ
と
は
明
記
さ
れ
て

い
ま
せ
ん
。
Ｉ
ー
94
自
体
オ
ン

ラ
イ
ン
か
ら
印
刷
し
て
所
持
す

る
、
ま
た
は
電
子
で
も
良
い
こ

と
に
な
っ
て
い
ま
す
か
ら
、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
も
コ
ピ
ー
や
携

帯
で
画
像
を
保
持
で
も
良
い
は

ず
で
す
。
常
時
オ
リ
ジ
ナ
ル
を

携
帯
し
て
い
て
紛
失
す
る
こ
と

の
方
が
問
題
で
す
。
紛
失
し
た

場
合
再
申
請
を
し
な
く
て
は
な

り
ま
せ
ん
し
、
失
く
し
た
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ド
で
悪
用
さ
れ
る

恐
れ
も
あ
り
ま
す
。
永
住
権

保
持
者
と
し
て
の
証
明
と
し

てForm I-551, Permanent 
Resident Card 

と
は
記
載
さ

れ
て
い
ま
す
が
、
オ
リ
ジ
ナ
ル

携
帯
と
は
記
載
さ
れ
て
い
ま
せ

ん
。
ま
た
、
非
移
民
ビ
ザ
保

「
オ
リ
ジ
ナ
ル
」
常
時
携
帯
か
否
か

持
者
の
場
合
は
、Form I-94, 

Arrival Departure Record 

と
あ
り
、
こ
こ
で
も
オ
ン
ラ
イ

ン
か
ら
印
刷
と
か
デ
ジ
タ
ル
と

か
も
実
際
は
記
載
さ
れ
て
い
な

い
」
と
話
す
。

　

本
紙
に
問
い
合
わ
せ
て
き
た

読
者
の
弁
護
士
は
「
政
府
が
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
の
オ
リ
ジ
ナ
ル

を
携
帯
す
べ
き
と
は
断
定
し
て

お
ら
ず
、
オ
リ
ジ
ナ
ル
の
カ
ー

ド
の
携
帯
を『
想
定
し
て
い
る
』

よ
う
な
曖
昧
な
表
現
を
し
て
い

る
」
と
い
う
。
さ
ら
に
「
原
本

を
携
帯
し
て
い
る
と
、
財
布
な

ど
を
紛
失
し
た
場
合
、
す
ぐ
に

再
発
行
す
る
の
は
大
変
な
作
業

に
な
る
と
い
う
点
を
踏
ま
え
た

上
で
、
係
員
に
止
め
ら
れ
た
際

に
鮮
明
な
コ
ピ
ー
を
提
示
す
れ

ば
、
係
員
は
あ
な
た
の
ス
テ
ー

タ
ス
を
簡
単
に
確
認
で
き
、
拘

束
さ
れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ

ん
」
と
助
言
す
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
に
本
紙
が
問
い
合
わ
せ
た
と

こ
ろ
、「
在
留
邦
人
か
ら
百
件

に
は
満
た
な
い
が
、
相
当
数
、

数
十
件
の
問
い
合
わ
せ
が
あ
っ

た
。
領
事
部
で
は
、
本
制
度
に

か
か
る
在
留
邦
人
か
ら
の
照
会

に
対
し
て
は
、『
オ
リ
ジ
ナ
ル

を
携
行
す
る
こ
と
を
お
す
す
め

す
る
。
た
だ
し
、
本
件
は
米
国

の
制
度
で
あ
る
の
で
、
こ
れ
以

上
の
詳
細
に
つ
い
て
は
必
要
に

応
じ
て
市
民
権
・
移
民
局
な
ど

米
国
の
関
係
当
局
に
お
問
い
合

わ
せ
い
た
だ
き
た
い
』
と
回
答

し
て
い
る
」
と
い
う
。

　

こ
の
規
定
が
ア
メ
リ
カ
の
政

府
が
決
め
た
こ
と
で
あ
り
、
規

定
の
文
面
に
は
携
行
す
る
グ
リ

ー
ン
カ
ー
ド
が
オ
リ
ジ
ナ
ル
で

な
く
て
も
よ
い
と
か
、
悪
い
と

か
は
明
記
さ
れ
て
い
な
い
た

め
、
日
本
の
政
府
の
在
外
公
館

と
し
て
は
書
か
れ
て
い
る
こ
と

以
上
に
は
踏
み
込
ん
だ
回
答
は

で
き
な
い
と
い
う
こ
と
だ
ろ

う
。
建
前
と
し
て
は
総
領
事
館

が
回
答
す
る
よ
う
に
「
オ
リ
ジ

ナ
ル
を
携
行
す
る
こ
と
が
望
ま

し
い
」
の
は
正
論
だ
が
、
現
実

的
な
問
題
は
、
弁
護
士
が
指
摘

す
る
よ
う
に
グ
リ
ー
ン
カ
ー
ド

を
入
れ
た
財
布
を
紛
失
し
た
り

し
た
場
合
、
連
邦
職
員
の
解
雇

が
続
く
昨
今
、
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
の
再
申
請
を
移
民
局
に
出
し

て
も
短
期
間
で
発
行
さ
れ
る
保

証
は
な
い
。
鮮
明
な
コ
ピ
ー
を

見
せ
る
、
ま
た
は
携
帯
電
話
の

カ
メ
ラ
で
現
物
の
グ
リ
ー
ン
カ

ー
ド
の
裏
表
画
像
を
撮
影
し
て

保
存
し
て
お
く
こ
と
も
考
え
ら

れ
る
が
、
今
度
は
携
帯
電
話
を

盗
ま
れ
た
場
合
に
カ
ー
ド
情
報

が
転
送
さ
れ
て
悪
用
さ
れ
る
危

険
性
が
紙
の
コ
ピ
ー
以
上
に
高

ま
る
こ
と
も
予
想
さ
れ
、
個
人

情
報
の
管
理
に
リ
ス
ク
が
伴
う

こ
と
に
は
変
わ
り
は
な
い
。
た

だ
、
コ
ピ
ー
を
入
れ
た
財
布
を

無
く
し
た
場
合
、
悪
用
さ
れ
る

危
険
は
あ
っ
て
も
少
な
く
と
も

オ
リ
ジ
ナ
ル
の
グ
リ
ー
ン
カ
ー

ド
は
無
事
で
失
う
こ
と
は
な

い
。
個
々
の
判
断
で
最
善
の
方

法
で
対
応
す
る
の
が
今
の
と
こ

ろ
最
良
の
方
法
の
よ
う
だ
。

ライオンズクラブ通信
ニューヨーク日系ライオンズクラブは地域社会や
世界への貢献のためさまざまな活動をしています。

■第17回 春のヘルスフェア
ライオンズ大学：大人の教養講座シリーズ
特別講座 インターネット配信 第9弾
4月21日(月)～5月1日(木) YouTubeで公開
参加無料

山口里美　一般社団法人 日本リレーション
サポート協会 代表理事
「あなたの実家は大丈夫? 今からできる空き家対策」

大久保 圭祐　パーソナルトレーナー
「気持ちよく伸ばしてゆるめる! 身体の感覚
を意識した肩こり予防ストレッチ」

藤木 賀子 　不動産コンサルタント
「アメリカ在住者が日本の家を購入する際
の注意点を解説」

光畑 浩美 　大人向けピアノ指導者
「日本の心を奏でる『さくらさくら』~大人
のピアノ入門~」

申し込み Tel: 212-840-6942
E-mail: info@jaany.org NY日系人会

The New York Japanese-American Lions Club
www.nyjalc.org　info@nyjalc.org

　〈参考資料及びウェブサイト〉
●義務違反に対する罰則（How 
to Resister及びWhat to Expect 
After Registeringの項の Criminal 
Penaltiesを参照）（米国市民権・
移民局）
　https://www.uscis.gov/
alienregistration 
●２０２５年 2月 25日付の報道
発表（国土安全保障省）
https://www.dhs.gov/
news/2025/02/25/secretary-
noem-announces-agency-will-
enforce-laws-penalize-aliens-
country-illegally　
　その他、安全対策基礎データ（米
国）も併せ参照。
●安全対策基礎データ（米国）（外
務省海外安全ホームページ）
https://www.anzen.mofa.go.jp/
info/pcsafetymeasure_221.html　
また、次のサイトを参考にする。　
●外国人登録規則、登録方法、申
請書等（米国市民権・移民局）
　https://www.uscis.gov/
alienregistration　
●外国人登録フォームと登録証明
書（2025年 3月 12日付連邦官報）
　https://www.federalregister.
gov/ documents
/2025/03/12/2025-03944/alien-
registration-form-and-evidence-
of-registration　
●登録証明書として認められるも
の（上記 3月 12日付連邦官報の
一部アップデート）
　https://www.ecfr.gov/current/
title-8/chapter-I/subchapter-B/
part-264/section-264.1　

　

観
光
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
が
10

日
、
空
中
分
解
し
て
ハ
ド
ソ
ン

川
に
墜
落
し
、
ス
ペ
イ
ン
か
ら

観
光
に
訪
れ
て
い
た
家
族
５
人

と
操
縦
士
一
人
が
死
亡
し
た
事

故
が
起
き
た
こ
と
か
ら
ヘ
リ
観

光
の
安
全
性
を
問
う
声
が
上
が

っ
て
い
る
。
事
故
が
起
こ
し
た

ヘ
リ
は
ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ス
カ

イ
ポ
ー
ト（
旧
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
・

ダ
ウ
ン
タ
ウ
ン
・
ヘ
リ
ポ
ー
ト
）

か
ら
離
陸
、
20
分
ほ
ど
し
て
ヒ

ュ
ー
ス
ト
ン
通
り
付
近
に
あ
た

る
ハ
ド
ソ
ン
川
で
墜
落
し
た
。

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
側
か
ニ
ュ
ー
ジ

ャ
ー
ジ
ー
州
側
の
ど
ち
ら
か
の

陸
地
に
墜
落
し
て
い
た
ら
大
惨

事
に
な
っ
た
可
能
性
が
あ
る
。

　

事
故
を
受
け
て
、
事
故
現
場

に
近
い
選
挙
区
か
ら
選
出
さ
れ

て
い
る
ブ
ラ
ッ
ド
・
ホ
イ
ル
マ

ン
＝
シ
ー
ガ
ル
Ｎ
Ｙ
州
上
院
議

員
（
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
ウ
エ
ス

ト
サ
イ
ド
地
区
な
ど
の
第
47
区

選
出
）
は
、
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
上

空
に
お
け
る
「
不
要
不
急
の
」

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
飛
行
は
規
制
が

不
十
分
で
あ
る
と
主
張
し
、
全

面
禁
止
を
引
き
続
き
推
進
し
て

い
く
と
述
べ
た
。
ク
リ
ス
・
マ

ル
テ
Ｎ
Ｙ
市
議
会
議
員
（
マ
ン

ハ
ッ
タ
ン
南
端
の
第
１
区
選

出
）
も
、
連
邦
政
府
機
関
に
対

し
、
こ
の
飛
行
に
関
し
て
対
策

を
講
じ
る
よ
う
求
め
る
な
ど
規

制
を
求
め
る
議
員
ら
の
声
が
広

が
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ
市
長

は
事
故
後
の
記
者
会
見
で「（
ヘ

リ
観
光
は
）
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
の

魅
力
の
一
つ
で
、
私
た
ち
が
し

な
け
れ
ば
な
ら
な
い
の
は
、
安

全
を
保
証
し
、
正
し
く
実
施
す

る
こ
と
だ
」
と
語
っ
た
。

　

墜
落
現
場
は
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ

テ
ィ
の
ニ
ュ
ー
ポ
ー
ト
地
区
に

近
か
っ
た
。
同
地
区
は
高
層
ビ

ル
や
ホ
テ
ル
が
密
集
し
て
お

り
、
毎
日
何
十
万
人
も
の
通
勤

者
や
観
光
客
が
行
き
来
し
て
い

る
。
ジ
ャ
ー
ジ
ー
シ
テ
ィ
の
ス

テ
ィ
ー
ブ
・
フ
ロ
ッ
プ
市
長
は
、

こ
の
地
域
の
上
空
は
３
つ
の
主

要
空
港
が
集
中
し
て
い
る
た
め

混
雑
し
て
い
る
と
し
た
上
で
、

「
観
光
客
の
飛
行
を
制
限
す
る

の
は
当
然
の
こ
と
だ
」と
語
り
、

飛
行
停
止
を
求
め
る
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
州
の
超
党
派
議
員
グ
ル
ー

プ
に
加
わ
っ
た
。

　

チ
ャ
ッ
ク
・
シ
ュ
ー
マ
ー
Ｎ

Ｙ
州
上
院
議
員
は
12
日
、
連
邦

当
局
に
対
し
、ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
・

ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・
ツ
ア
ー
ズ
の

運
航
許
可
を
取
り
消
す
よ
う
要

請
、
連
邦
航
空
局
（
Ｆ
Ａ
Ａ
）

は
12
日
、
事
故
を
起
こ
し
た
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
・

ツ
ア
ー
ズ
が
業
務
を
停
止
し
た

と
発
表
、
運
航
ラ
イ
セ
ン
ス
と

安
全
記
録
の
即
時
調
査
を
開
始

す
る
と
し
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
都
市
圏
で
は

１
９
６
０
年
代
以
降
、
ヘ
リ
の

墜
落
事
故
が
数
十
件
発
生
し
、

数
十
人
の
死
者
が
出
て
い
る
。

今
回
の
墜
落
事
故
は
、
地
元
議

員
や
「
ス
ト
ッ
プ
・
ザ
・
チ
ョ

ッ
プ
」
な
ど
の
住
民
団
体
が
長

年
訴
え
て
き
た
ヘ
リ
の
往
来
を

め
ぐ
る
争
い
に
再
燃
さ
せ
て
い

る
。
た
だ
し
連
邦
政
府
の
デ
ー

タ
に
よ
る
と
、
安
全
対
策
が
進

み
、
近
年
で
は
こ
う
し
た
危
険

性
は
減
少
し
て
い
る
。
ア
ダ
ム

ス
市
長
の
広
報
担
当
者
に
よ
れ

ば
ヘ
リ
コ
プ
タ
ー
観
光
産
業
だ

け
で
も
年
間
約
１
億
５
千
万
ド

ル
の
売
上
が
あ
る
。

墜落したヘリコプターと救助隊（Photo: NY市の公式X旧ツイッターより）

観
光
ヘ
リ
川
に
墜
落

乗
員
・
乗
客
６
人
全
員
死
亡
ハドソンリバー

　

５
月
７
日
以
降
、
18
歳
以
上

の
す
べ
て
の
人
は
、
米
国
内
の

航
空
機
（
国
内
線
）
搭
乗
や
特

定
の
連
邦
政
府
機
関
へ
の
入
館

に
あ
た
っ
て
、
原
則
と
し
て
リ

ア
ル
Ｉ
Ｄ
が
必
要
と
な
る
。
リ

ア
ル
Ｉ
Ｄ
と
は
、
米
国
リ
ア
ル

Ｉ
Ｄ
法
に
基
づ
き
、
一
定
の
セ

キ
ュ
リ
テ
ィ
基
準
を
満
た
し
た

身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）

で
あ
り
、
米
国
各
州
・
各
準
州

で
発
行
さ
れ
て
い
る
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
総
領
事

館
が
15
日
、
在
留
邦
人
に
伝
え

た
と
こ
ろ
に
よ
る
と
、
自
分
の

身
分
証
明
書
が
リ
ア
ル
Ｉ
Ｄ
か

否
か
（
カ
ー
ド
券
面
の
上
部
右

側
に
星
印
が
あ
る
か
否
か
）、

ま
た
は
リ
ア
ル
Ｉ
Ｄ
に
準
拠
し

た
も
の
で
あ
る
か
確
認
し
た
上

で
自
動
車
運
転
免
許
証
な
ど
の

身
分
証
明
書
が
、
リ
ア
ル
Ｉ
Ｄ

で
な
い
場
合
に
は
、
国
内
線
搭

乗
等
に
あ
た
っ
て
、
旅
券
（
パ

ス
ポ
ー
ト
）
等
の
有
効
な
身
分

証
明
書
を
携
行
す
る
必
要
が
あ

る
（
日
本
の
パ
ス
ポ
ー
ト
は
有

効
）
と
し
て
い
る
。

　

詳
細
は
、
次
の
ウ
ェ
ブ
サ
イ

ト
を
参
照
。

　

リ
ア
ル
Ｉ
Ｄ
に
つ
い
て
（
各

州
・
各
準
州
発
行
当
局
へ
の
リ

ン
ク
含
む
）（
米
国
国
土
安
全

保
障
省
）

https://www.dhs.gov/real-
id

（
リ
ア
ル
Ｉ
Ｄ
に
基
づ
い
た

身
分
証
明
書（
運
転
免
許
証
等
）

の
手
続
き
に
つ
い
て
は
各
州
・

各
準
州
の
発
行
当
局
（
Ｄ
Ｍ
Ｖ

＝
陸
運
局
等
）
に
確
認
す
る
こ

と
）

　

空
港
保
安
検
査
場
（
Ｔ
Ｓ

Ａ
チ
ェ
ッ
ク
ポ
イ
ン
ト
）
で

認
め
ら
れ
る
有
効
な
身
分

証
明
書
（
米
国
運
輸
保
安

局
）https://www.tsa.gov/

travel/security-screening/
identifi cation

米
国
で
リ
ア
ル
Ｉ
Ｄ
必
要

５
月
７
日
か
ら
運
用
開
始

http://myriverside.net/home
http://www.yamagatadental.net/
mailto:info@jaany.org
http://www.nyjalc.org%E3%80%80info@nyjalc.org
https://www.uscis.gov/alienregistration
https://www.dhs.gov/news/2025/02/25/secretary-noem-announces-agency-will-enforce-laws-penalize-aliens-country-illegally
https://www.anzen.mofa.go.jp/info/pcsafetymeasure_221.html
https://www.uscis.gov/alienregistration
https://www.federalregister.gov/	documents
https://www.ecfr.gov/current/title-8/chapter-I/subchapter-B/part-264/section-264.1
https://www.dhs.gov/real-id
https://www.tsa.gov/travel/security-screening/identification
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こ
ん
に
ち
は
。
今
回
は
、
春

に
多
く
の
方
が
悩
ま
さ
れ
る
ア

レ
ル
ギ
ー
症
状
に
つ
い
て
、
水

素
が
ど
の
よ
う
に
役
立
つ
か
を

お
話
し
し
た
い
と
思
い
ま
す
。

春
は
花
粉
の
飛
散
量
が
増
え
る

だ
け
で
な
く
、
大
気
中
の
微
粒

子
や
気
温
差
の
影
響
で
、
く
し

ゃ
み
や
鼻
詰
ま
り
、
目
の
か
ゆ

み
な
ど
の
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
が

悪
化
し
や
す
い
季
節
で
す
。
特

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
ス
ギ

や
カ
エ
デ
な
ど
の
花
粉
が
多
く

飛
び
、
こ
の
時
期
に
症
状
が
ひ

ど
く
な
る
方
も
多
い
の
で
は
な

い
で
し
ょ
う
か
。

　

ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
は
、
免
疫

系
が
外
部
か
ら
の
異
物
に
過
剰

反
応
す
る
こ
と
で
引
き
起
こ
さ

れ
ま
す
。
水
素
の
抗
酸
化
作
用

は
、
体
内
の
酸
化
ス
ト
レ
ス
を

軽
減
し
、
炎
症
を
抑
え
る
可
能

性
が
あ
る
と
い
わ
れ
て
い
ま

す
。
実
際
に
、
水
素
吸
入
や
水

素
水
を
取
り
入
れ
て
い
る
方
の

中
に
は
、「
鼻
詰
ま
り
が
楽
に

な
っ
た
」「
目
の
か
ゆ
み
が
落

ち
着
い
た
」
と
い
っ
た
声
を
い

た
だ
く
こ
と
も
あ
り
ま
す
。

　

私
の
親
戚
も
福
岡
で
黄
砂
に

よ
る
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
に
悩
ん

で
い
ま
し
た
が
、
水
素
吸
入
を

取
り
入
れ
る
こ
と
で
症
状
が
軽

減
し
、
普
段
は
１
〜
２
時
間
の

吸
入
を
し
て
い
る
の
で
す
が
、

こ
の
時
期
は
頻
繁
に
吸
入
す
る

こ
と
で
楽
に
な
る
と
言
っ
て
い

ま
し
た
。
日
本
と
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

ク
で
は
環
境
が
異
な
り
ま
す

が
、
ア
レ
ル
ギ
ー
症
状
に
悩
む

方
に
と
っ
て
、
水
素
が
一
つ
の

ケ
ア
方
法
と
し
て
役
立
つ
か
も

し
れ
ま
せ
ん
。
私
の
サ
ロ
ン
の

お
客
様
の
中
に
も
、
花
粉
の
時

期
に
水
素
を
取
り
入
れ
る
こ
と

で
、
呼
吸
が
し
や
す
く
な
っ
た

と
実
感
さ
れ
て
い
る
方
が
い
ら

っ
し
ゃ
い
ま
す
。

　

水
素
を
取
り
入
れ
る
方
法
と

し
て
は
、水
素
吸
入
や
水
素
水
、

水
素
サ
プ
リ
を
飲
む
、
水
素
風

呂
に
入
る
、
な
ど
が
挙
げ
ら
れ

ま
す
。
特
に
水
素
吸
入
は
、
花

粉
や
ア
レ
ル
ギ
ー
に
よ
る
不
快

感
を
感
じ
た
際
に
、
取
り
入
れ

や
す
い
方
法
で
す
。
水
素
風
呂

も
、
皮
膚
の
か
ゆ
み
を
和
ら
げ

る
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
ア
レ

ル
ギ
ー
に
よ
る
肌
ト
ラ
ブ
ル
に

悩
ん
で
い
る
方
に
も
お
す
す
め

で
す
。

　

春
は
、
新
し
い
始
ま
り
の
季

節
で
も
あ
り
ま
す
。
心
地
よ
く

過
ご
す
た
め
に
、
水
素
を
ア
レ

ル
ギ
ー
対
策
の
一
環
と
し
て
取

り
入
れ
て
み
て
は
い
か
が
で
し

ょ
う
か
？
興
味
の
あ
る
方
は
、

ぜ
ひ
ご
自
身
の
生
活
に
水
素
を

活
用
し
て
み
て
く
だ
さ
い
。

森
脇
静
香
：「easeNY

」
代
表
：

Ｎ
Ｙ
・
Ｆ
Ｌ
州
マ
ッ
サ
ー
ジ
・

エ
ス
テ
テ
ィ
ッ
ク
・
腸
内
洗
浄

療
法
士
免
許
。
２
０
０
１
年

「easeNY

」開
業
。
実
演
講
義
・

講
演
、
Ｔ
Ｖ
・
ラ
ジ
オ
に
ゲ
ス

ト
出
演
。ウ
エ
ル
ネ
ス
を
追
求
、

水
素
セ
ラ
ピ
ー
の
普
及
に
尽
力

中
。

（
30
）
水
素
と
春
の
ア
レ
ル
ギ
ー
対
策

 

税
金
特
集

⑨

確
定
申
告
後
の
注
意
点

 

Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ
米
国
グ
ロ
ー
バ
ル
ジ
ャ
パ
ニ
ー
ズ
プ
ラ
ク
テ
ィ
ス

マ
ネ
ー
ジ
ン
グ
デ
ィ
レ
ク
タ
ー 

須
田
洋
平

　

前
号
で
も
お
伝
え
し
た
通

り
、
連
邦
税
の
個
人
所
得
税
確

定
申
告
の
申
告
・
支
払
い
期
日

は
４
月
15
日
ま
で
で
す
。
税
務

ア
ド
バ
イ
ザ
ー
に
相
談
の
上
対

応
し
ま
し
ょ
う
。
こ
の
記
事
を

お
読
み
に
な
ら
れ
て
い
る
方
の

中
に
は
、
確
定
申
告
が
完
了

し
、
す
で
に
還
付
金
を
受
け
取

ら
れ
た
方
も
多
い
か
と
思
い
ま

す
が
、
確
定
申
告
を
し
た
後
に

も
気
を
つ
け
な
け
れ
ば
い
け
な

い
こ
と
が
あ
り
ま
す
。
税
務
当

局
か
ら
通
知
が
き
た
り
、
税
務

調
査
が
入
っ
た
り
、
そ
も
そ
も

申
告
書
を
税
務
当
局
が
受
け
取

っ
て
い
な
い
こ
と
が
わ
か
っ
た

場
合
な
ど
で
す
。
最
終
回
は
確

定
申
告
を
行
っ
て
か
ら
注
意
を

し
な
け
れ
ば
い
け
な
い
点
に
つ

い
て
説
明
し
ま
す
。

▽
申
告
書
が
受
領
さ
れ
て
い
な

い
場
合

　

電
子
申
告
で
は
２
、３
日
で

Ｉ
Ｒ
Ｓ
が
申
告
書
を
受
領
し
た

こ
と
を
確
認
で
き
る
の
で
、
Ｉ

Ｒ
Ｓ
が
デ
ー
タ
を
受
け
取
っ
て

い
な
い
場
合
も
す
ぐ
に
対
処
で

き
ま
す
が
、
書
面
に
よ
る
申
告

の
場
合
は
、
郵
便
事
情
や
Ｉ
Ｒ

Ｓ
側
の
ト
ラ
ブ
ル
な
ど
で
受
領

を
認
識
し
て
い
な
い
場
合
が
あ

り
ま
す
。
Ｉ
Ｒ
Ｓ
か
ら
申
告
書

未
受
領
の
通
知
を
受
け
取
っ
た

場
合
に
は
、
す
ぐ
に
申
告
書
の

控
え
に
署
名
を
し
て
申
告
期
日

ま
で
に
送
っ
た
旨
を
明
記
し
、

そ
の
証
拠
と
な
る
書
留
受
領
書

か
、
最
寄
り
の
Ｉ
Ｒ
Ｓ
事
務
所

ま
で
出
向
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
ま
た
、
Ｎ
Ｙ
市
税
は
Ｎ
Ｙ

市
の
居
住
者
に
対
し
て
課
せ
ら

れ
ま
す
が
、
ビ
ザ
で
米
国
に
滞

在
し
て
い
る
外
国
人
の
方
は
Ｎ

Ｙ
市
の
居
住
者
の
判
定
方
法
が

市
民
権
・
永
住
権
保
持
者
と
は

異
な
り
ま
す
。
年
中
に
Ｎ
Ｙ
市

に
住
み
始
め
た
方
や
Ｎ
Ｙ
市
か

ら
転
出
し
た
方
で
、
市
民
権
・

永
住
権
保
持
者
は
Ｎ
Ｙ
市
の
居

住
者
と
し
て
Ｎ
Ｙ
市
税
が
課
せ

ら
れ
る
場
合
で
も
、
ビ
ザ
保
持

者
は
非
居
住
者
と
し
て
Ｎ
Ｙ
市

税
を
免
除
で
き
る
場
合
が
あ
り

ま
す
。
こ
の
よ
う
に
ビ
ザ
保
有

の
方
に
特
有
の
規
定
を
適
用
し

て
非
居
住
者
と
し
て
の
申
告
を

し
た
場
合
、
Ｎ
Ｙ
州
の
税
務
当

局
か
ら
、
Ｎ
Ｙ
市
税
の
課
税
の

要
否
に
関
し
て
通
知
が
発
行
さ

れ
る
こ
と
も
少
な
く
あ
り
ま
せ

ん
。
こ
の
よ
う
な
通
知
で
は
賃

貸
契
約
書
や
光
熱
費
の
請
求
書

な
ど
で
住
所
を
証
明
し
な
け
れ

ば
な
ら
な
い
ケ
ー
ス
も
多
い
の

で
、
書
類
を
保
管
し
て
お
く
必

要
が
あ
り
ま
す
。
還
付
を
見
込

ん
で
い
た
の
に
し
ば
ら
く
た
っ

て
も
受
け
取
っ
て
い
な
い
場
合

は
通
知
が
発
行
さ
れ
て
い
る
こ

と
も
考
え
ら
れ
ま
す
。
通
知
を

受
け
取
っ
た
場
合
は
税
務
ア
ド

バ
イ
ザ
ー
に
相
談
し
て
適
切
に

対
応
す
る
よ
う
に
し
ま
し
ょ

う
。

▽
税
務
調
査

　

個
人
所
得
税
確
定
申
告
に
関

し
て
Ｉ
Ｒ
Ｓ
が
税
務
調
査
を
行

う
場
合
が
あ
り
ま
す
。
調
査
対

象
に
選
ば
れ
る
基
準
は
コ
ン
ピ

ュ
ー
タ
ー
に
よ
る
選
別
に
加
え

て
、
雇
用
主
か
ら
の
Ｗ
２
や

１
０
９
９
な
ど
の
書
類
の
マ
ッ

チ
ン
グ
、
調
査
さ
れ
た
納
税
者

と
の
関
係
や
取
引
が
あ
る
場
合

な
ど
さ
ま
ざ
ま
で
す
。
税
務
調

査
の
件
数
は
多
く
あ
り
ま
せ
ん

が
、
自
分
の
確
定
申
告
が
調
査

対
象
に
選
ば
れ
な
い
と
は
い
い

き
れ
ま
せ
ん
。
調
査
の
通
知
を

受
け
て
も
あ
わ
て
な
い
よ
う

に
、
税
金
関
連
の
領
収
書
、
支

払
証
明
書
、
受
取
証
明
な
ど
の

証
明
書
類
は
最
低
で
も
時
効
と

な
る
３
年
間
（
２
０
２
４
年
の

確
定
申
告
で
あ
れ
ば
２
０
２
８

年
４
月
15
日
ま
で
、
延
長
し
て

い
る
場
合
は
申
告
日
か
ら
３
年

間
）
は
大
切
に
保
管
し
て
お
き

ま
し
ょ
う
。

▽
住
所
の
変
更
を
し
た
場
合

　

申
告
書
提
出
後
に
住
所
を

変
更
し
た
場
合
に
は
、
住
所

変
更
を
届
け
出
る
た
め
の
様

式8822

を
提
出
す
る
か
、
手

紙
か
電
話
で
Ｉ
Ｒ
Ｓ
に
住
所
変

更
を
速
や
か
に
伝
え
、
Ｉ
Ｒ
Ｓ

か
ら
の
通
知
が
正
し
く
届
く
よ

う
に
し
て
お
く
必
要
が
あ
り
ま

す
。
Ｉ
Ｒ
Ｓ
が
追
徴
の
通
知
を

送
る
際
に
は
Ｉ
Ｒ
Ｓ
の
デ
ー
タ

ベ
ー
ス
上
の
最
終
住
所
に
送
る

こ
と
に
な
っ
て
い
ま
す
が
、
通

知
が
発
行
さ
れ
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
古
い
住
所
や
間
違

っ
た
住
所
に
送
付
さ
れ
て
い
る

た
め
に
気
づ
か
ず
、
対
応
を
し

て
い
な
い
と
み
な
さ
れ
て
し
ま

う
こ
と
も
あ
り
ま
す
。
知
ら
な

い
う
ち
に
追
徴
額
が
大
き
く
な

っ
て
い
た
り
、
不
服
申
し
立
て

の
時
期
を
逃
し
て
し
ま
っ
た

り
、
さ
ら
に
は
資
産
の
差
し
押

さ
え
を
さ
れ
て
い
る
こ
と
に
な

り
か
ね
ま
せ
ん
の
で
住
所
変
更

は
し
っ
か
り
行
い
ま
し
ょ
う
。

＊
＊
上
記
記
事
は
、
財
務
省
通

牒230

号10.37

条(a)(2)

規
定
上
の
書
面
に
よ
る
税
務
ア

ド
バ
イ
ス
の
た
め
の
基
準
を
満

た
す
た
め
の
も
の
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
記
事
中
の
情
報
は

す
べ
て
一
般
的
な
も
の
で
あ

り
、
特
定
の
個
人
も
し
く
は
事

業
体
の
状
況
へ
の
適
用
を
意
図

を
添
付
し
て
再
送
す
る
よ
う
に

し
ま
し
ょ
う
。
も
し
税
金
の
支

払
い
が
あ
っ
た
場
合
は
、
換
金

さ
れ
た
小
切
手
や
引
き
落
と
し

が
わ
か
る
銀
行
の
ス
テ
ー
ト
メ

ン
ト
な
ど
を
提
出
す
る
こ
と
で

期
日
ま
で
に
納
付
し
た
こ
と
を

証
明
し
ま
す
。

▽
税
務
通
知

　

確
定
申
告
を
し
た
後
に
申
告

書
の
内
容
確
認
を
求
め
る
通
知

が
発
行
さ
れ
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。
近
年
Ｉ
Ｒ
Ｓ
か
ら
発
行
さ

れ
る
通
知
で
よ
く
み
ら
れ
る
の

は
本
人
確
認
の
た
め
の
通
知
で

す
。
オ
ン
ラ
イ
ン
上
で
本
人
確

認
を
行
い
ま
す
が
、
確
認
が
取

れ
な
い
場
合
は
通
知
に
記
載
さ

れ
て
い
る
番
号
に
電
話
す
る

し
た
も
の
で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

現
在
施
行
さ
れ
て
い
る
税
法
に

沿
っ
て
書
か
れ
て
い
ま
す
が
、

今
後
変
更
さ
れ
る
可
能
性
が
あ

る
た
め
、
各
個
人
は
特
定
事
項

が
発
生
し
た
場
合
に
は
、
上
記

内
容
を
そ
の
ま
ま
適
用
す
る
の

で
は
な
く
、
実
状
に
基
づ
き
専

門
家
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
る

よ
う
に
し
て
く
だ
さ
い
。
ま
た

記
事
中
の
見
解
や
意
見
は
著
者

個
人
の
も
の
で
あ
り
、
必
ず
し

も
Ｋ
Ｐ
Ｍ
Ｇ 

Ｌ
Ｌ
Ｐ
の
も
の

で
は
あ
り
ま
せ
ん
。

　

先
日
、
フ
ラ
ン
ス
人
科
学
者

が
米
国
の
空
港
で
個
人
的
な
メ

ッ
セ
ー
ジ
内
容
を
理
由
に
拘

束
・
強
制
送
還
さ
れ
る
事
件
が

発
生
し
ま
し
た
。
こ
の
出
来
事

は
、
税
関
・
国
境
警
備
局
（
Ｃ

Ｂ
Ｐ
）
職
員
が
入
国
地
点
で
ノ

ー
ト
パ
ソ
コ
ン
や
ス
マ
ー
ト
フ

ォ
ン
な
ど
の
デ
ジ
タ
ル
機
器
を

検
査
で
き
る
こ
と
、
そ
し
て
そ

ナ
ッ
ク
マ
ン
弁
護
士
の
移
民
法
ア
ッ
プ
デ
ー
ト

ス
マ
ホ
や
Ｐ
Ｃ
も
対
象
に
？

米
国
入
国
時
の
検
査
と
影
響

の
影
響
が
ビ
ザ
保
持
者
だ
け
で

な
く
、
米
国
永
住
者
や
市
民
に

も
及
ぶ
可
能
性
が
あ
る
こ
と
を

浮
き
彫
り
に
し
ま
し
た
。
国
外

旅
行
を
す
る
際
に
は
、
こ
れ
ら

の
リ
ス
ク
を
理
解
し
て
お
く
こ

と
が
重
要
で
す
。
米
国
の
法
律

で
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｐ
職
員
に
は
旅
行

者
へ
の
質
問
を
通
じ
て
入
国
の

適
格
性
を
判
断
す
る
、
持
ち
物

（
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
含
む
）
を

令
状
な
し
で
検
索
す
る
、
電
子

デ
ー
タ
を
コ
ピ
ー
・
保
持
・
精

査
す
る
権
限
が
認
め
ら
れ
て
い

ま
す
。
特
に
ビ
ザ
保
持
者
（
観

光
、
学
生
、
就
労
ビ
ザ
）、
グ

リ
ー
ン
カ
ー
ド
保
持
者
、
ビ
ジ

ネ
ス
旅
行
者
・
学
者
、
過
去

に
Ｃ
Ｂ
Ｐ
で
問
題
が
あ
っ
た

人
（
ビ
ザ
の
超
過
滞
在
歴
、
入

国
拒
否
歴
な
ど
）
は
厳
し
い
審

査
を
受
け
る
可
能
性
が
あ
り
ま

す
。
米
国
市
民
は
入
国
拒
否
さ

れ
る
こ
と
は
あ
り
ま
せ
ん
が
、

デ
バ
イ
ス
の
押
収
や
長
時
間
の

審
査
を
受
け
る
場
合
が
あ
り
ま

す
。

　

旅
行
者
が
知
っ
て
お
く
べ
き

ポ
イ
ン
ト
は
、
Ｃ
Ｂ
Ｐ
は
令
状

な
し
で
デ
ジ
タ
ル
機
器
を
確
認

で
き
る
、
デ
バ
イ
ス
の
ロ
ッ
ク

解
除
を
拒
否
す
る
と
、
ビ
ザ
保

持
者
は
入
国
拒
否
や
ビ
ザ
取
り

消
し
、
永
住
者
は
デ
バ
イ
ス
押

収
や
追
加
審
査
、
米
国
市
民
も

厳
し
い
審
査
を
受
け
る
可
能
性

が
あ
る
こ
と
で
す
。
ま
た
、
政

治
的
・
個
人
的
な
コ
ン
テ
ン
ツ

が
誤
解
さ
れ
る
可
能
性
が
あ
る

た
め
、
言
論
の
自
由
が
保
護
さ

れ
て
い
る
と
は
い
え
、
皮
肉
や

ジ
ョ
ー
ク
が
問
題
視
さ
れ
る
こ

と
も
あ
り
ま
す
。
リ
ス
ク
を
軽

減
す
る
た
め
、
不
要
な
デ
ー
タ

を
事
前
に
削
除
す
る
、
機
密
文

書
や
個
人
的
な
メ
ッ
セ
ー
ジ
を

最
小
限
に
す
る
、
重
要
な
デ
ー

タ
は
ク
ラ
ウ
ド
に
バ
ッ
ク
ア
ッ

プ
し
デ
バ
イ
ス
に
は
保
存
し
な

い
、
権
利
を
理
解
し
つ
つ
協
力

的
に
対
応
す
る
な
ど
の
対
策
を

推
奨
し
ま
す
。

　

特
に
ビ
ザ
保
持
者
や
永
住
者

は
、
持
ち
込
む
デ
ー
タ
に
注
意

し
、
必
要
最
低
限
の
情
報
の
み

を
保
存
し
て
お
く
こ
と
が
重
要

で
す
。
ロ
ッ
ク
解
除
を
拒
否
す

る
と
デ
バ
イ
ス
押
収
や
入
国
拒

否
の
可
能
性
が
あ
る
た
め
、
事

前
に
自
身
の
デ
ジ
タ
ル
コ
ン
テ

ン
ツ
が
移
民
ス
テ
ー
タ
ス
と
整

合
性
が
取
れ
て
い
る
か
確
認
し

て
お
き
ま
し
ょ
う
。
米
国
入
国

時
の
権
利
や
移
民
に
関
す
る
問

題
に
つ
い
て
不
安
が
あ
る
場
合

は
、
ぜ
ひ
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

（
デ
ィ
ヴ
ィ
ッ
ド
・
ナ
ッ
ク
マ

ン
／
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
・
ニ
ュ

ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
弁
護
士
）

ラ
ガ
ー
デ
ィ
ア
空
港

北
米
ト
ッ
プ
の
栄
冠

　

空
港
ラ
ン
キ
ン
グ
の
世
界
的

権
威
で
あ
る
ス
カ
イ
ト
ラ
ッ
ク

ス
社
に
よ
る
と
、
ラ
ガ
ー
デ
ィ

ア
空
港
は
、
国
内
線
お
よ
び
短

距
離
国
際
線
で
北
米
の
ベ
ス
ト

空
港
の
称
号
を
獲
得
し
た
。
こ

の
受
賞
は
、
ス
ペ
イ
ン
の
マ
ド

リ
ッ
ド
で
開
催
さ
れ
た
旅
客
タ

ー
ミ
ナ
ル
・
エ
キ
ス
ポ
の
期
間

中
に
行
わ
れ
た
２
０
２
５
年
ワ

ー
ル
ド
・
エ
ア
ポ
ー
ト
・
ア
ワ

ー
ド
授
賞
式
で
発
表
さ
れ
た
。

ス
カ
イ
ト
ラ
ッ
ク
ス
社
は
、
世

界
的
な
空
港
品
質
評
価
の
第
一

人
者
と
し
て
知
ら
れ
て
い
る
。

 発行元：国連平和の鐘を守る会
原案：高瀬聖子   絵・文　あいざわるつこ
米国販売代理店：ニューヨーク生活プレス社

 絵本『コインでつなく平和の鐘』絶賛発売中！
 　ニューヨークの国連本部ビルの日本庭園にある「平和の鐘」は、愛媛県宇和島市長を
務めた中川千代治元日本国連協会愛媛県副本部長（1905～ 72年）が、日本が国連に
加盟する前の 1951年、パリにおける国連会議に出席した際に世界 65か国から寄贈さ
れた各国代表のメダルや硬貨、ローマ法王からの寄贈メダルや日本の古銭などを加えて
「平和の鐘」を作り、54年に日本国連協会の名の下に国連本部に寄贈したものです。２
年後の 56年に日本は 80番目の加盟国となり国際社会に復帰。毎年９月末に国連事務
総長がこの鐘を突いて国連総会の開幕を告げるのが長年の習わしで、この日は「国連平
和デー」と呼ばれています。日本が国連に加盟して 62周年を迎えた今年、この絵本は、
日本から平和を訴える強いメッセージとなるでしょう。

 The Story of the UN Peace Bell
　 In 1951, before Japan became a member of the UN, Chiyoji Nakagawa of Uwajima, 
Ehime Prefecture went to the UN Conference in Paris at his own expense. He then 
gathered coins and medals from the delegates of 65 nations who were participating in 
the conference, added a donative medal from the Pope as well as Japanese coins and 
cast the Peace Bell with all the pieces. The bell was donated under the name of the UN 
Association of Japan and installed in 1954; two years later, Japan offi  cially became the 
80th member of the UN. Every September on the International Day for Peace, it has 
become a tradition that the United Nations Secretary-General rings the bell to mark 
the opening of the UN General Assembly. This year marks the 62nd anniversary of Ja-
pan joining the United Nations, and the picture book conveys a signifi cant message of 
peace from Japan.

 

国
連
本
部
に
鐘
を
寄
贈
し
た
日
本
人
の
物
語

 取扱い店：国連本部地下書店
United Nations Bookshop

48th Street and 1st Avenue
Room GA-1B-103
Tel:212-963-7680

または週刊 NY生活まで
電話 212-213-6069

価格：$23

https://www.hondag.com


（7）　　 ［ローカル経済］ 2025年（令和 7年）4月 19日（土）

Dessert Stomach 別腹
　　　　　 食事が終わってお腹がいっぱいになっても、デザートは「別腹」で問題なく

食べられると日本人の友人たちは（主に女性？）言います。日本語の別腹は、
英語（米語）ではDessert Stomach です。つまりデザート用の胃袋が別にある
というのです。これは昔からの表現ですが、最近の研究の結果を受けて、アメ

リカのニュースがこの言葉に新たな命を与えています。
　ドイツのケルンにあるマックス・プランク研究所の最近の報告によると、 人間は動物として、満腹に
なっても糖分（デザート）を   生理的に求めるものだそうです。つまり、糖分によるエネルギーを貯め
ることが進化の過程で身につけた生命維持の本能だと言うわけです。
　科学的には、満腹を感知する脳の神経細胞が同時に糖を欲しがる役目を果たすとのこと。マウスを使
ってこれを研究したのち、人間のボランティアによる実証試験でこれが立証されたそうです。これは
Dessert Stomachという言い訳（？）に生物学的な正当化（Justifi cation）を与えます。　
　もっとも、この研究の結果、別腹を抑える脳の薬が開発される可能性が出てきました。それができれば、
どんな甘党（Sweet Toothを持つ人と言います）でも、食事の後デザートが欲しくなくなるかも・・・？

（旦　英夫　ニューヨーク州弁護士）

 【292】

　

本
紙
に
連
載
中
の
コ
ラ
ム
「
米
語W

atch

」
の
単
行
本
第
２
弾

『
ア
メ
リ
カ
を
読
み
解
く
キ
ー
ワ
ー
ド
１
３
１
』（
旦
英
夫
著
）
が

好
評
発
売
中
。「
文
化
・
生
活
」「
社
会
」「
経
済
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
技
術
」

「
政
治
・
法
律
」
の
4
分
野
か
ら
旬
の
言
葉
を
紹
介
。
米
国
紀
伊

國
屋
書
店
Ｎ
Ｙ
本
店
で
発
売
中
。
本
体
価
格
19
ド
ル
99
セ
ン
ト
。 

会
社
の
パ
ー
パ
ス
経
営
と
行
動
へ
の
導
き
（
そ
の
２
）

クイックUSA

200

ら
心
地
よ
い
言
葉
が
、
果
た
し

て
正
し
い
行
動
の
選
択
を
導
い

て
く
れ
る
も
の
に
な
っ
て
い
る

の
で
し
ょ
う
か
。

　

ウ
ォ
ル
マ
ー
ト
を
抜
い
て
ア

メ
リ
カ
最
大
の
小
売
企
業
に
返

り
咲
い
た
ア
マ
ゾ
ン
に
は
、
リ

ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
・
プ
リ
ン
シ
プ

ル
と
呼
ば
れ
て
い
る
一
連
の
モ

ッ
ト
ー
の
中
に
、
と
り
わ
け
有

名
な
次
の
よ
う
な
一
節
が
あ

り
ま
す
。” Have Backbone, 

Disagree and Commit” 

（
気

概
を
持
て
、
異
議
を
唱
え
、
コ

ミ
ッ
ト
せ
よ
）
そ
う
、
こ
の
モ

ッ
ト
ー
に
は
抽
象
的
な
概
念
は

感
じ
ら
れ
ず
、
行
動
に
移
す
こ

と
を
促
し
て
く
れ
て
い
ま
す
。

例
え
ば
、
新
製
品
開
発
工
程
の

中
で
、
上
司
は
製
品
機
能
だ
け

で
新
製
品
を
開
発
し
よ
う
と
し

て
い
る
と
し
ま
す
。
と
こ
ろ
が

代
わ
り
映
え
の
な
い
似
た
よ
う

な
機
能
が
い
く
つ
も
引
っ
付
い

て
い
る
よ
り
は
、
流
麗
な
デ
ザ

イ
ン
性
で
選
ぶ
べ
き
だ
と
自
分

は
考
え
て
い
る
と
し
た
ら
、
ど

う
で
し
ょ
う
か
。
一
番
目
の
選

択
肢
と
し
て
、「
自
分
の
意
見

を
述
べ
、
上
司
を
説
得
し
よ
う

と
試
み
る
」
の
か
、
２
番
目
の

選
択
肢
と
し
て
「
い
や
、
上
司

と
の
人
間
関
係
や
評
価
を
悪
く

し
た
く
な
い
の
で
、
自
分
は
黙

っ
て
い
て
上
司
の
選
択
を
尊
重

す
る
」
の
か
。
ア
マ
ゾ
ン
の
プ

リ
ン
シ
プ
ル
に
従
え
ば
、
自
ず

と
最
初
の
選
択
肢
を
選
ぶ
方
に

決
ま
っ
て
ま
い
り
ま
す
。

　

職
場
の
日
常
で
、
こ
の
よ
う

な
二
者
択
一
の
場
面
に
遭
遇
し

た
時
に
、
明
確
な
方
向
性
を
与

え
て
く
れ
る
こ
と
に
よ
っ
て
、

会
社
が
持
つ
パ
ー
パ
ス
経
営
に

お
い
て
正
し
い
選
択
肢
が
導
き

出
せ
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。
そ

れ
を
誠
実
や
尊
重
と
い
っ
た
概

念
的
な
言
葉
か
ら
で
は
そ
う
は

い
か
な
か
っ
た
で
は
な
か
ろ
う

か
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。

抽
象
的
な
概
念
を
い
く
ら
ち
り

ば
め
て
み
て
も
、
あ
る
べ
き
行

動
に
は
な
か
な
か
結
び
付
か
な

い
と
い
う
こ
と
が
お
分
か
り
い

た
だ
け
か
と
存
じ
ま
す
。
皆
さ

ん
の
会
社
の
モ
ッ
ト
ー
や
パ
ー

パ
ス
が
お
題
目
や
念
仏
を
唱
え

る
よ
う
に
な
っ
て
い
な
い
か
ど

う
か
、
今
一
度
検
証
し
て
み
て

い
た
だ
く
こ
と
を
お
薦
め
い
た

し
ま
す
。
そ
れ
ら
か
ら
正
し
い

行
動
が
促
せ
ら
れ
て
い
る
の

か
、
そ
し
て
会
社
で
働
く
従
業

員
の
誰
し
も
が
難
し
い
局
面
で

あ
っ
て
も
望
ま
し
い
行
動
の
選

択
が
取
れ
る
の
か
ど
う
か
、
そ

こ
が
ま
さ
に
肝
心
要（
か
な
め
）

の
拠
り
所
と
な
る
の
で
は
な
い

か
と
思
い
ま
す
。

 

酒
井 

謙
吉　

Pacifi c Dreams, Inc. CEO
www.919usa.com

　

よ
く
好
ん
で
使
わ
れ
て
い
る

言
葉
の
中
に
は
「
誠
実
、
信

頼
、
共
生
、
協
調
」
な
ど
が
見

か
け
ら
れ
ま
す
。
特
に
日
本
企

業
の
中
で
は
好
感
が
持
た
れ
て

い
る
よ
う
な
の
で
す
が
、
ア
メ

リ
カ
企
業
で
は
共
生
や
協
調
の

代
わ
り
に
「
尊
重
」
や
「
透
明

性
」
と
い
う
の
が
最
近
で
は
幅

を
利
か
せ
て
い
る
よ
う
に
感
じ

ら
れ
ま
す
。い
ず
れ
に
し
て
も
、

み
な
響
き
の
良
い
抽
象
的
概
念

で
、
誤
っ
て
真
逆
の
解
釈
を
す

る
よ
う
な
こ
と
は
ま
ず
あ
り
ま

せ
ん
。
で
す
が
、
会
社
の
パ
ー

パ
ス
経
営
を
追
求
し
て
い
く
中

で
は
、
と
き
に
行
動
の
選
択
が

一
筋
縄
で
は
い
か
な
い
場
合
が

現
実
的
に
出
て
ま
い
り
ま
す
。

二
者
択
一
で
ど
ち
ら
の
行
動
を

取
っ
た
ら
よ
い
の
か
、
難
し
い

局
面
は
ど
な
た
で
も
職
場
で
ご

経
験
が
あ
る
こ
と
で
し
ょ
う
。

そ
ん
な
状
況
下
で
会
社
の
そ
れ

年
金
相
談
室

海外年金相談センター
市川俊治

http://nenkinichikawa.org
質問は

E-Mail:shunjiichikawa@gmail.com

将
来
の
日
本
の
年
金
受
給
へ
の
備
え
（
１
）

　

年
金
は
働
い
て
い
る
現
役
の

方
々
に
と
り
ま
だ
先
の
こ
と
と

捉
え
ら
れ
が
ち
で
す
。
で
も
退

職
後
の
安
定
し
た
生
活
を
保
障

す
る
の
は
何
と
言
っ
て
も
「
年

金
」
で
す
。
老
後
の
マ
ネ
ー
プ

ラ
ン
を
考
え
る
と
き
、
年
金
額

を
把
握
し
て
お
く
こ
と
は
欠
か

せ
ま
せ
ん
。
将
来
の
日
本
の
年

金
の
受
給
手
続
き
の
た
め
に
事

前
に
準
備
し
て
お
く
こ
と
を
説

明
し
ま
す
。

（
１
）
基
礎
年
金
番
号
の
確
認

　

す
べ
て
の
公
的
年
金
制
度
で

共
通
し
て
使
用
す
る
一
人
に
一

つ
の
番
号
を
「
基
礎
年
金
番
号

（
基
番
）」
と
い
い
ま
す
。
ご
自

身
の
年
金
情
報
は
す
べ
て
基
番

で
管
理
さ
れ
て
い
ま
す
。
年
金

の
受
給
以
前
に
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
を
通
じ
て
自
分
の
年
金
情
報

を
確
認
で
き
る
サ
ー
ビ
ス
で
あ

る「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」（
後
述
）

に
加
入
す
る
為
に
は
基
番
が
必

要
で
す
。
そ
の
た
め
に
も
ご
自

身
の
基
番
を
確
認
し
て
お
き
ま

し
ょ
う
。

　

基
番
制
度
は
１
９
９
７
年
１

月
に
ス
タ
ー
ト
し
ま
し
た
。
そ

れ
以
降
に
発
行
さ
れ
た
年
金
手

帳
（
青
色
）
に
は
基
礎
年
金

番
号
が
記
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

２
０
２
２
年
４
月
以
降
は
年
金

手
帳
の
発
行
は
中
止
と
な
り
、

そ
の
代
わ
り
に
「
基
礎
年
金
番

号
通
知
書
」
が
発
行
さ
れ
る
こ

と
と
な
り
ま
し
た
。
年
金
手
帳

を
お
持
ち
で
あ
れ
ば
通
知
書
を

取
得
す
る
必
要
は
あ
り
ま
せ

ん
。
基
番
の
確
認
は
、
帰
国
の

際
、
近
く
の
年
金
事
務
所
に
身

分
証
明
（
パ
ス
ポ
ー
ト
）
を
持

参
し
申
し
出
る
か
、
日
本
在
住

者
に
委
任
状
を
送
り
、
年
金
記

録
の
確
認
要
請
を
行
え
ば
基
礎

年
金
番
号
を
付
け
て
回
答
さ
れ

ま
す
。

（
２
）
年
金
加
入
記
録
の
確
認

　

基
番
を
導
入
す
る
以
前
は
一

人
で
複
数
の
年
金
番
号
を
持
っ

て
い
る
加
入
者
が
多
く
い
た
た

め
、
基
番
導
入
の
際
、
複
数
の

記
録
を
一
本
に
統
合
し
ま
し

た
。
そ
の
際
、
だ
れ
の
も
の
か

不
明
な
宙
に
浮
い
た
記
録
が
当

初
５
０
０
０
万
件
以
上
発
生
し

ま
し
た
。
こ
こ
で
注
意
す
べ
き

は
、
年
金
加
入
記
録
は
「
申
請

主
義
」
で
す
。
申
請
者
が
年
金

に
加
入
し
て
い
た
記
録
を
申
し

出
て
初
め
て
認
め
ら
れ
ま
す
。

そ
の
た
め
に
複
数
の
会
社
に
勤

務
さ
れ
て
い
た
方
や
結
婚
し
て

苗
字
が
変
わ
っ
た
方
な
ど
は
事

前
に
ご
自
身
の
年
金
加
入
記
録

が
正
し
く
記
録
さ
れ
て
い
る
か

ど
う
か
確
認
を
し
て
お
く
こ
と

が
重
要
と
な
り
ま
す
。
勤
務
先

名
、
所
在
地
、
勤
務
期
間
（
国

民
年
金
な
ら
加
入
し
て
い
た
と

き
の
住
所
、
加
入
期
間
）
を
年

金
事
務
所
に
申
し
出
て
記
録
の

確
認
を
し
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

そ
の
結
果
、
年
金
事
務
所
の
窓

口
の
端
末
に
記
録
が
無
い
場

合
、
日
本
年
金
機
構
へ
の
「
年

金
記
録
照
会
」（
機
管
の
古
い

台
帳
調
査
）
を
要
請
し
て
下
さ

い
。
79
年
か
ら
89
年
に
か
け
て

紙
の
記
録
を
電
子
デ
ー
タ
に
す

る
際
、
名
前
等
の
入
力
ミ
ス
が

あ
っ
た
か
ら
で
す
。

（
３
）
日
本
の
連
絡
先
を
届
け

て
お
く

　

年
金
受
給
者
を
除
い
て
年
金

事
務
所
に
米
国
の
住
所
を
届
け

て
お
く
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

日
本
年
金
機
構
か
ら
「
ね
ん
き

ん
定
期
便
」
や
重
要
な
通
知
が

届
く
よ
う
に
す
る
た
め
に
は
実

家
、
親
戚
等
の
住
所
を
連
絡
先

と
し
て
年
金
事
務
所
に
届
け
て

お
く
こ
と
が
必
要
で
す
。
一
時

帰
国
さ
れ
た
時
訪
問
す
る
か
、

日
本
の
身
内
の
方
に
委
任
状
を

渡
し
そ
の
変
更
手
続
き
を
す
る

こ
と
も
出
来
ま
す
。

　
「
ね
ん
き
ん
定
期
便
」
は
加

入
記
録
を
基
に
現
時
点
で
の
見

込
み
額
を
知
る
こ
と
が
出
来
ま

す
。
原
則
、
毎
年
の
誕
生
月
に

自
宅
に
郵
送
さ
れ
ま
す
。

（
４
）「
ね
ん
き
ん
ネ
ッ
ト
」
の

活
用
。

　

イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
は
日

本
年
金
機
構
（http://www.

nenkin.go.jp/

）
の
「
ね
ん
き

ん
ネ
ッ
ト
」
で
「
ね
ん
き
ん
定

期
便
」
の
内
容
を
詳
し
く
見
ら

れ
ま
す
。
具
体
的
に
は
（
イ
）

年
金
記
録
の
確
認
（
ロ
）
将
来

の
年
金
見
込
み
額
の
確
認（
ハ
）

年
金
定
期
便
の
閲
覧
（
ニ
）
日

本
年
金
機
構
か
ら
郵
送
さ
れ
た

各
種
通
知
書
の
確
認
が
可
能
で

す
。
利
用
の
た
め
に
は
、
基
礎

年
金
番
号
等
が
必
要
で
す
。

◆
米
国
の
場
合

　

Social Security 
Administration

（
社
会
保
障

庁
）
の
サ
イ
ト
（www.ssa.

org 

）
の
中
の
「My Social 

Security

」
で
自
分
の
口
座
を

開
設
す
る
と
、
以
前
レ
タ
ー
で

送
ら
れ
て
き
た
積
立
の
記
録
や

受
給
金
額
の
予
測
な
ど
が
オ
ン

ラ
イ
ン
で
確
認
出
来
ま
す
。

（
５
）
日
本
の
銀
行
口
座
の
開

設
・
保
持

　

日
本
の
年
金
受
給
者
の
方

が
、
年
金
の
振
込
先
に
米
国

の
銀
行
口
座
を
指
定
し
た
場

合
、
振
込
ま
れ
る
都
度
、
銀

行
で
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
チ
ャ
ー

ジ
（Handling Charge

：
取

扱
手
数
料
）
と
し
て
20
ド
ル
前

後
を
天
引
き
さ
れ
ま
す
。
日
本

の
年
金
は
偶
数
月
に
年
６
回
振

り
込
ま
れ
ま
す
の
で
、
年
間
20

ド
ル
×
６
回
＝
１
２
０
ド
ル
の

出
費
と
な
り
ま
す
。
更
に
65
歳

以
降
は
老
齢
厚
生
年
金
と
老
齢

基
礎
年
金
の
２
本
立
て
と
な
り

別
個
に
振
り
込
ま
れ
ま
す
の
で

１
２
０
ド
ル
の
負
担
は
倍
の

２
４
０
ド
ル
と
な
り
ま
す
。
ご

夫
妻
で
受
給
し
て
い
る
ご
家
庭

は
４
８
０
ド
ル
の
負
担
と
な
っ

て
し
ま
い
ま
す
。
ま
た
、
日
本

の
銀
行
と
ア
メ
リ
カ
の
銀
行
で

直
接
送
金
で
き
な
い
場
合
（
コ

ル
レ
ス
関
係
が
な
い
場
合
）、

中
継
銀
行
を
通
す
こ
と
に
な
る

の
で
さ
ら
に
中
継
銀
行
手
数
料

が
か
か
る
こ
と
に
な
り
ま
す
。

そ
こ
で
日
本
の
年
金
を
日
本
の

銀
行
口
座
に
振
り
込
む
こ
と
に

よ
り
ハ
ン
ド
リ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ

を
避
け
、
年
金
額
の
目
減
を
回

避
す
る
こ
と
が
可
能
で
す
。
ま

た
日
本
に
一
時
帰
国
す
る
と
き

の
滞
在
費
な
ど
に
充
て
た
い
、

円
安
対
策
等
の
事
情
か
ら
日
本

の
年
金
を
日
本
の
銀
行
口
座
で

受
け
取
り
た
い
と
希
望
さ
れ
る

方
も
い
ら
っ
し
ゃ
い
ま
す
。
一

方
、
米
国
内
の
銀
行
で
ハ
ン
ド

リ
ン
グ
チ
ャ
ー
ジ
を
取
ら
な
い

銀
行
口
座
も
あ
り
ま
す
。

　
　
　
　
　
　
　
　
（
つ
づ
く
）
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大
愚
元
勝
（
た
い
ぐ
・
げ
ん

し
ょ
う
）
に
よ
る
「
ワ
ー
ル
ド

ツ
ア
ー
２
０
２
５
春
」
が
５
月

10
日
の
ロ
ン
ド
ン
を
皮
切
り
に

開
催
さ
れ
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で

は
５
月
17
日
（
土
）
午
前
11
時

か
ら
午
後
４
時
15
分
ま
で
、
ジ

ェ
イ
・
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
（
西

25
丁
目
１
５
９
番
地
２
階
）
に

て
行
わ
れ
る
。

　

大
愚
和
尚
は
佛
心
宗
大
叢
山

福
厳
寺
の
住
職
で
、
僧
侶
、
事

業
家
、
作
家
、
セ
ラ
ピ
ス
ト
、

空
手
家
な
ど
と
し
て
活
動
し
て

い
る
。
ま
た
、
全
国
か
ら
寄
せ

ら
れ
る
悩
み
相
談
に
答
え
る

YouTube

チ
ャ
ン
ネ
ル
「
大

愚
和
尚
の
一
問
一
答
」
で
は

70
万
人
以
上
の
登
録
者
数
が
お

り
、
日
本
の
可
能
性
を
信
じ
、

力
強
く
発
信
し
続
け
る
禅
僧
と

し
て
知
ら
れ
て
い
る
。
仏
教
に

興
味
が
あ
る
人
、
仏
教
を
普
段

の
生
活
に
活
か
し
た
い
と
思
う

人
な
ど
、
誰
で
も
参
加
可
能
。

当
日
は
体
を
動
か
す
ワ
ー
ク
シ

ョ
ッ
プ
が
あ
る
の
で
、
動
き
や

す
い
服
装
で
参
加
す
る
。
講
演

は
日
本
語
・
英
語
。

　

参
加
費
は
１
０
０
ド
ル
。

申
し
込
み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ

サ
イ
トhttps://busshin.

mykajabi.com/offers/
venx8jXF/checkout

を
参
照

す
る
。

大
愚
道
場
Ｎ
Ｙ
で

５
月
17
日
仏
教
を
説
く

　

ミ
キ
ハ
ウ
ス
ブ
ラ
ン
ド
を
展

開
す
る
三
起
商
行
株
式
会
社

（
ミ
キ
ハ
ウ
ス
：
大
阪
府
八
尾

市
、
代
表
：
木
村
皓
一
）
は
、

米
国
市
場
へ
注
力
し
て
お
り
、

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で 

2
店
舗
を

展
開
。
昨
年
10
月
オ
ー
プ
ン
の

新
た
な
旗
艦
店
、
ザ
・
プ
ラ
ザ

ホ
テ
ル
店
は
ブ
ラ
ン
ド
発
信
の

拠
点
と
な
り
、
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ

ー
ジ
と
認
知
度
の
向
上
に
つ
な

げ
て
い
る
。

　

３
月
15
日
に
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

オ
ー
プ
ン
し
た
ク
イ
ー
ン
ズ
区

「
タ
ン
グ
ラ
ム
」
店
舗
も
よ
り

高
付
加
価
値
な
環
境
と
サ
ー
ビ

ス
で
商
品
を
届
け
、
売
上
向
上

を
目
指
す
。
９
日
そ
の
お
披
露

目
が
開
催
さ
れ
た
。
同
店
は
、

２
０
２
３
年
12
月
の
ポ
ッ
プ
ア

ッ
プ
シ
ョ
ッ
プ
展
開
か
ら
ス
タ

ー
ト
。
顧
客
の
ニ
ー
ズ
に
よ
り

良
く
応
え
る
商
品
を
高
付
加
価

値
な
サ
ー
ビ
ス
で
届
け
ら
れ
ら

れ
る
よ
う
ブ
ラ
ン
ド
イ
メ
ー
ジ

の
向
上
を
図
り
、
リ
ニ
ュ
ー
ア

ル
オ
ー
プ
ン
し
た
。
豊
富
な
ベ

ビ
ー
ア
イ
テ
ム
の
ラ
イ
ン
ナ
ッ

プ
、
子
供
連
れ
で
ゆ
っ
く
り
買

い
物
を
楽
し
め
る
店
舗
環
境
が

特
徴
だ
。

　

ミ
キ
ハ
ウ
ス
ア
メ
リ
カ
の
竹

田
欣
克
社
長
は「
コ
ロ
ナ
渦
で
、

全
米
5
か
所
の
直
営
店
舗
を
す

べ
て
閉
鎖
し
、
オ
ン
ラ
イ
ン
と

小
売
店
へ
の
卸
販
売
の
み
で
お

客
様
の
ニ
ー
ズ
に
お
応
え
し
て

き
ま
し
た
が
、
皆
様
に
支
え
ら

れ
、
こ
う
し
て
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

に
2
店
舗
を
構
え
る
こ
と
が
で

き
ま
し
た
こ
と
、
心
よ
り
感
謝

申
し
上
げ
ま
す
。
こ
れ
ら
の
直

営
店
舗
で
は
、
当
社
商
品
を
実

際
に
目
で
確
か
め
、
直
に
触
れ

て
感
じ
て
い
た
だ
け
る
だ
け
で

な
く
、
フ
リ
ー
の
ギ
フ
ト
ラ
ッ

ピ
ン
グ
を
は
じ
め
、
最
高
の
カ

ス
タ
マ
ー
サ
ー
ビ
ス
を
お
届
け

し
た
く
、
ス
タ
ッ
フ
一
同
皆
様

の
お
越
し
を
心
待
ち
に
し
て
お

り
ま
す
」
と
話
し
て
い
る
。

ミキハウス
ＮＹで２店舗展開に注力
新装タングラム店を披露

47

　

３
月
の
国
際
女
性
デ
ー
に
合

わ
せ
て
、ICA JAPAN

（
Ｉ
Ｃ

Ａ
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
文
化

交
流
協
会
）
の
鈴
木
澄
子
理
事

長
と
、
ウ
ク
ラ
イ
ナ
の
女
性
代

表
団
（Svitlana Salamatova

代
表
）
が
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
に
来

訪
し
、
両
国
間
を
繋
ぐ
女
性
自

立
支
援
へ
の
感
謝
報
告
会
が
初

開
催
さ
れ
た
。
会
合
で
は
ウ
ク

ラ
イ
ナ
現
地
の
厳
し
い
状
況
が

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
初
交
流

ウ
ク
ラ
イ
ナ
女
性
団
が
日
本
の
女
性
た
ち
に
感
謝

涙
な
が
ら
に
語
ら
れ
、
戦
争
の

困
難
を
乗
り
越
え
よ
う
と
す
る

女
性
た
ち
の
強
い
意
志
が
共
有

さ
れ
た
。

■
ウ
ク
ラ
イ
ナ
女
性
代
表
団
か

ら
感
謝
の
声

　

Salamatova

理
事
長
か
ら

深
い
感
謝
の
言
葉
が
日
本
の
女

性
代
表
団
に
贈
ら
れ
、
日
本
の

貢
献
が
現
地
に
届
い
て
い
る
こ

と
を
実
感
す
る
瞬
間
と
な
っ

た
。 

特
に
ロ
シ
ア
出
身
の
有

識
女
性
た
ち
も
ウ
ク
ラ
イ
ナ
女

性
代
表
団
に
参
加
し
、
国
の
戦

争
対
立
を
超
え
て
、
女
性
達
の

間
で
自
立
支
援
の
輪
を
広
げ
て

い
る
こ
と
を
発
表
。
草
の
根
レ

ベ
ル
で
の
温
か
い
支
援
が
、
国

を
こ
え
て
続
い
て
い
る
こ
と
に

集
っ
た
一
同
が
感
動
し
今
後
も

続
け
て
い
く
意
思
を
確
認
し

た
。

■ICA JAPAN

の
貢
献

　
ICA JAPAN

は
国
連
本
部

の
国
際
女
性
デ
ー
公
式
イ
ベ

ン
ト
（
３
月
）
に
初
参
加
し

た
。
世
界
35
か
国
に
ネ
ッ
ト
ワ

ー
ク
を
持
つICA
イ
ン
タ
ー

ナ
シ
ョ
ナ
ル(
本
部
モ
ン
ト
リ

オ
ー
ル) 

の
正
式
認
可
団
体
・

日
本
支
部
と
し
て
活
動
し
て
い

る
。
国
連
経
済
社
会
理
事
会

（ECOSOC

）
の
協
議
資
格
も

有
し
て
お
り
、
国
際
Ｎ
Ｇ
Ｏ
と

し
て
文
化
交
流
や
自
立
支
援
を

推
進
。
１
９
８
０
年
の
設
立
以

来
、
途
上
国
の
貧
困
削
減
、
自

然
環
境
保
護
、
女
性
と
子
ど
も

の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
支
援
、
現

地
の
人
々
が
主
体
と
な
る
持
続

可
能
な
社
会
づ
く
り
に
取
り
組

ん
で
い
る
。

■
鈴
木
澄
子
理
事
長
の
コ
メ
ン

ト
　
「
第
69
回
国
連
女
性
の
地
位

委
員
会
で
ウ
ク
ラ
イ
ナ
女
性
代

表
と
交
流
を
深
め
、
日
本
の
女

性
が
果
た
す
べ
き
役
割
を
実
感

し
ま
し
た
。
女
性
特
有
の
対
話

と
共
感
の
力
で
平
和
を
目
指
す

重
要
性
と
、
日
本
の
文
化
や
価

値
観
を
活
か
し
、
多
様
性
を
尊

重
し
た
持
続
可
能
な
活
動
を
行

い
、
女
性
の
連
携
で
新
た
な
未

来
を
切
り
開
く
行
動
を
進
め
て

い
き
ま
す
」
と
未
来
を
見
す
え

て
力
強
く
述
べ
た
。

■
古
市
裕
子

サ
ス
テ
ナ
ビ
リ
テ
ィ (SDGs)

企
業
経
営
ア
ド
バ
イ
ザ
ー(

財

務
会
計)

。
海
外
進
出
支
援
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
・
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン

グ
・
ビ
ジ
ネ
ス
・
ア
ク
シ
ョ
ン

社
代
表
。
国
連
サ
ス
テ
ナ
ビ
リ

テ
ィ
研
究
員
。
ジ
ェ
ト
ロ
17
年

勤
務
。
東
京
在
外
ジ
ャ
ー
ナ
リ

ス
ト
協
会
。
著
書
『
欧
米
企
業

に
学
ぶ
・SDGs

転
換
ピ
ボ
ッ

ト
戦
略
の
現
在
：
サ
ス
テ
ナ
ブ

ル
×
次
世
代
×
企
業
価
値
』(

新
潮
社)

。『The Purpose: 

何
の
た
め
に
存
在
し
ど
ん
な

価
値
を
提
供
す
る
の
か
』（
リ

ス
ナ
ー
ズ
出
版
）

mailto:hisamatsu@nyseikatsu.com
https://neuroacuny.com/
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東欧諸国からの入植の街

リッジウッド
　

ロ
ン
グ
ア
イ
ラ
ン
ド
の
ポ
ー

ト
ワ
シ
ン
ト
ン
に
あ
る
図
書

館
（At Lapham M

eeting 
Room, Port W

ashington 
Public Library

：1 Library 
Drive

）
に
て
、
27
日
（
日
）

午
後
２
時
か
ら
４
時
30
分
ま

で
、
初
の
試
み
と
な
る
ジ
ャ
パ

ニ
ー
ズ
・
ス
プ
リ
ン
グ
・
フ
ェ

ス
テ
ィ
バ
ル
が
開
催
さ
れ
る
。　

　

当
日
は
、
書
道
、
ク
ラ
フ
ト
、

浴
衣
体
験
＆
フ
ォ
ト
ブ
ー
ス
、

抹
茶
の
試
飲
、
フ
ェ
イ
ス
ペ
イ

ン
テ
ィ
ン
グ
、
太
鼓
や
ダ
ン
ス

の
ほ
か
、
地
元
の
日
本
食
料
品

店
ト
ミ
ナ
ガ
商
店
か
ら
寿
司
の

デ
モ
ン
ス
ト
レ
ー
シ
ョ
ン
と
試

食
が
実
施
さ
れ
る
。
ま
た
、
会

場
で
は
刀
と
剣
道
の
パ
フ
ォ
ー

マ
ン
ス
が
予
定
さ
れ
て
い
る
。

予
約
不
要
。
誰
で
も
無
料
で
参

加
可
能
。

　

問
い
合
わ
せ
は
電
話

５
１
６
・
８
８
３
・
４
４
０
０

ま
で
。
詳
細
はhttps://

portw
ashington.

librarycalendar.com/
index.php/event/
esol-japanese-spring-
festival-2025-81687

　

ク
イ
ー
ン
ズ
区
リ
ッ
ジ
ウ
ッ

ド
は
、
17
世
紀
頃
イ
ギ
リ
ス
人

が
入
植
し
た
街
。
一
方
で
、
隣

街
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
区
ブ
ッ
シ
ュ

ウ
ィ
ッ
ク
に
は
オ
ラ
ン
ダ
人
が

入
植
。
過
去
に
は
、
ク
イ
ー
ン

ズ
と
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
の
境
界
線

を
巡
っ
て
論
争
し
た
事
も
あ
る

そ
う
で
す
。

　

１
９
２
０
年
頃
、
労
働
者
階

級
の
ド
イ
ツ
系
や
東
ヨ
ー
ロ
ッ

No.3 ポ
ー
ト
ワ
シ
ン
ト
ン
で

27
日
に
日
本
の
春
祭
り

パ
系
が
増
加
。
20
世
紀
中
期
以

降
に
は
中
南
米
か
ら
の
人
口
も

増
え
、
街
の
多
様
化
が
進
み
ま

し
た
。
２
０
１
０
年
の
国
勢
調

査
に
よ
る
と
、
人
口
の
49
・
０

％
が
ヒ
ス
パ
ニ
ッ
ク
・
ラ
テ
ン

系
、
次
い
で
39
・
8
％
が
白
人

と
な
っ
て
い
ま
す
。

　

街
に
は
、
労
働
者
向
け
の
高

品
質
な
住
宅
と
し
て
設
計
さ
れ

た
黄
色
い
レ
ン
ガ
造
り
の
居
住

建
築
が
至
る
所
に
あ
り
、
建
設

当
時
の
魅
力
が
そ
の
ま
ま
残
っ

て
い
る
そ
う
で
す
。
ま
た
、
荘

厳
な
聖
マ
テ
ィ
ア
ス
・ 

ロ
ー
マ

カ
ト
リ
ッ
ク
教
会
や
オ
ラ
ン
ダ

移
民
が
１
７
０
９
年
に
建
て
た

農
家
ヴ
ァ
ン
ダ
ー
・
エ
ン
デ ‒ 

オ
ン
ダ
ー
ド
ン
ク
・
ハ
ウ
ス（
現

在
は
博
物
館
）
な
ど
の
数
々
の

国
家
歴
史
登
録
財
、
Ｎ
Ｙ
市
ラ

ン
ド
マ
ー
ク
、
歴
史
地
区
が
、

そ
し
て
宗
教
施
設
も
多
く
あ
り

ま
す
。

ア
ー
ス
デ
ー
１
日
限
定

54
か
所
が
歩
行
者
天
国

　

プ
ロ
フ
ィ
ー
ル　

兵
庫
県
明

石
市
出
身
、
ウ
エ
ス
ト
チ
ェ
ス

タ
ー
在
住
。
週
末
、
街
歩
き
グ

ル
ー
プ
と
共
に
、
未
知
な
る
Ｎ

Ｙ
市
内
を
元
気
に
探
索
中
。
ブ

ロ
グ
「
見
タ
イ
知
り
タ
イ
！
行

っ
た
気
に
な
る
歴
史
と
散
策
」

を
主
宰　

https://kkykm-m.
com/

　

Ｎ
Ｙ
市
運
輸
局
（
Ｄ
Ｏ
Ｔ
）

は
、
地
球
の
環
境
保
護
を
認
識

す
る
ア
ー
ス
デ
イ
の
今
月
26
日

（
土
）
午
前
10
時
か
ら
午
後
４

時
ま
で
、
54
か
所
の
道
路
と
広

場
を
車
両
通
行
禁
止
に
し
、
１

日
限
定
の
イ
ベ
ン
ト
「
オ
ー
プ

ン
・
ス
ト
リ
ー
ト
：
カ
ー
フ
リ

ー
・
ア
ー
ス
デ
イ
」
を
開
催
す

る
。
サ
ス
テ
ナ
ブ
ル
な
交
通
手

段
や
気
候
変
動
、
環
境
主
義
に

関
す
る
教
育
や
活
動
を
促
す
こ

と
を
目
的
に
２
０
１
６
年
に
始

ま
り
、
歩
行
者
天
国
を
利
用
し

て
や
パ
ブ
リ
ッ
ク
ア
ー
ト
展
示

や
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
が

行
わ
れ
る
。

　

イ
ダ
ニ
ス
・
ロ
ド
リ
ゲ
ス
同

局
長
は
声
明
で
「
ニ
ュ
ー
ヨ
ー

カ
ー
が
世
界
で
も
有
数
の
街
並

み
を
満
喫
で
き
る
１
日
と
な

る
。地
球
は
ひ
と
つ
し
か
な
い
。

ア
ー
ス
デ
イ
の
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ

ィ
を
通
し
て
、
二
酸
化
炭
素
排

出
量
の
軽
減
と
環
境
を
大
切
に

す
る
た
め
に
で
き
る
こ
と
を
忘

れ
な
い
で
ほ
し
い
」
と
伝
え
て

い
る
。
場
所
な
ど
の
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://www.

nyc.gov/html/dot/html/
pedestrians/earthday.
shtml

を
参
照
す
る
。
ま
た
自

転
車
シ
ェ
ア
の
シ
テ
ィ
バ
イ
ク

は
ア
ー
ス
デ
イ
限
定
で
、
30
分

間
乗
り
放
題
サ
ー
ビ
ス
を
提
供

す
る
。
利
用
方
法
は
シ
テ
ィ
バ

イ
ク
の
ア
プ
リ
の
デ
イ
パ
ス

（
１
日
利
用
）
の
タ
ブ
に
特
別

コ
ー
ドCARFREENYC25

を

入
力
す
る
。

　

加
え
て
、
パ
ブ
・
レ
ス
ト
ラ

ン
の
ゴ
ッ
チ
ェ
ー
ア
・
ホ
ー

ル
・
タ
バ
ー
ン
の
よ
う
に
オ
ー

ル
ド
・
カ
ン
ト
リ
ー
を
彷
彿
さ

せ
る
場
所
も
あ
り
ま
す
。
こ
こ

は
、
第
二
次
世
界
大
戦
中
、
故

郷
を
追
わ
れ
た
オ
ー
ス
ト
リ
ア

＝
ハ
ン
ガ
リ
ー
帝
国
領
ゴ
ッ
チ

ェ
ー
地
方
に
住
ん
で
い
た
ゴ
ッ

チ
ェ
ー
ア
の
人
々
が
、ニ
ュ
ー
・

ワ
ー
ル
ド
の
米
国
で
集
い
助
け

合
い
憩
う
場
所
だ
っ
た
そ
う
で

す
。
今
も
イ
ベ
ン
ト
も
催
さ
れ

人
々
が
集
り
ま
す
。

　

リ
ッ
ジ
ウ
ッ
ド
は
、
雑
誌
タ

イ
ム
ア
ウ
ト
２
０
２
２
年
版

で
、
世
界
で
4
番
目
に
ク
ー
ル

な
街
と
し
て
選
出
さ
れ
、
若
手

プ
ロ
フ
ェ
ッ
シ
ョ
ナ
ル
や
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
達
が
増
加
中
。
ち
な

み
に
同
年
、
東
京
の
下
北
沢
は

7
番
目
。
数
々
の
パ
テ
ィ
ス
リ

ー
や
本
屋
を
併
設
し
た
カ
フ
ェ

や
レ
ス
ト
ラ
ン
も
魅
力
で
す
。

特
徴
あ
る
黄
色
い
レ
ン
ガ
造
り

の
住
宅
が
立
ち
並
ぶ
リ
ッ
ジ
ウ

ッ
ド
は
、
落
ち
着
き
が
あ
り
、

ど
こ
か
懐
か
し
さ
も
感
じ
る
素

敵
な
街
で
す
。

　
　
　
　
　

◇

屋外図書館がスタート
ブライアントパーク

　

毎
年
恒
例
の
屋
外
イ
ベ
ン
ト
「
リ

ー
デ
ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
」
が
、
夏
の

間
、
ミ
ッ
ド
タ
ウ
ン
の
ブ
ラ
イ
ア
ン

ト
パ
ー
ク
に
帰
っ
て
き
た
。
リ
ー
デ

ィ
ン
グ
・
ル
ー
ム
で
は
、
本
や
雑
誌
、

新
聞
が
屋
外
の
ラ
ッ
ク
に
並
べ
ら
れ

て
お
り
、
無
料
で
読
む
こ
と
が
で
き

る
。
ま
た
、
著
者
に
よ
る
プ
レ
ゼ
ン

テ
ー
シ
ョ
ン
や
、「
コ
ー
ヒ
ー
＆
ク

ロ
ス
ワ
ー
ド 

」
の
よ
う
な
特
別
イ

ベ
ン
ト
も
随
時
開
催
さ
れ
て
い
る
。

　

こ
の
コ
ン
セ
プ
ト
は
、
大
恐
慌

時
代
の
１
９
３
５
年
に
始
ま
っ

た
「
野
外
図
書
館
」
を
モ
デ
ル
に
、

２
０
０
３
年
に
ブ
ラ
イ
ア
ン
ト
・
パ

ー
ク
に
初
め
て
導
入
さ
れ
た
。

　

夏
場
の
公
園
内
に
は
、
ボ
ー
ド
ゲ

ー
ム
と
卓
球
台
も
あ
り
、
野
外
読
書

室
は
公
園
の
42
丁
目
側
に
あ
る
。

木
漏
れ
日
の
下
で

読
書
を
楽
し
む

http://www.jwsny.org
https://japaneseschool.org
https://hanamarumart.us/
https://www.ariyoshinyc.com/
https://kkykm-m.com/
https://portwashington.librarycalendar.com/index.php/event/esol-japanese-spring-festival-2025-81687
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２
年
ほ
ど
前
、
企
業
向
け
に

デ
ジ
タ
ル
マ
ー
ケ
テ
ィ
ン
グ
支

援
を
行
う
会
社
が
、
学
生
を
対

象
に
「
夏
休
み
の
宿
題
に
お
け

る
生
成
Ａ
Ｉ
の
利
用
実
態
調

査
」
を
実
施
し
た
。
そ
の
結

果
、
学
生
の
３
人
に
１
人
（
34

％
）
が
夏
休
み
の
宿
題
に
Ａ
Ｉ

を
活
用
し
た
こ
と
が
明
ら
か
と

な
っ
た
。
そ
ん
な
便
利
な
ツ
ー

ル
が
な
い
時
代
に
学
生
を
し
て

い
た
者
と
し
て
は
羨
ま
し
い
限

り
だ
。
た
だ
し
、
い
ま
は
Ａ
Ｉ

チ
ェ
ッ
カ
ー
（
Ａ
Ｉ
が
生
成
し

た
文
章
を
検
出
す
る
ツ
ー
ル
）

も
あ
る
の
で
、
あ
る
程
度
は
ち

ゃ
ん
と
書
か
な
い
と
い
け
な
い

よ
う
だ
が
。　

　

Ａ
Ｉ
が
作
る
文
章
に
は
次
の

よ
う
な
特
徴
が
あ
る
と
い
う
。

①
一
般
的
な
内
容
、
②
感
情
表

現
が
乏
し
く
客
観
的
、
③
事
実

の
裏
付
け
が
不
十
分
、
④
独
自

性
や
文
脈
の
柔
軟
性
が
低
い
、

な
ど
。
そ
れ
ら
の
文
章
は
文
法

的
に
は
正
確
で
構
成
も
し
っ
か

り
し
て
い
る
た
め
、
読
み
や
す

い
と
感
じ
る
と
同
時
に
、
一
般

的
な
内
容
に
と
ど
ま
り
、
特
定

の
視
点
や
深
い
考
察
に
欠
け
て

い
る
こ
と
が
多
い
。
ま
た
、
感

情
を
込
め
た
表
現
や
独
自
の
ア

イ
デ
ア
が
不
足
し
て
お
り
、
事

務
的
で
無
機
質
な
印
象
を
与
え

る
傾
向
が
あ
る
。
な
の
で
、
感

情
が
な
い
Ａ
Ｉ
に
は
短
時
間
で

文
章
を
作
っ
た
り
ま
と
め
た
り

す
る
能
力
は
あ
っ
て
も
、
強
い

共
感
や
感
動
を
呼
び
起
こ
す
よ

う
な
「
人
間
が
書
い
た
文
章
」

に
は
ま
だ
及
ば
な
い
と
い
え
る

だ
ろ
う
。「
思
考
や
感
情
の
あ

る
Ａ
Ｉ
」が
登
場
す
る
ま
で
は
。

　

本
書
の
タ
イ
ト
ル
か
ら
は
、

「
人
間
が
『
文
章
』
を
書
く
」

こ
と
が
次
々
と
Ａ
Ｉ
に
取
っ
て

代
わ
ら
れ
る
未
来
へ
の
危
機
感

が
感
じ
取
れ
る
が
、
自
ら
の
考

え
を
表
し
、
読
ん
だ
人
の
心
を

動
か
す
よ
う
な
文
章
を
書
く
こ

と
の
意
義
を
探
究
し
た
内
容
が

綴
ら
れ
て
い
る
。
２
０
０
０
年

台
に
次
々
に
登
場
し
た
ツ
イ
ッ

タ
ー
（
現
Ｘ
）
や
Ｌ
Ｉ
Ｎ
Ｅ
か

ら
、
Ｓ
Ｎ
Ｓ
独
自
の
言
葉
が
生

ま
れ
、
既
存
の
言
葉
の
意
味
が

変
化
し
た
。
言
葉
の
厚
み
が
消

え
た
と
感
じ
る
部
分
も
あ
る

が
、
そ
れ
で
も
私
た
ち
は
意
思

疎
通
の
た
め
に
多
く
の
こ
と
を

言
葉
で
伝
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
。
本
書
で
は
曖
昧
な
言
葉
を

文
に
す
る
と
は
ど
う
い
う
こ
と

な
の
か
、
そ
の
文
を
文
章
に
組

み
立
て
る
と
は
ど
う
い
う
作
業

な
の
か
に
つ
い
て
、
テ
ク
ニ
ッ

ク
も
交
え
て
解
説
し
て
い
る
。

自
分
の
考
え
た
こ
と
・
言
い
た

い
こ
と
を
言
語
化
す
る
作
業
で

あ
る
。

　

文
中
で
は
究
極
の
文
章
を
書

く
た
め
に
、
３
つ
の
ル
ー
ル
を

挙
げ
て
い
る
。
①
自
分
に
し
か

書
け
な
い
こ
と
を
誰
に
で
も
わ

か
る
文
章
で
書
く
。
②
１
文
は

短
く
、
自
信
を
持
っ
て
書
く
。

③
無
駄
な
言
葉
は
す
べ
て
削

る
。
そ
し
て
、
そ
れ
を
踏
ま
え

た
う
え
で
、
４
Ｗ
１
Ｄ
＋
５
Ｗ

１
Ｈ
で
文
章
を
補
完
す
る
、
接

続
助
詞
の
使
い
方
、
文
章
の
構

造
を
理
解
し
て
読
み
手
と
の
齟

齬
を
い
か
に
な
く
す
か
等
を
プ

ラ
ス
し
て
シ
ン
プ
ル
な
文
章
を

目
指
し
、
必
要
な
言
葉
を
残
す

意
識
の
重
要
性
を
実
感
で
き
る

内
容
に
な
っ
て
い
る
。

　

著
者
の
前
田
氏
は
早
稲
田
大

学
卒
業
、朝
日
新
聞
に
入
社
し
、

大
阪
本
社
校
閲
マ
ネ
ジ
ャ
ー
や

東
京
本
社
校
閲
セ
ン
タ
ー
長
な

ど
を
歴
任
。
国
語
問
題
、
漢
字

に
つ
い
て
の
特
集
や
連
載
、
コ

ラ
ム
を
担
当
し
た
。
２
０
１
７

年
に
は
『
マ
ジ
文
章
書
け
な
い

ん
だ
け
ど　

朝
日
新
聞
の
ベ
テ

ラ
ン
記
者
が
教
え
る
一
生
モ
ノ

の
文
章
術
』（
大
和
書
房
）
を

発
表
し
、
就
活
生
が
エ
ン
ト
リ

シ
ー
ト
（
学
生
が
就
職
活
動
で

企
業
に
提
出
す
る
応
募
書
類
）

を
書
け
る
よ
う
に
な
る
、
と
い

う
ス
ト
ー
リ
ー
仕
立
て
の
内
容

で
人
気
と
な
っ
た
。
文
章
は
一

番
Ａ
Ｉ
に
侵
食
さ
れ
る
分
野
か

も
し
れ
な
い
が
、
時
に
は
手
を

取
り
合
っ
て
共
存
し
て
い
け
た

ら
と
思
う
。　
（
高
田
由
起
子
）

 AI 時代に自らの考えを言語化する
前田 安正・著

 ちくまプリマー新書・刊

■ゲーテはすべてを言った（鈴木結生、朝日新聞出版）第
172回芥川賞受賞作。著者は現在23歳。高明なゲーテ学者、
博把統一は、一家団欒のディナーで、彼の知らないゲーテ
の名言と出会う。ティーバッグのタグに書かれたその言葉
を求めて、膨大な原典を読み漁り、長年の研究生活の記憶
を辿る。■室町アンダーワールド（垣根涼介ほか、宝島社）
ベストセラー小説で今年映画化された『室町無頼』。原作
者の垣根涼介と歴史学者たち、『応仁の乱』著者の呉座勇
一、『足軽の誕生　室町時代の光と影』著者の早島大祐な
ど対談を中心に、「日本史ノワールの室町時代」を読み解く。
■ふうふう、ラーメン（あさのあつこ他、河出文庫）作家、
漫画家、ミュージシャンなど、30人の有名人による30篇
のラーメンにまつわるアンソロジー。お腹を空かせて一杯、
旅から帰って一杯、学校帰りに一杯、お酒のあとの〆に一
杯、真夜中の禁断の一杯。片岡義男や藤子・F・不二雄の
エッセイも収録。■いつもごきげんで感情の整理がうまい
人 （鹿島しのぶ、だいわ文庫）誰もが経験したことがある
のではないだろうか。感情をうまくコントロールできずに
失敗してしまったことが。感情の整理術は「人と運を引き
寄せる習慣」でもあると語る。トレーニング次第で感情は
コントロールできる。その方法を伝授する。■風待荘へよ
うこそ（近藤史恵、KADOKAWA）夫から突然好きでもな
いから別れてくれと言われ自宅を追い出され、娘も夫と新しい妻と暮らすこ
とになった。1人になってしまった眞夏は家族で暮らした東京を離れ、SNS
での繋がりを頼りに、馴染みのない京都のゲストハウス「風待荘」でオーナー
の芹さんの手伝いをすることになった。芹さんやシェアハウスの人達と共に
過ごし、ゲストハウスで働くことで少しずつ前を向いて歩んでいく。■胃が
合うふたり（新井見枝香・千早茜、新潮文庫）茶をこよなく愛する記録魔の
作家・千早茜。季節を問わずかき氷を食べまくるストリッパーの元書店員・
新井見枝香。2人は気が合う以上に「胃が合う」。ふたりが集えば、とびき
りの美味追求がはじまる。銀座のパフェ、京都の生湯葉かけご飯、神保町の
上海蟹。果てなきおいしさと人生の岐路を描く往復エッセイ。（山河藍）
　　　　　　　　　　　　　　　■書籍・資料協力：紀伊國屋書店NY本店

　

ゲ
ー
テ
は
全
て
を
言
っ
た
の
か
。
日
本
史
ノ
ワ
ー
ル
室
町
時
代
。
著
名
人
30
篇
の
ラ
ー

メ
ン
エ
ッ
セ
イ
。
感
情
整
理
術
で
幸
せ
な
人
生
。
離
婚
後
、
京
都
で
暮
ら
し
て
働
き
癒
さ

れ
る
。
気
が
合
う
胃
が
合
う
作
家
と
踊
り
子
の
往
復
エ
ッ
セ
イ
。

 ■ 即買える新刊を紹介 ■

 ▲クリックすると新刊購入サイトへ！

　

主
人
公
の
少
女
リ
デ
ィ
ア
は

親
元
を
離
れ
て
、
ま
だ
会
っ
た

こ
と
の
な
い
ジ
ム
お
じ
さ
ん
の

元
へ
向
か
い
ま
す
。
花
の
種
が

詰
ま
っ
た
ス
ー
ツ
ケ
ー
ス
を
抱

え
て
や
っ
て
き
た
大
都
会
。
そ

こ
で
リ
デ
ィ
ア
は
花
を
育
て
て

み
ん
な
を
笑
顔
に
し
て
い
き
ま

す
。
ジ
ム
お
じ
さ
ん
は
気
難
し

い
人
で
し
た
が
、
詩
を
書
い
て

あ
げ
た
り
し
て
、
ふ
た
り
の
距

離
は
だ
ん
だ
ん
近
く
な
っ
て
い

き
ま
し
た
。
お
じ
さ
ん
の
元
を

離
れ
る
日
、
少
女
は
屋
上
に
作

っ
た
秘
密
の
花
園
に
お
じ
さ
ん

を
招
待
し
、
別
れ
の
パ
ー
テ
ィ

を
開
き
ま
す
。
お
じ
さ
ん
は
本

当
は
心
の
優
し
い
人
。
少
女
と

の
別
れ
を
惜
し
み
ま
す
。

　

少
女
が
書
い
た
手
紙
の
文
章

が
本
文
に
な
っ
て
い
て
、
色
と

り
ど
り
に
描
か
れ
た
花
や
、
モ

ノ
ク
ロ
の
中
に
少
女
だ
け
色
が

つ
い
て
い
る
挿
し
絵
な
ど
、
心

中
を
表
現
し
た
絵
が
印
象
的
で

ふ
た
り
の
優
し
さ
に
感
情
が
揺

さ
ぶ
ら
れ
る
ス
ト
ー
リ
ー
。
ベ

ス
ト
セ
ラ
ー
『The Library

』

の
作
者
と
イ
ラ
ス
ト
レ
ー
タ

ー
の
チ
ー
ム
に
よ
る
作
品
。

１
９
９
８
年
の
コ
ー
ル
デ
コ
ッ

ト
賞
受
賞
作
。　
　
　
（
高
田
）　

少
女
が
作
っ
た
秘
密
の
花
園

 『The Gardener』
Written by Sarah Stewart　　 

Published by Farrar, Straus and Giroux

https://usa.kinokuniya.com/
http://www.ojfd.com
https://parkavenuemedicalcenter.com/
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白
蛇
は
、
神(

弁
財
天)

の

仕
え
と
し
て
の
存
在
を
私
た
ち

に
知
ら
し
め
る
意
味
で
実
存
の

姿
で
現
れ
た
と
さ
れ
る
。
と
こ

ろ
で
弁
財
天
と
は
、
イ
ン
ド
の

最
も
古
い
聖
典
『
リ
グ
・
ヴ
ェ

ー
タ
』
に
お
い
て
、
聖
な
る
サ

ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
川
の
化
身
で
地

球
上
の
大
河
を
司
り
、
生
き
と

し
生
き
る
も
の
の
生
命
の
根
源

で
あ
る
水
の
神
様
サ
ラ
ス
ヴ
ァ

テ
ィ
の
こ
と
で
、
よ
ど
み
な
く

流
れ
る
水
の
よ
う
に
弁
舌
が
さ

わ
や
か
で
あ
る
と
の
連
想
か
ら

「
妙
音
天
」「
弁
才
天
」「
大
弁

功
徳
天
」な
ど
と
意
訳
さ
れ
る
。

い
わ
ゆ
る
流
れ
る
も
の
全
て

を
に
な
う(

言
葉
・
弁
舌
や
知

識
、
音
楽
な
ど)

女
神
の
こ
と

で
、
日
本
に
は
仏
教
伝
来
時
に

『
金
光
明
最
勝
王
経
』
を
通
じ

て
中
国
か
ら
伝
え
ら
れ
た
。
こ

の
女
神
は
、
神
仏
習
合
思
想
の

本
地
垂
迹(

ほ
ん
じ
す
い
じ
ゃ

く)

に
て
、
日
本
神
話
に
登
場

す
る
宗
像
三
女
神
の
一
柱
で
あ

る
市
杵
島
姫
命
と
同
一
視
さ
れ

る
こ
と
が
多
く
、
さ
ら
に
は
古

く
か
ら
日
本
人
に
「
幸
福
は
海

の
向
こ
う
か
ら
や
っ
て
く
る
」

と
い
う
考
え
が
あ
っ
た
こ
と
に

由
来
す
る
『
七
福
神
』(

七
つ

の
災
難
が
消
え
、
七
つ
の
福
が

生
ま
れ
る
を
意
味
す
る
仏
教
経

典
『
仁
王
教
』
の
中
の
「
七
難

即
滅
、
七
福
即
生
」
と
い
う
言

葉
が
元
に
な
っ
た
と
い
う)

の

一
尊
と
し
て
宝
船
に
も
乗
っ
て

い
る
。

　

イ
ン
ド
の
ヒ
ン
ド
ゥ
ー
教
に

よ
る
宇
宙
の
成
り
立
ち
と
根
源

は
、
創
造(

ブ
ラ
フ
マ
ー
神)

・
維
持(

ビ
シ
ュ
ヌ
神)

・
破
壊(

シ
バ
神)

で
、
こ
れ
ら
3
神
は

一
体
と
考
え
ら
れ
ト
リ
ム
ー
ル

テ
ィ(

三
神
一
体)

と
呼
ば
れ
、

紀
元
前
５
０
０
年
以
降
に
定
着

さ
れ
た
と
考
え
ら
れ
て
い
る
。

サ
ラ
ス
ヴ
ァ
テ
ィ
は
そ
の
う
ち

の
創
造
の
神
ブ
ラ
フ
マ
ー
の
妻

で
、日
本
に
入
っ
て
来
て
か
ら
、

技
芸
ご
と
、
財
運
＝
商
売
繁
盛

な
ど
を
も
た
ら
す
胡
座
を
描
い

て
流
暢
に
琵
琶
を
奏
で
る
妙
音

弁
財
天
と
呼
ば
れ
、
白
蛇
は
弁

財
天
の
一

部
で
も
あ

り
眷
族
と

な
っ
て
、

本
来
の
不

老
長
寿
の

力
を
発
揮

し
弁
天
さ
ま
を
支
え
な
が
ら
財

運
の
部
分
を
掌
る
。
国
内
に
は

弁
財
天
や
白
蛇
神
を
祀
る
神
社

仏
閣
が
多
く
点
在
し
て
お
り
三

大
弁
財
天
は
、
安
芸
の
宮
島
大

願
寺
、近
江
の
竹
生
島
宝
巌
寺
、

江
ノ
島
神
社
と
い
わ
れ
、
そ
れ

ら
に
天
川
村
の
天
河
大
弁
財
天

社
、
金
華
山
の
黄
金
山
神
社
が

加
わ
り
五
大
弁
天
と
な
る
。
一

方
で
、
八
本
の
腕
に
そ
れ
ぞ
れ

に
宝
珠
や
輪
宝
、
剣
・
鉾
・
鉤

(

か
ぎ)

・
長
杵
・
鉄
輪
・
羂

索(

け
ん
さ
く)

な
ど
を
も
ち
、

頭
上
に
は
宇
賀
神(

う
が
じ
ん

)(

蛇
の
体
と
年
老
い
た
男
の
顔

の
姿
の
穀
物
神)

を
頂
く
、
財

運
向
上
や
金
運
上
昇
、
開
運
、

勝
負
運
な
ど
の
ご
利
益
が
あ
る

と
さ
れ
る
八
臂
弁
財
天
が
存
在

す
る
。

　

さ
て
、
天
赦
日(

中
国
の
伝

統
的
な
暦
で
、
吉
祥
を
招
く
日

と
し
て
重
要
視
さ
れ
て
い
る)

に
蛇
の
指
輪
を
す
る
と
幸
運
を

引
き
寄
せ
る
と
言
わ
れ
て
い

る
。

津
延
美
衣(

つ

の
べ
み
え)

Ｎ

Ｙ
州
立
大
学

Ｆ
Ｉ
Ｔ
卒
業
。

米
国
宝
石
学
会(

Ｇ
Ｉ
Ａ
）
鑑

定
資
格
者
。
運
命
学
・
自
然
医

学
・ 

ア
ー
ト
・
ア
ロ
マ
テ
ラ
ピ
ー
・

食
文
化
な
ど
知
識
を
元
に
感
動

的
な
人
生
を
描
く
プ
ラ
ン
ナ
ー
・

エ
ッ
セ
イ
ス
ト
・ 

キ
ュ
レ
タ
ー

兼
ジ
ュ
エ
リ
ー
ソ
ム
リ
エ
ー
ル
。

美
時
間
代
表
。
ブ
ロ
グ
：http//

mijikan.blogspot.com/ 
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縁
起
物
と
宝
石
「
天
赦
日
に
蛇
の
指
輪
」
７

蛇リング 18K&ダイヤモンド

   桂三輝の二番弟子になった

　　桂 月
ムーンライト

輝さん

　

日
本
人
俳
優
の
オ
ゼ
キ
・
マ

イ
さ
ん
が
、
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー

の
ニ
ュ
ー
ワ
ー
ル
ド
ス
テ
ー
ジ

劇
場
で
プ
ロ
の
落
語
家
と
し
て

デ
ビ
ュ
ー
し
た
。
昨
年
９
月
に

落
語
家
、
桂
三
輝
（
桂
サ
ン
シ

ャ
イ
ン
）
に
弟
子
入
り
し
、
六

代
目
桂
文
枝
か
ら「
桂
月
輝（
桂

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
）」
と
命
名
さ

れ
た
。
今
年
１
月
か
ら
毎
月
公

演
に
出
演
し
、
今
月
12
日
、
満

席
の
会
場
で
も
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
カ

ー
か
ら
大
き
な
拍
手
を
も
ら
っ

た
。
ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
初
の
日

本
人
女
性
落
語
家
の
誕
生
だ
。

　

ム
ー
ン
ラ
イ
ト
さ
ん
は
、
兵

庫
県
神
戸
市
出
身
。
東
京
学
芸

大
学
卒
業
後
、
教
職
に
は
就
か

ず
都
内
の
一
部
上
場
企
業
に
就

職
。
二
度
目
の
転
職
も
大
手
メ

ー
カ
ー
の
営
業
推
進
本
部
に
10

年
間
勤
務
し
て
海
外
出
張
も
バ

リ
バ
リ
こ
な
す
ビ
ジ
ネ
ス
ウ
ー

マ
ン
だ
っ
た
。
同
時
に
舞
台
役

者
と
し
て
も
東
京
で
活
動
を
続

け
、『
熱
海
殺
人
事
件
』『
幽
霊

が
見
え
な
い
部
屋
』
ほ
か
多
数

の
作
品
に
出
演
し
た
。
企
業
人

と
役
者
の
２
足
の
草
鞋
を
履
く

生
活
に
ピ
リ
オ
ド
を
打
っ
た
の

は
２
０
２
２
年
3
月
。
来
米
し

て
マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
Ｈ
Ｂ 

ス

タ
ジ
オ
で
２
年
間
演
劇
を
学
ん

だ
。
卒
業
後
の
24
年
5
月
Ｏ
Ｐ

Ｔ
を
取
得
し
、
本
格
的
に
Ｎ
Ｙ

で
役
者
と
し
て
活
動
開
始
。
昨

年
7
月
に
は
新
作
劇
「
Ｖ
Ｏ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
」
を
プ
ロ
デ
ュ
ー
ス
し
、

自
ら
主
演
を
務
め
た
。

　

次
に
何
を
や
ろ
う
か
と
思
っ

て
い
た
時
に
出
会
っ
た
の
が
落

語
だ
っ
た
。
昨
年
７
月
、
友
人

に
誘
わ
れ
て
桂
三
輝
の
英
語
落

語
高
座
に
行
っ
て
演
目
「
Ｚ
Ｏ

Ｏ
（
動
物
園
）」
を
聞
い
た
。

動
物
園
の
ア
ル
バ
イ
ト
に
応
募

し
た
男
性
が
ラ
イ
オ
ン
と
檻
で

対
決
さ
せ
ら
れ
る
仕
事
と
は
知

ら
ず
に
ト
ラ
の
着
ぐ
る
み
を
着

せ
ら
れ
て
檻
に
入
る
。
ラ
イ
オ

ン
が
出
て
き
て
震
え
上
が
っ
た

と
こ
ろ
で
ラ
イ
オ
ン
の
口
の
中

か
ら
声
が
聞
こ
え
「
大
丈
夫
、

俺
も
バ
イ
ト
だ
」と
い
う
オ
チ
。

一
人
の
落
語
家
と
会
場
が
一
体

に
な
っ
て
盛
り
上
が
る
落
語
の

パ
ワ
ー
に
度
肝
を
抜
か
れ
た
。

学
生
時
代
に
ロ
ッ
ク
バ
ン
ド
の

ボ
ー
カ
ル
と
し
て
４
年
間
舞
台

に
立
ち
、
社
会
人
に
な
っ
て
か

ら
も
数
多
く
の
舞
台
演
劇
で
ス

テ
ー
ジ
に
立
っ
て
き
た
が
、
そ

れ
と
は
全
く
異
質
の
一
体
感
だ

っ
た
。
翌
月
、
日
本
語
版
の
落

語
公
演
も
聞
き
に
行
っ
た
。「
Ｎ

Ｙ
か
ら
世
界
に
落
語
を
広
め
た

い
、
Ｎ
Ｙ
で
落
語
の
一
門
を
作

り
た
い
。
誰
か
弟
子
に
な
り
た

い
人
い
ま
せ
ん
か
」と
い
う「
噺

の
ネ
タ
に
引
っ
か
か
っ
た
の
は

私
だ
け
で
し
た
」
が
、
ま
さ
か

の
採
用
。
兄
弟
子
の「
晴
輝（
サ

ニ
ー
）」
と
２
人
の
弟
子
の
許

可
を
も
ら
い
に
師
匠
の
三
輝
が

す
ぐ
に
日
本
に
飛
ん
だ
。
ま
だ

見
ぬ
桂
文
枝
大
師
匠
か
ら
許
し

が
出
て
、
し
か
も
ム
ー
ン
ラ
イ

ト
と
命
名
し
て
く
れ
た
。「
新

婚
さ
ん
い
ら
っ
し
ゃ
い
」
の
桂

三
枝
時
代
か
ら
の
フ
ァ
ン
だ
っ

た
だ
け
に
大
感
激
。「
い
つ
か
、

大
師
匠
、
師
匠
、
兄
弟
子
と
４

人
で
Ｎ
Ｙ
で
公
演
が
で
き
た
ら

最
高
で
す
」
と
語
っ
た
。

　
（
三
浦
良
一
記
者
、
写
真
も
）

ブ
ロ
ー
ド
ウ
エ
ー
で
落
語
家
デ
ビ
ュ
ー

桂三輝（中央）と一番弟子の晴輝（左）、二番弟子の月輝（右）

・免責事項・
本紙に掲載の広告に関して問題が生
じた場合、ニューヨーク生活プレス
社は一切の責任を負いません。
We, New York Seikatsu Press, Inc. 
are not responsible about any ad. 
contents.
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ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授

業
校
（
小
田
切
利
幸
校
長
）
は

５
日
、
令
和
７
年
度
入
園
・
入

学
式
を
実
施
し
た
。今
年
度
は
、

幼
児
部
年
中
13
人
、
初
等
部
１

年
生
41
人
、
中
等
部
１
年
生
42

人
、
高
等
部
１
年
生
７
人
、
計

１
０
３
人
の
園
児
・
児
童
・
生

徒
が
入
園
・
入
学
し
た
。

　

年
中
の
園
児
は
、
保
護
者
に

手
を
引
か
れ
な
が
ら
、
初
め
て

通
う
学
校
に
や
や
緊
張
し
た
面

持
ち
で
登
校
し
た
。
会
場
に
は

全
校
の
児
童
生
徒
も
一
堂
に
会

し
、
入
園
・
入
学
を
祝
っ
た
。

小
田
切
校
長
は
「
友
達
を
思
い

や
り
、
楽
し
い
学
校
生
活
を
送

っ
て
く
だ
さ
い
」
と
お
祝
い
の

言
葉
を
贈
っ
た
。入
学
式
後
は
、

各
教
室
で
担
任
と
の
顔
合
わ
せ

が
行
わ
れ
、
42
週
に
渡
る
学
校

生
活
が
始
ま
っ
た
。
補
習
校
前

の
桜
の
花
も
咲
き
始
め
、入
園
・

入
学
に
華
を
添
え
た
。

Ｎ
Ｊ
補
習
授
業
校
に

１
０
３
人
の
新
入
生

　

米
西
海
岸
で
暮
ら
す
日
本
人

向
け
月
刊
日
本
語
情
報
誌
の
ラ

イ
ト
ハ
ウ
ス
は
、
５
月
20
日

（
火
）
か
ら
22
日
（
木
）
ま
で

の
３
日
間
、
午
後
8
時
30
分
か

ら
10
時
30
分
（
東
海
岸
時
間
）

ま
で
、「
日
本
の
大
学
フ
ェ
ア

２
０
２
５
春
」を
オ
ン
ラ
イ
ン
・

ラ
イ
ブ
配
信
に
て
開
催
す
る
。

　
「
英
語
だ
け
で
入
学
で
き
る
」

「
英
語
で
学
べ
る
学
部
（
コ
ー

ス
）
が
あ
る
」「
秋
入
学
」「
海

外
で
入
試
が
完
結
」「
奨
学
金
」

「
カ
レ
ッ
ジ
か
ら
の
編
入
」
な

ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
海
外
生
の
た

め
の
特
別
な
制
度
を
持
つ
日
本

の
大
学
が
、
最
新
情
報
を
届
け

る
。

　

よ
り
深
い
情
報
を
知
り
た
い

大
学
へ
は
、
各
校
が
行
う
「
個

別
相
談
」
へ
の
申
し
込
み
も
可

能
。
参
加
大
学
は
、
青
山
学
院

大
学
、
国
際
基
督
教
大
学
、
駒

澤
大
学
、
中
央
大
学
、
同
志
社

大
学
、
山
梨
学
院
大
学
、
横
浜

国
立
大
学
、
立
命
館
大
学
。

　

参
加
費
無
料
だ
が
要
予
約
。

各
大
学
の
プ
レ
ゼ
ン
テ
ー
シ
ョ

ン
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル
、
申
し
込

み
・
詳
細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト

https://japan-universities.
com

を
参
照
す
る
。

日
本
の
大
学
フ
ェ
ア

5
月
20
日
か
ら
オ
ン
ラ
イ
ン
で

ラ
イ
ト
ハ
ウ
ス
が
開
催

　

慶
應
義
塾
Ｎ
Ｙ
学
院
の
生

徒
35
人
が
4
月
3
日
、
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
州
カ
ト
ナ
に
あ
る 

Harvey School 

を
訪
問
し

た
。Harvey School

は
学
院

か
ら
車
で
北
へ
30
分
ほ
ど
の
場

所
に
位
置
し
、
年
に
2
回
、
相

互
交
流
を
行
っ
て
い
る
。
前
回

は
２
月
に
生
徒
が
学
院
を
訪

れ
、
剣
道
や
茶
道
な
ど
の
日
本

文
化
を
体
験
し
た
。
今
回
は
両

校
の
生
徒
が
ペ
ア
を
組
み
、
3

つ
の
グ
ル
ー
プ
に
分
か
れ
て
さ

ま
ざ
ま
な
ア
ク
テ
ィ
ビ
テ
ィ
を

通
じ
て
交
流
を
深
め
た
。

　

Harvey School

の
敷
地
内

に
は
ア
イ
ス
ス
ケ
ー
ト
リ
ン
ク

も
あ
り
、
ホ
ッ
ケ
ー
チ
ー
ム
に

は
元
Ｎ
Ｈ
Ｌ
選
手
の
コ
ー
チ
が

在
籍
。
今
回
も
生
徒
た
ち
に

ス
ケ
ー
ト
を
指
導
し
て
く
れ

た
。
初
め
て
ス
ケ
ー
ト
を
体
験

す
る
生
徒
は
最
初
は
立
つ
こ
と

も
ま
ま
な
ら
な
い
様
子
だ
っ
た

が
、
ウ
ォ
ー
カ
ー
を
使
い
な
が

ら
徐
々
に
慣
れ
、
最
後
に
は
全

員
で
リ
ン
ク
の
上
で
記
念
写
真

を
撮
る
こ
と
が
で
き
た
。
ラ
イ

ブ
ラ
リ
ー
で
は
、
将
棋
や
だ
る

ま
落
と
し
の
遊
び
方
を
教
え
た

り
、
折
り
紙
を
折
っ
た
り
し
な

が
ら
、
穏
や
か
な
時
間
を
共
有

し
た
。

　

学
院
で
は
、
こ
う
し
た
文
化

交
流
を
積
極
的
に
行
っ
て
お

り
、
ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
の 

Passaic County Technical 
Institute (

Ｐ
Ｃ
Ｔ
Ｉ
）
と
も

交
流
を
続
け
て
い
る
。今
後
も
、

生
徒
た
ち
が
多
様
な
文
化
を
学

び
、
国
際
的
な
視
野
を
広
げ
る

機
会
を
提
供
し
て
い
く
。

慶應義塾ＮＹ学院

カトナの現地校と交流

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校

ウ
ェ
ス
ト
チ
ェ
ス
タ
ー
校
（
小

島
昇
校
長
児
童
生
徒
数
３
９
８

人
）
は
、
4
月
5
日
に
幼
児
部

か
ら
高
等
部
ま
で
入
園
・
入
学

式
と
始
業
式
を
幼
児
部
と
初
中

高
等
部
に
分
け
て
行
っ
た
。

　

希
望
に
胸
を
膨
ら
ま
せ
た
新

入
生
１
１
６
人(

幼
児
部
年
中

3
ク
ラ
ス
27
人
、
初
等
部
4
ク

ラ
ス
58
人
、
中
等
部
1
ク
ラ
ス

23
人
、高
等
部
1
ク
ラ
ス
８
人
）

が
入
学
し
た
。

　

式
に
は
来
賓
・
在
校
生
・
多

く
の
保
護
者
が
参
列
し
、
在
校

生
に
よ
る
ピ
ア
ノ
の
演
奏
に
合

わ
せ
て
新
入
生
が
入
場
す
る

と
、
会
場
か
ら
は
大
き
な
拍
手

が
送
ら
れ
、
新
入
生
を
温
か
く

迎
え
た
。

　

小
島
校
長
か
ら
「
こ
れ
か
ら

始
ま
る
一
年
、
先
生
や
友
達
と

一
緒
に
み
ん
な
で
楽
し
み
、
大

変
な
事
は
み
ん
な
で
一
緒
に
乗

り
越
え
て
成
長
し
て
い
き
ま
し

ょ
う
」
と
祝
辞
を
述
べ
た
。

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領
事
の 

森
美
樹
夫
大
使
か
ら
は
「
こ
の

補
習
授
業
校
で
し
か
会
え
な
い

友
達
、
同
級
生
と
一
緒
に
さ
ま

ざ
ま
な
事
に
挑
戦
を
し
て
、
さ

ら
に
成
長
さ
れ
る
こ
と
を
願
っ

て
い
ま
す
」
と
激
励
の
祝
辞
が

送
ら
れ
た
。

　

新
入
生
代
表
の
言
葉
で
は
、

「
中
学
生
と
し
て
の
責
任
あ
る

行
動
を
心
掛
け
な
が
ら
、
補
習

校
で
の
限
ら
れ
た
生
活
を
思
い

き
り
楽
し
ん
で
行
き
た
い
と
思

い
ま
す
」
と
の
抱
負
を
力
強
く

述
べ
、
生
徒
会
長
に
よ
る
歓
迎

の
言
葉
で
は
、「
こ
の
補
習
校

が
み
な
さ
ん
の
明
る
い
未
来
へ

羽
ば
た
く
場
所
と
な
る
よ
う
、

在
校
生
一
同
願
っ
て
い
ま
す
」

と
新
入
生
に
エ
ー
ル
を
送
っ

た
。

ニューヨーク補習授業校W校

胸に希望の新入生116人

http://www.seido.com
https://alto-edu.com/
http://www.betteratmath.com
https://japan-universities.com
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プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

（
平
本
秀
次 

文
部
科
学
省
派
遣

校
長
、
和
田
幸
子 

幼
稚
園
部

プ
リ
ン
ス
ト
ン
日
本
語
学
校

第
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東
京-

フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ

Ｍ
Ｃ
Ａ
パ
ー
ト
ナ
ー
シ
ッ
プ

は
、
今
夏
に
開
催
さ
れ
る
サ
マ

ー
キ
ャ
ン
プ
の
オ
ン
ラ
イ
ン
説

明
会
を
４
月
23
日
（
水
）、
５

月
２
日
（
金
）、５
月
７
日
（
水
）

に
開
催
す
る
。
サ
マ
ー
キ
ャ
ン

プ
参
加
を
検
討
し
て
い
る
人
、

４
月
か
ら
新
し
く
Ｎ
Ｙ
ト
ラ
イ

ス
テ
ー
ト
地
区
に
赴
任
し
た
家

族
な
ど
誰
で
も
参
加
す
る
事
が

で
き
る
。
説
明
は
、
現
地
在
住

の
ス
タ
ッ
フ
よ
り
ス
ラ
イ
ド
を

使
っ
て
日
本
語
で
行
わ
れ
る
。

キ
ャ
ン
プ
地
は
Ｎ
Ｙ
州
中
心
部

の
キ
ャ
ッ
ツ
キ
ル
自
然
保
護
区

に
あ
る
フ
ロ
ス
ト
バ
レ
ー
Ｙ
Ｍ

Ｃ
Ａ
で
、
自
然
環
境
、
施
設
、

ス
タ
ッ
フ
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
全

て
で
、
北
米
キ
ャ
ン
プ
場
の
モ

デ
ル
と
し
て
高
い
評
価
と
注
目

を
得
て
い
る
。

　

豊
か
な
自
然
環
境
の
中
で
同

じ
背
景
を
持
つ
仲
間
と
過
ご

し
、
国
際
人
と
し
て
の
足
場
を

築
い
て
い
く
。
そ
ん
な
貴
重

な
体
験
が
で
き
る
キ
ャ
ン
プ

だ
。
参
加
対
象
は
小
学
校
２

年
生
（
９
月
〜
）
か
ら
16
歳

ま
で
。
問
い
合
わ
せ
は
日
本

語
で
Ｅ
メ
ー
ルtokyo-info@

frostvalley.org

ま
で
。
詳

細
は
ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttp://

www.ymcatfv.org

を
参
照
。

東京 -フロストバレーＹＭＣＡ

夏キャンプ説明会
オンラインで４月23日、５月２日、７日

　

Ｎ
Ｙ
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ

ナ
ル
ス
ク
ー
ル
（
Ｎ
Ｊ
州
イ
ン

グ
ル
ウ
ッ
ド
ク
リ
フ
ス
、
岡
本

徹
学
園
長
）
の
幼
児
部
と
小
学

部
の
入
園
・
入
学
式
が
、
４
月

２
日
と
３
日
に
行
わ
れ
た
。
小

学
部
新
入
生
と
、
幼
児
部
新
入

園
児
は
開
式
に
あ
た
り
少
し
緊

張
し
た
面
持
ち
だ
っ
た
が
、
式

が
進
む
に
つ
れ
て
次
第
に
表
情

も
和
ら
い
で
い
っ
た
。

　

式
で
は
在
園
・
在
校
生
が
歓

迎
の
歌
を
披
露
し
、
小
学
部
在

校
生
代
表
に
よ
る
あ
い
さ
つ
で

は
「
こ
れ
か
ら
一
緒
に
楽
し
い

学
校
生
活
を
送
り
ま
し
ょ
う
」

と
い
う
メ
ッ
セ
ー
ジ
を
送
っ

た
。
岡
本
学
園
長
の
式
辞
に
も

子
ど
も
達
は
良
い
姿
勢
で
耳
を

傾
け
た
。式
が
終
わ
っ
た
後
は
、

ク
ラ
ス
メ
ー
ト
や
保
護
者
と
和

や
か
に
言
葉
を
交
わ
す
姿
や
、

記
念
写
真
を
撮
る
微
笑
ま
し
い

場
面
が
見
ら
れ
た
。
緊
張
と
期

待
が
入
り
混
じ
る
中
で
始
ま
っ

た
１
日
だ
っ
た
が
、
温
か
い
雰

囲
気
の
中
で
、
子
ど
も
た
ち
は

新
し
い
生
活
へ
の
一
歩
を
踏
み

出
し
た
。
保
護
者
は
「
日
本
ら

し
い
素
晴
ら
し
い
式
に
参
列
す

る
こ
と
が
出
来
、
と
て
も
嬉
し

か
っ
た
」
と
感
想
を
話
し
た
。

ＮＹ育英
インターナショナルスクールで

入園・入学式

　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学

校
（
コ
ネ
チ
カ
ッ
ト
州
グ
リ
ニ

ッ
チ
、
森
本
恵
作
校
長
）
で
10

日
、
令
和
７
年
度
が
ス
タ
ー
ト

し
た
。
新
任
式
で
は
、
児
童
生

徒
代
表
か
ら
着
任
し
た
教
師
へ

園
長
）
は
６
日
、
満
開
の
桜
が

美
し
く
映
え
る
な
か
令
和
７
年

度 

第
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を
行
っ
た
。
幼
稚
園
部
10
人
、

小
学
部
23
人
、中
高
等
部
20
人
、

計
53
人
の
新
入
生
が
晴
れ
の
日

を
迎
え
た
。

　

小
学
部
・
中
高
等
部
の
入
学

式
は
日
米
両
国
の
国
歌
演
奏
で

厳
か
に
幕
を
開
け
た
。
平
本
秀

次
校
長
、
市
原
理
瑠 

日
本
語

継
承
語
部
部
長
に
続
き
、
小
野

雅
之
理
事
長
、
吉
田
和
加
子
父

母
会
会
長
よ
り
祝
辞
を
賜
っ

た
。

　

平
本
校
長
は
新
小
学
１
年
生

へ
向
け
て
「
ご
入
学
お
め
で
と

う
ご
ざ
い
ま
す
。
皆
さ
ん
が
入

学
し
て
く
る
の
を
楽
し
み
に
待

っ
て
い
ま
し
た
」
と
歓
迎
の
言

葉
を
贈
る
と
と
も
に
「
何
事
に

も
く
じ
け
ず
、
粘
り
強
く
や
り

抜
く
こ
と
」「
考
え
る
力
、
感

じ
る
力
を
伸
ば
す
こ
と
」「
ま

わ
り
と
仲
良
く
、
思
い
や
り
の

心
を
持
つ
こ
と
」
の
３
つ
の
大

切
な
約
束
を
伝
え
た
。

　

続
く
担
任
に
よ
る
呼
名
で

は
、
新
入
生
一
人
ひ
と
り
が
大

き
な
声
で
し
っ
か
り
と
返
事
を

す
る
初
々
し
い
姿
が
印
象
的
で

あ
っ
た
。
式
典
後
に
は
、
新
し

い
ク
ラ
ス
メ
イ
ト
と
と
も
に
授

業
初
日
を
迎
え
た
。

歓
迎
の
言
葉
が
贈
ら
れ
た
。
特

に
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
日
本
人
学
校

の
特
徴
で
あ
る
学
年
の
垣
根
を

超
え
た
交
流
の
素
晴
ら
し
さ
や

行
事
に
よ
っ
て
成
長
で
き
る
環

境
に
つ
い
て
な
ど
が
着
任
し
た

教
師
に
分
か
り
や
す
く
伝
え
ら

れ
た
。
そ
し
て
，
日
本
全
国
か

ら
着
任
し
た
教
師
た
ち
か
ら
も

個
性
あ
ふ
れ
る
挨
拶
が
行
わ
れ

た
。
新
任
式
に
引
き
続
き
行
わ

れ
た
始
業
式
で
は
、
森
本
校
長

か
ら
児
童
生
徒
に
大
切
に
し
て

ほ
し
い
こ
と
が
２
つ
紹
介
さ
れ

た
。一
つ
は
挨
拶
を
す
る
こ
と
、

も
う
一
つ
は
夢
を
語
る
こ
と
。

森
本
校
長
の
夢
は
こ
の
学
校
を

ス
マ
イ
ル
＆
ハ
ッ
ピ
ー
あ
ふ
れ

る
学
校
に
し
た
い
こ
と
だ
と
述

べ
、
し
っ
か
り
と
話
を
聞
く
こ

と
が
で
き
て
い
る
児
童
生
徒
を

見
て
「
私
の
夢
は
す
で
に
叶
い

つ
つ
あ
り
ま
す
」
と
話
し
た
。 

　

子
供
た
ち
は
担
任
の
先
生
と

の
出
会
い
に
少
し
緊
張
し
た
表

情
の
中
に
も
新
年
度
の
ス
タ
ー

ト
に
期
待
を
膨
ら
ま
せ
て
式
に

臨
む
様
子
が
見
ら
れ
た
。

 

Ｎ
Ｙ
日
本
人
学
校

新
任
式
と
始
業
式

https://japaneseschool.org
https://jp.kennedyinternational.org/
https://miray109.com/
tel:2014616502
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
http://www.ymcatfv.org
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●
作
品
募
集
＝
年
齢
、
国
籍
を
問
わ
ず
、
米
国
在

住
者
の
書
道
作
品
を
広
く
募
集
し
ま
す
。
●
応
募

方
法
＝
作
品
現
物
を
郵
送
（
返
却
不
可
）、
ま
た
は

デ
ジ
カ
メ
で
撮
影
し
た
画
像
を
下
記
宛
に
Ｅ
メ
ー

ル
し
て
く
だ
さ
い
。
住
所
・
氏
名
（
英
文
表
記
も
）・

電
話
番
号
・
学
校
名
と
学
年
を
明
記
の
こ
と
●
応
募

作
品
か
ら
毎
月
６
点
を
選
び
第
３
週
号
に
て
発
表

●
一
年
間
の
掲
載
作
品
か
ら
最
優
秀
賞
一
点
、
優

秀
賞
二
点
と
特
別
賞
一
点
を
選
出
し
新
年
号
似
て

発
表
。
入
賞
者
に
は
広
島
筆
産
業
（
株
）
協
賛
に

よ
る
書
道
用
筆
を
贈
呈
し
ま
す
。

週
刊
N
Y
生
活
紙
上
コ
ン
ク
ー
ル

■作品郵送先
　NEW YORK SEIKATSU PRESS, INC. Attn: SYUJI
   71 W. 47th St. #1205 New York, NY 10036
■ E メール： nyseikatsu.syuji@gmail.com
＊応募締切は掲載週の前週の水曜日とします。
＊紙面の都合により掲載週を変更する場合があります。

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
州
一
般坂

口　

貴
男

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
育
英
学
園

　
　

サ
タ
デ
ー
ス
ク
ー
ル
小
２

中
台　

こ
と
の

デ
ン
バ
ー
日
本
語
補
習
校
小
６

小
島　

穂
菜
美

ピ
ッ
ツ
バ
ー
グ
日
本
語
補
習
校
高
１

渡
部　

柚
月

サ
ン
ア
ン
ト
ニ
オ
日
本
語
補
習
校
中
２

寺
西　

功

ハ
ワ
イ
州
一
般

河
上　

香
秋

https://www.kokinshodo.com/
http://www.masako-inkyo.com/
http://www.kodomony.org
https://www.jhls.org/
mailto:nyseikatsu.syuji@gmail.com
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僕
は
今
年
の
七
月
と
八
月

の
と
て
も
暑
い
中
、
日
本
の

上
富
良
野
に
行
き
ま
し
た
。

上
富
良
野
は
北
海
道
の
ち
ょ

う
ど
真
ん
中
に
位
置
し
て
い

ま
す
。
僕
は
毎
年
、
北
海
道

に
行
っ
て
い
ま
す
。
そ
の
時

い
つ
も
頭
に
浮
か
ん
で
く
る

思
い
が
あ
り
ま
す
。
そ
れ
は
、

「
上
富
良
野
は
、
い
つ
で
も
美

し
い
な
あ
」
で
す
。

　

小
さ
い
頃
か
ら
日
本
が
大

好
き
だ
っ
た
僕
は
、
毎
年
の

夏
に
日
本
に
行
く
の
を
、
と

て
も
楽
し
み
に
し
て
い
ま
す
。

僕
は
去
年
の
夏
か
ら
、
僕
の

お
父
さ
ん
が
通
っ
て
い
た
上

富
良
野
西
小
学
校
と
い
う
学

校
に
通
い
始
め
て
い
ま
し
た
。

　

僕
が
去
年
、
西
小
学
校
に

通
い
始
め
る
時
、
と
て
も
緊

張
し
て
、
床
に
倒
れ
て
し
ま

う
の
で
は
な
い
か
と
思
い
ま

し
た
。
け
れ
ど
も
、
僕
が
下

駄
箱
で
靴
を
履
き
替
え
て
い

る
と
、
一
人
の
女
の
子
が
嬉

し
そ
う
な
顔
で
見
に
来
て
言

い
ま
し
た
。「
あ
！
君
が
も
し

か
し
て
今
日
か
ら
新
し
く
入

っ
て
く
る
真
鍋
和
也
君
？
よ

ろ
し
く
！
ク
ラ
ス
は
こ
っ
ち

だ
よ
。
つ
い
て
き
て
ね
！
」

そ
の
女
の
子
は
、
そ
う
言
う

と
、
廊
下
を
歩
い
て
行
き
ま

し
た
。
僕
は
、
そ
の
時
と
て

も
驚
き
ま
し
た
。
僕
が
二
年

前
に
体
験
入
学
し
た
母
の
奈

良
の
学
校
は
、
初
め
か
ら
誰

も
僕
と
喋
っ
て
く
れ
ま
せ
ん

で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
西
小

は
違
い
ま
し
た
。
僕
は
南
極

に
い
る
か
の
様
に
、
体
が
カ

チ
コ
チ
の
ま
ま
で
ク
ラ
ス
に

入
り
ま
し
た
。
僕
よ
り
先
に
来

て
い
た
子
達
は
、
僕
が
不
審

者
か
の
様
に
、
じ
い
っ
と
見

つ
め
て
き
ま
し
た
。
僕
が
つ

い
て
行
っ
た
女
の
子
は
、
く

じ
引
き
が
当
た
っ
た
か
の
様

に
、
嬉
し
そ
う
な
大
き
な
声

で
、「
み
ん
な
！
こ
の
子
が
今

日
か
ら
新
し
く
私
達
の
学
校

に
入
っ
て
く
れ
る
真
鍋
和
也

君
だ
よ
！
み
ん
な
も
挨
拶
し

て
ね
！
和
也
君
、
こ
れ
か
ら

一
緒
に
仲
良
く
し
よ
う
ね
！
」

と
、
手
を
掴
ん
で
握
手
し
な

が
ら
、
言
い
ま
し
た
。
僕
は
、

手
を
握
ら
れ
た
せ
い
か
、
顔

が
熱
く
な
っ
て
赤
く
な
っ
た

気
が
し
ま
し
た
。「
う
、
う
ん
。

仲
良
く
し
、し
よ
う
ね
！
」
と
、

僕
は
と
て
も
早
口
で
言
っ
て

し
ま
い
ま
し
た
。
す
る
と
、

ク
ラ
ス
の
中
に
い
た
他
の
子

達
も
、
僕
に
近
づ
い
て
来
て
、

「
よ
ろ
し
く
、
和
也
君
！
」
と
、

元
気
に
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

僕
は
、
な
ん
だ
か
、
初
め
の

時
よ
り
緊
張
が
和
ら
い
だ
気

 ■児童生徒作文のページ■
 （記載学年は応募時のものです）

が
し
ま
し
た
。
十
分
後
、
僕

の
担
任
の
先
生
が
ク
ラ
ス
に

入
っ
て
来
ま
し
た
。
先
生
は
、

綺
麗
な
明
る
い
紫
色
の
シ
ャ

ツ
を
着
て
い
ま
し
た
。
先
生

は
、「
和
也
君
お
は
よ
う
！
こ

れ
か
ら
一
緒
に
勉
強
し
て
楽

し
く
し
よ
う
ね
。」
と
、
優
し

い
声
で
言
っ
て
く
れ
ま
し
た
。

　

僕
は
四
年
生
の
夏
は
、
西

小
に
一
ヶ
月
間
通
い
ま
し
た
。

西
小
は
、
一
学
年
一
ク
ラ
ス

ず
つ
し
か
あ
り
ま
せ
ん
。
僕

の
四
年
生
の
ク
ラ
ス
は
、
僕

を
入
れ
て
十
八
人
で
し
た
。

賢
三
（
弟
）
の
一
年
生
の
ク

ラ
ス
は
、
七
人
し
か
い
ま
せ

ん
で
し
た
。
け
れ
ど
も
、
僕

と
賢
三
は
全
学
年
の
皆
と
友

達
に
な
れ
ま
し
た
。

　

い
つ
も
昼
休
み
に
な
る
と
、

僕
は
学
校
の
多
目
的
ホ
ー
ル

に
行
っ
て
友
達
の
た
め
に
ピ

ア
ノ
を
弾
い
て
あ
げ
ま
す
。

皆
は
と
て
も
優
し
い
の
で
、

い
つ
も
、「
和
也
君
と
て
も
綺

麗
な
音
楽
だ
ね
！
こ
れ
か
ら

も
頑
張
っ
て
ね
！
」
と
、
応

援
し
て
く
れ
ま
し
た
。

　

僕
は
、
西
小
の
初
日
か
ら

一
つ
気
づ
い
た
こ
と
が
あ
り

ま
し
た
。
そ
れ
は
、
西
小
の

み
ん
な
は
知
ら
な
い
人
に
対

し
て
、
す
ぐ
に
皆
優
し
く
接

し
て
く
れ
る
こ
と
で
す
。
そ

れ
は
こ
の
街
の
中
で
も
そ
う

で
し
た
。
近
所
の
人
が
僕
達

の
た
め
に
野
菜
を
持
っ
て
来

て
く
れ
た
り
、
自
転
車
を
貸

し
て
く
れ
た
り
、
み
ん
な
優

し
い
で
す
。
僕
は
こ
の
優
し

さ
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
か
ら
来

て
い
る
の
で
は
と
思
い
ま
す
。

理
由
は
、
ラ
ベ
ン
ダ
ー
や
自

然
の
お
花
達
を
見
る
と
、
な

ぜ
だ
か
心
が
ふ
ん
わ
り
と
温

ま
っ
て
、
疲
れ
や
ス
ト
レ
ス
、

怒
り
な
ど
が
収
ま
り
ま
す
。

そ
し
て
、
そ
の
ラ
ベ
ン
ダ
ー

が
上
富
良
野
に
は
沢
山
咲
い

て
い
る
の
で
す
。
そ
れ
に
加

え
て
、
上
富
良
野
は
田
舎
で
、

自
然
に
と
て
も
恵
ま
れ
て
い

る
の
で
す
。
そ
ん
な
中
で
生

活
を
し
て
い
る
と
人
は
と
て

も
優
し
く
な
れ
る
の
だ
と
思

い
ま
す
。

　

違
う
国
か
ら
来
て
い
て
も
、

す
ぐ
に
仲
良
く
な
れ
る
の
は
、

と
て
も
幸
せ
な
こ
と
で
、
素

敵
な
気
持
ち
に
な
り
ま
す
。

僕
は
日
本
に
い
な
く
て
も
、

い
つ
も
頭
の
中
で
、
上
富
良

野
の
皆
と
西
小
の
皆
か
ら
の

優
し
さ
を
思
い
出
し
て
い
ま

す
。　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

　

今
年
の
夏
休
み
は
、
家
族

と
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
に
行
き

ま
し
た
。

　

始
め
に
、
バ
ス
か
ら
お
り

て
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
が
開
く

前
に
行
っ
た
け
れ
ど
、
入
り

口
の
前
は
、
行
列
で
す
。
朝

早
く
行
っ
て
も
行
列
が
あ
る

な
ん
て
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。

　

次
に
、
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー

が
開
い
て
入
っ
た
ら
地
球
が

あ
り
ま
す
。
色
が
い
っ
ぱ
い

の
世
界
に
入
っ
た
気
分
で
し

た
。

　

一
番
初
め
に
乗
っ
た
の
は
、

ラ
イ
ド
ツ
ー
ザ
セ
ン
タ
ー
オ

ブ
ア
ー
ス
で
し
た
。
世
界
の

ま
ん
中
へ
行
く
乗
り
物
と
い

う
意
味
な
の
で
、
乗
っ
て
い

る
時
に
ふ
し
ぎ
な
生
き
物
や

植
物
を
見
ま
し
た
。

　

ガ
タ
ガ
タ
上
が
っ
て
行
く

と
空
が
い
っ
し
ゅ
ん
見
え
て

ピ
ュ
ー
と
落
ち
ま
し
た
。
落

ち
た
時
体
が
う
か
ん
だ
気
分

で
し
た
。

　

次
に
、
船
に
乗
っ
て
デ
ィ

ズ
ニ
ー
シ
ー
の
周
り
を
回
り

ま
し
た
。
水
が
き
れ
い
で
つ

め
た
い
の
で
ま
わ
り
が
す
ず

し
か
っ
た
で
す
。
終
点
に
つ

い
た
ら
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ジ
ョ

ー
ン
ズ
の
乗
り
物
に
乗
り
ま

し
た
。
急
な
曲
が
り
や
知
ら

な
い
時
に
お
ち
た
り
し
て
お

も
し
ろ
か
っ
た
で
す
。
あ
ま

り
に
も
楽
し
か
っ
た
の
で
、

「
も
う
一
回
乗
り
た
い
。」
と

母
と
父
に
言
い
ま
し
た
。
列

に
な
ら
ん
で
い
た
ら
周
り
の

人
が
お
い
し
そ
う
な
パ
ン
の

中
に
ソ
ー
セ
ー
ジ
が
入
っ
た

物
を
食
べ
て
い
て
、
私
は
パ

パ
に
、「
イ
ン
デ
ィ
ア
ナ
ジ
ョ

ー
ン
ズ
の
乗
り
物
を
乗
り
お

わ
っ
た
ら
、
あ
れ
を
買
っ
て

く
れ
な
い
。」
と
言
っ
て
、
乗

り
お
わ
っ
た
ら
す
ぐ
ど
こ
で

売
っ
て
い
る
か
さ
が
し
ま
し

た
。
見
つ
か
っ
て
食
べ
て
み

る
と
ホ
ク
ホ
ク
で
体
が
温
ま

り
ま
し
た
。

　

い
っ
ぱ
い
乗
り
物
に
乗
っ

て
お
や
つ
が
ほ
し
か
っ
た
の

で
、
ミ
ッ
キ
ー
の
フ
ル
ー
ツ

味
の
ア
イ
ス
を
食
べ
ま
し
た
。

つ
め
た
く
て
お
い
し
か
っ
た

「
上
富
良
野
の
優
し
さ
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
補
習
授
業
校
W
校
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

真
鍋　

和
也

　

み
な
さ
ん
は
、
地
震
を
経
験

し
た
こ
と
は
あ
り
ま
す
か
。
私

は
覚
え
て
い
る
限
り
、
人
生
で

一
度
し
か
経
験
し
た
こ
と
が
あ

り
ま
せ
ん
。
私
は
、
日
本
で
は

毎
年
い
く
つ
も
の
地
震
と
過
ご

し
て
い
る
こ
と
は
昔
か
ら
知
っ

て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
ど
の

よ
う
な
地
震
が
起
こ
っ
て
い
る

か
は
知
ら
な
か
っ
た
の
で
、
日

本
で
起
こ
っ
た
こ
と
が
あ
る

色
々
な
危
険
な
地
震
の
こ
と
を

知
り
、
凄
く
シ
ョ
ッ
ク
を
受
け

ま
し
た
。
日
本
に
い
る
何
人
も

の
人
が
と
て
つ
も
な
く
危
険
な

状
態
に
晒
さ
れ
て
も
、
頑
張
っ

て
耐
え
て
生
き
て
い
る
こ
と

に
、
驚
き
を
隠
せ
ま
せ
ん
。
多

分
私
だ
っ
た
ら
秒
で
腰
が
抜
け

て
動
け
な
く
な
る
と
思
い
ま

す
。

で
す
。

　

夜
に
な
る
と
、
ギ
フ
ト
シ
ョ

ッ
プ
で
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
で
し

か
買
う
こ
と
が
で
き
な
い
ぬ
い

ぐ
る
み
を
売
っ
て
い
ま
し
た
。

わ
た
し
の
お
気
に
入
り
は
耳
が

長
い
む
ら
さ
き
の
う
さ
ぎ
の
ぬ

い
ぐ
る
み
と
、
し
っ
ぽ
が
太
い

う
す
い
ピ
ン
ク
の
き
つ
ね
で
し

た
。
二
匹
と
も
か
わ
い
か
っ
た

け
れ
ど
、
き
つ
ね
を
買
い
ま
し

た
。

　

デ
ィ
ズ
ニ
ー
好
き
の
友
達
の

家
族
の
た
め
に
チ
ョ
コ
の
ボ
ッ

ク
ス
を
買
い
ま
し
た
。

　

日
本
か
ら
帰
っ
て
き
た
ら
、

す
ぐ
友
達
に
あ
げ
ま
し
た
。「
あ

り
が
と
う
。」
と
言
っ
て
、
に

っ
こ
り
し
ま
し
た
。
私
も
う
れ

し
か
っ
た
で
す
。

　
　

   　
（
滞
米
３
年
６
か
月
） 　

今
年
の
学
園
祭
は
、
十
一

月
二
十
三
日
に
開
さ
い
さ
れ

ま
し
た
。
今
年
は
「
学
園
祭

で
何
す
る
？
〜
五
輪
の
秘
密

〜
」
と
い
う
げ
き
を
し
ま
し

た
。
自
分
た
ち
で
オ
リ
ン
ピ

ッ
ク
に
つ
い
て
調
べ
、
様
々

な
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
再
現
し
ま

す
。
こ
れ
ま
で
の
げ
き
に
比

べ
る
と
、
物
語
で
は
な
か
っ

た
の
で
、
面
白
い
な
と
思
い

ま
し
た
。
ま
た
、
担
任
の
先

生
が
、「
今
年
ら
し
い
も
の
」

「
五
年
生
に
ふ
さ
わ
し
い
レ
ベ

ル
」「
日
本
に
関
係
す
る
」
に

当
て
は
ま
る
内
容
に
し
ま
し

ょ
う
と
言
い
、
そ
れ
ら
の
三

つ
の
条
件
に
ふ
さ
わ
し
い
『
オ

リ
ン
ピ
ッ
ク
』
を
題
材
に
す

る
こ
と
に
な
り
ま
し
た
。

　

げ
き
の
練
習
は
十
月
の
頭

か
ら
始
ま
り
ま
し
た
。
最
初

は
台
本
を
見
な
が
ら
で
し
た

が
、
い
つ
の
間
に
か
台
詞
を

覚
え
て
い
ま
し
た
。
本
番
が

近
付
く
と
、
練
習
の
回
数
も

増
え
、
朝
練
も
す
る
よ
う
に

な
り
ま
し
た
。
わ
た
し
は
、

自
信
を
も
っ
て
台
詞
を
言
え

る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

　

今
回
は
大
道
具
と
小
道
具

が
と
て
も
多
く
、
制
作
は
と
て

も
大
変
で
し
た
。
わ
た
し
は
、

エ
ッ
フ
ェ
ル
塔
と
ク
ー
ベ
ル

タ
ン
男
爵
、
射
撃
用
の
的
と
、

走
っ
て
い
る
人
々
、
パ
ル
テ

ノ
ン
神
殿
を
担
当
し
ま
し
た
。

と
に
か
く
時
間
は
か
か
っ
た

け
れ
ど
、
こ
つ
こ
つ
や
っ
て

い
く
の
が
一
番
楽
し
か
っ
た

で
す
。

　

い
よ
い
よ
学
園
祭
本
番
、

わ
た
し
は
少
し
ミ
ス
を
し
ま

し
た
。
そ
れ
は
、
時
間
が
足

り
な
く
て
、
く
つ
を
は
き
き

れ
な
か
っ
た
こ
と
で
す
。
や

っ
ぱ
り
ど
れ
だ
け
練
習
し
て

も
、
人
は
ま
ち
が
え
る
の
だ

な
、
と
思
い
ま
し
た
。
良
く

で
き
た
こ
と
も
あ
り
ま
し
た
。

み
ん
な
声
が
よ
く
出
て
い
た

し
、
歌
も
よ
く
歌
え
ま
し
た
。

小
道
具
も
、
何
も
使
い
忘
れ

な
か
っ
た
で
す
。

　

わ
た
し
は
、
こ
の
学
園
祭

を
通
し
て
達
成
し
た
こ
と
が

　

地
震
に
つ
い
て
読
ん
で
い
る

と
、「
南
海
ト
ラ
フ
地
震
」
の

存
在
を
知
り
、
と
て
も
恐
ろ
し

い
も
の
だ
と
思
い
ま
し
た
。
し

か
も
、
地
震
は
予
想
が
で
き
な

い
も
の
な
の
で
、
い
つ
起
き
る

か
も
わ
か
り
ま
せ
ん
。
い
つ
か

突
然
起
こ
り
、
何
十
万
人
も
の

犠
牲
者
が
出
る
可
能
性
も
あ
る

と
い
う
こ
と
は
、
い
つ
だ
っ
て

気
を
抜
か
ず
、
そ
れ
に
備
え
な

け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
こ
と

で
す
。
こ
の
情
報
だ
け
で
も
、

と
て
も
怖
く
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。

　

地
震
に
つ
い
て
読
ん
で
、
そ

の
自
然
災
害
の
い
ろ
ん
な
種

類
、
危
険
性
、
そ
し
て
そ
れ
に

備
え
る
方
法
を
習
う
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
日
本
に
住
む

人
々
は
、
こ
の
情
報
を
よ
く
知

り
、
最
低
限
の
被
害
者
で
済
む

よ
う
、
努
力
し
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
身
近
で
な
く
と
も
し

っ
か
り
と
災
害
に
つ
い
て
知
れ

ば
、
私
達
も
体
験
し
て
い
る
人

達
の
こ
と
を
理
解
で
き
る
と
思

い
ま
す
。　
　
　

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

「
デ
ィ
ズ
ニ
ー
シ
ー
」

　
　
　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
補
習
授
業
校
小
４

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

渡
辺　

恵
麻

「
地
震
に
つ
い
て
」

　

ニ
ュ
ー
ジ
ャ
ー
ジ
ー
州
キ
ッ
ズ
国
際
学
園
中
２

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

キ
ム　

美
良

「
自
分
が
成
長
し
た
学
園
祭
」

　
　

N
Y
育
英
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
ス
ク
ー
ル
小
５

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

小
坂　

茉
彩

二
つ
あ
り
ま
す
。
一
つ
目
は
去

年
よ
り
も
ず
い
分
声
が
出
る
よ

う
に
な
り
ま
し
た
。
そ
れ
は
、

毎
日
の
よ
う
に
練
習
し
て
、
緊

張
し
な
か
っ
た
か
ら
で
す
。
ま

た
、
わ
た
し
は
様
々
な
こ
と
を

経
験
し
、
自
分
に
自
信
が
つ
い

た
か
ら
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

　

二
つ
目
は
小
道
具
と
大
道
具

を
短
い
時
間
で
思
い
通
り
に
た

く
さ
ん
製
作
し
て
す
る
こ
と
が

で
き
ま
し
た
。
経
験
す
れ
ば
す

る
程
、
上
手
に
出
来
る
の
だ
な

と
感
じ
ま
し
た
。

　

来
年
は
、
今
よ
り
も
も
っ
と

声
を
出
し
て
、
も
っ
と
演
技
を

自
然
に
し
た
い
で
す
。
わ
た
し

た
ち
に
と
っ
て
来
年
は
最
後
の

学
園
祭
な
の
で
、
今
か
ら
楽
し

み
で
す
。

　
　
　
　

   　
（
米
国
生
ま
れ
）

http://www.newjerseyjapaneseschool.org
https://starchildny.com/
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日
本
の
モ
ダ
ン
な
工
芸
と
家
具
の
融
合

　

モ
ダ
ン
な
白
い
壁
の
部
屋
に
ベ
ス
ト
マ
ッ
チ
し

た
日
本
の
工
芸
品
。
コ
ン
テ
ン
ポ
ラ
リ
ー
な
雰
囲

気
の
中
で
、
い
に
し
え
の
日
本
の
わ
ざ
、
日
本
の

工
芸
と
道
具
。
そ
ん
な
コ
ン
セ
プ
ト
で
の
両
者
の

融
合
。

　

障
子
を
窓
に
施
し
た
イ
ン
テ
リ
ア
・
ス
タ
イ
ル

と
天
井
の
和
紙
の
ラ
イ
ト
ワ
ー
ク
の
ハ
ー
モ
ニ
ー

で
、
艶
や
か
な
、
色
彩
感
の
あ
り
、
か
つ
少
し
古

典
的
な
雰
囲
気
を
出
す
。
障
子
の
本
物
の
和
紙
か

ら
漏
れ
る
や
さ
し
い
光
で
、
和
を
感
じ
な
が
ら
自

然
な
生
活
を
堪
能
で
き
る
。

　

部
屋
の
天
井
照
明
は
、
日
本
の
工
芸
・
竹
か
ご

を
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
に
使
い
、
ま
た
、
折
り
紙
を

意
識
し
た
幾
何
学
模
様
。
耐
火
性
和
紙
の
内
部
照

明
で
、
自
然
と
や
わ
ら
か
さ
を
な
感
じ
る
照
明
。

温
か
み
の
あ
る
光
で
、
心
も
な
ご
み
、
か
つ
強
く
、

耐
久
性
が
高
い
為
、
ア
メ
リ
カ
で
の
使
用
に
最
適
。

プ
レ
シ
ャ
ス
ピ
ー
ス
提
供
。

　

障
子
や
枠
は
、
取
り
付
け
場
所
の
寸
法
に
合
わ

せ
て
つ
く
る
の
で
、
基
本
的
に
す
べ
て
オ
ー
ダ
ー

メ
イ
ド
、
仕
上
げ
の
木
工
事
な
ど
を
除
き
、
障
子

和
紙
2
枚
分
で
、
だ
い
た
い
１
０
０
０
ド
ル
く
ら

い
か
ら
（
色
々
な
地
域
・
法
律
条
件
や
、
寸
法
に

よ
っ
て
異
な
る
、
物
品
の
み
で
設
置
含
ま
ず
）。
和

紙
照
明
も
特
注
で
製
作
。
和
紙
素
材
は
本
物
の
和

紙
、
強
化
フ
ィ
ル
ム
、
Ｕ
Ｓ
防
火
加
工
、
工
期
は

木
工
事
を
含
め
て
3
か
月
か
ら
半
年
。

（
写
真
提
供
・
プ
レ
シ
ャ
ス
・
ピ
ー
ス
）

問い合わせは info@precious-piece.com小平さん

　

フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
は
２
０
２
５

年
版
「
億
万
長
者
が
最
も
多
い

都
市
」
リ
ス
ト
を
公
表
し
、
Ｎ

Ｙ
市
は
４
年
連
続
で
１
位
だ
っ

た
。
億
万
長
者
は
純
資
産
が
最

低
10
億
ド
ル
あ
る
個
人
で
、
Ｎ

Ｙ
市
在
住
の
億
万
長
者
数
は

１
２
３
人
、
純
資
産
の
合
計
は

７
５
９
０
億
ド
ル
に
上
る
。
業

種
で
は
68
人
は
金
融
や
投
資
、

13
人
は
不
動
産
、
12
人
は
フ
ァ

ッ
シ
ョ
ン
や
小
売
業
で
富
を
得

て
い
る
。

　

今
回
新
た
に
億
万
長
者
入
り

し
た
15
人
に
は
、
コ
メ
デ
ィ
ア

ン
の
ジ
ェ
リ
ー
・
サ
イ
ン
フ
ェ

ル
ド
氏
（
70
）
や
メ
キ
シ
カ
ン

飲
食
チ
ェ
ー
ン
、
チ
ポ
ト
レ
創

業
者
の
ス
テ
ィ
ー
ブ
・
エ
ル

ズ
氏
（
59
）
も
含
ま
れ
て
い

る
。
ブ
ル
ッ
ク
リ
ン
出
身
の
サ

イ
ン
フ
ェ
ル
ド
氏
は
、
セ
ン
ト

ラ
ル
パ
ー
ク
・
ウ
エ
ス
ト
の
ア

パ
ー
ト
と
ア
マ
ガ
ン
セ
ッ
ト
に

あ
る
12
エ
ー
カ
ー
の
邸
宅
を
所

有
し
、
純
資
産
は
１
１
０
億
ド

ル
だ
と
い
う
。
エ
ル
ズ
氏
は
世

界
中
に
約
３
７
０
０
店
舗
を
展

開
し
、
グ
リ
ニ
ッ
ジ
・
ビ
レ
ッ

ジ
に
ア
パ
ー
ト
を
３
件
所
有
し

て
い
る
。
純
資
産
１
０
５
０
億

ド
ル
の
マ
イ
ケ
ル
・
ブ
ル
ー
ム

バ
ー
グ
元
Ｎ
Ｙ
市
長
は
最
も
裕

福
な
市
民
の
座
を
維
持
し
て
お

り
、２
位
は
複
合
企
業
コ
ー
ク
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
ズ
を
兄
弟
で

経
営
し
た
故
デ
イ
ビ
ッ
ド
・
コ

ー
ク
氏
の
妻
ジ
ュ
リ
ア
・
コ
ー

ク
氏
だ
っ
た
。

　

一
方
、
投
資
運
用
会
社
フ
ォ

ー
ト
レ
ス
・
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン

ト
の
共
同
創
設
者
ラ
ン
ダ
ル
・

ナ
ー
ド
ン
氏
と
、
不
動
産
開
発

会
社
リ
レ
イ
テ
ッ
ド
の
会
長
で

Ｎ
Ｆ
Ｌ
マ
イ
ア
ミ
・
ド
ル
フ
ィ

ン
ズ
の
オ
ー
ナ
ー
で
あ
る
ス
テ

ィ
ー
ブ
ン
・
ロ
ス
氏
は
リ
ス
ト

か
ら
外
れ
た
。
以
下
上
位
10
位

は
２
位
モ
ス
ク
ワ
、
３
位
香

港
、
４
位
ロ
ン
ド
ン
、
５
位
北

京
、６
位
ム
ン
バ
イ（
イ
ン
ド
）、

７
位
シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
、
８
位
上

海
、
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
、
10

位
ロ
サ
ン
ゼ
ル
ス
。

億
万
長
者
が
最
も
多
い
街

１
位
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

　
　

フ
ォ
ー
ブ
ス
誌
調
査

 　簡易小型屋外車庫、ジ
ェファーソンは２階建て木
製ガレージキット。 オプ
ションのドアと窓を取り付
けて、好みのスタイルに。
木造なので耐久性が高く、
2階部分に収納や作業スペ
ースを追加可能。2シング
ルカーガレージ、大型倉庫、
またはワークショップに使
用できる。裏庭までドライ
ブウエーがある家なら、バ
ックヤードに建てれば、小
型乗用車、オートバイなど
の専用ガレージ、工作室な
ど趣味の隠れ家としても利
用できる。価格は $11,164　
05Jeff erson 　　
販売はホームデポ
www.homedepot.com

物置、ガレージ
趣味の隠れ家を
　　　裏庭に建てる

mailto:commercial@redacinc.com
mailto:info@precious-piece.com
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コロンビア大学応用言語学教育博士 高橋純子

1. 日本の大学との違い（１）

　

先
月
ま
で
の
シ
リ
ー
ズ
で

は
、
米
国
の
学
校
で
社
会
的
ス

キ
ル
を
培
い
、
英
語
を
習
得
し

て
日
本
に
帰
国
し
た
学
生
ら
に

と
っ
て
、
ど
の
よ
う
な
学
校
が

最
適
な
の
か
。
ま
た
ど
ん
な
受

験
が
待
ち
受
け
て
い
る
の
か
。

と
い
っ
た
テ
ー
マ
で
、
そ
れ
ぞ

れ
の
タ
イ
プ
の
学
校
の
特
徴
を

掘
り
下
げ
ま
し
た
。
ま
た
最
後

の
章
で
は
、
近
年
の
日
本
の
大

学
の
帰
国
枠
縮
小
・
廃
止
の
傾

向
に
つ
い
て
も
お
伝
え
し
ま
し

た
。
新
年
度
か
ら
の
新
し
い
テ

ー
マ
で
は
、
米
国
の
大
学
進
学

に
焦
点
を
当
て
て
様
々
な
角
度

か
ら
探
っ
て
い
き
ま
す
。
初
回

で
あ
る
今
月
は
、
ま
ず
米
国
の

大
学
か
日
本
の
大
学
か
で
進
学

を
悩
ん
で
お
ら
れ
る
方
に
、
何

を
根
拠
に
決
断
す
れ
ば
良
い
の

か
、
ま
た
日
本
の
大
学
と
の
お

お
ま
か
な
違
い
、
各
国
大
学
の

良
い
点
や
悪
い
点
な
ど
の
ヒ
ン

ト
を
模
索
し
て
み
た
い
と
思
い

ま
す
。

　

大
学
進
学
論
点
：
言
語
力

　

ま
ず
ど
ち
ら
の
国
で
の
進
学

に
定
め
る
か
で
す
が
、
ご
本
人

の
性
格
や
、
米
国
の
高
額
な
授

業
料
、
ま
た
ご
家
庭
の
事
情
等

は
省
き
ま
す
。

　

最
初
の
論
点
と
し
て
「
学
習

言
語
」
＝
ア
カ
デ
ミ
ッ
ク
な
内

容
、
つ
ま
り
大
学
レ
ベ
ル
の
読

み
書
き
に
不
自
由
が
な
く
、
論

理
的
ま
た
抽
象
的
思
考
を
理
解

し
言
語
化
で
き
る
の
は
ど
ち
ら

の
言
語
な
の
か
？
を
考
え
て
み

ま
し
ょ
う
。
米
国
在
住
と
い
っ

て
も
子
供
に
よ
っ
て
言
語
的
状

況
は
千
差
万
別
で
す
。
ま
ず
小

学
校
〜
高
校
時
代
に
至
っ
て
全

て
を
米
国
で
過
ご
し
た
お
子
様

を
例
に
取
り
ま
し
ょ
う
。
こ
の

よ
う
な
ケ
ー
ス
は
、
英
語
は
ネ

イ
テ
ィ
ブ
レ
ベ
ル
で
あ
る
も
の

の
、
日
本
語
の
読
み
書
き
力
が

低
い
場
合
や
、
日
本
語
は
聞
け

ば
理
解
で
き
る
が
応
え
る
の
は

全
て
英
語
、
あ
る
い
は
日
本
語

は
全
く
理
解
で
き
な
い
ケ
ー
ス

な
ど
も
存
在
し
ま
す
。
逆
に
在

米
年
数
が
短
く
て
英
語
は
会
話

程
度
で
す
が
、
日
本
語
は
会
話

い
が
、
と
り
あ
え
ず
こ
の
大
学

に
入
る
こ
と
が
大
事
だ
っ
た
」

と
い
っ
た
言
葉
が
生
徒
本
人
ら

か
ら
発
せ
ら
れ
る
こ
と
も
少
な

く
あ
り
ま
せ
ん
。
一
方
米
国
の

学
生
ら
は
専
門
的
な
方
向
性
を

念
頭
に
進
路
を
決
め
ま
す
。
例

え
ば
「
こ
の
大
学
は
こ
の
プ
ロ

グ
ラ
ム
が
良
い
か
ら
、
こ
こ
に

行
き
た
い
」
と
い
う
キ
ャ
リ
ア

志
向
が
す
で
に
見
ら
れ
ま
す
。

こ
れ
は
社
会
の
構
造
、
例
え
ば

日
本
企
業
だ
と
多
く
が
様
々
な

部
署
を
経
験
し
て
か
ら
一
般
的

に
上
に
登
っ
て
い
く
シ
ス
テ
ム

が
ま
だ
ま
だ
多
く
、
あ
る
程
度

の
成
績
を
納
め
て
い
れ
ば
将
来

安
泰
だ
と
言
え
ま
す
。
他
方
、

米
国
の
企
業
で
は
最
初
か
ら
特

定
の
専
門
分
野
で
雇
わ
れ
、
ス

キ
ル
を
磨
き
、
転
職
で
キ
ャ
リ

ア
も
給
料
も
上
昇
し
て
い
く
と

い
う
パ
タ
ー
ン
が
多
い
よ
う
で

す
。
し
か
し
競
争
も
激
し
く
、

ま
た
雇
用
が
長
期
間
安
定
し
て

い
る
と
は
限
り
ま
せ
ん
。
同
時

に
自
分
の
得
意
分
野
で
専
門
的

知
識
と
経
験
を
積
み
、
ま
た
本

当
の
意
味
で
能
力
が
高
い
人
は

男
女
や
年
齢
を
問
わ
ず
報
わ
れ

る
社
会
で
あ
る
と
い
え
ま
す
。

こ
の
よ
う
な
社
会
の
違
い
を
踏

ま
え
て
、
大
学
の
専
門
分
野
に

対
す
る
捉
え
方
自
体
を
熟
慮
す

る
必
要
が
あ
り
ま
す
。「
こ
れ

が
好
き
だ
か
ら
勉
強
し
た
い
」

と
言
っ
て
も
、
仕
事
に
な
ら
な

い
も
の
も
あ
り
ま
す
し
、
ま
た

高
給
分
野
は
人
気
は
あ
り
ま
す

が
、
や
は
り
雇
用
を
競
う
形
と

な
り
ま
す
。
ご
家
族
や
学
校
の

ガ
イ
ダ
ン
ス
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
と

よ
く
相
談
さ
れ
る
こ
と
も
重
要

で
す
ね
。
次
回
は
ご
本
人
の
ル

ー
ツ
や
ア
イ
デ
ン
テ
ィ
テ
ィ
ー

探
究
、
日
本
語
強
化
の
た
め
に

日
本
の
大
学
に
進
学
さ
れ
た
方

の
声
を
ご
紹
介
し
ま
す
。（
つ

づ
く
） 

　

た
か
は
し
・
じ
ゅ
ん
こ
＝
コ

ロ
ン
ビ
ア
大
学
応
用
言
語
学
教

育
博
士
。
日
本
語
・
英
語
共
に

様
々
な
新
聞
コ
ラ
ム
や
学
術
記

事
な
ど
執
筆
。
著
書
に
『
ア
メ

リ
カ
駐
在
：
こ
れ
で
安
心
子
ど

も
の
教
育
ナ
ビ
』（
時
事
通
信

出
版
社
）
な
ど
。

も
読
み
書
き
も
母
国
語
レ
ベ
ル

の
ま
ま
だ
と
い
う
方
も
い
れ

ば
、
ご
く
稀
に
英
語
と
日
本
語

の
両
言
語
と
も
会
話
も
読
み
書

き
も
高
い
レ
ベ
ル
を
こ
な
し
て

い
る
ケ
ー
ス
も
あ
り
ま
す
。
大

学
で
は
高
度
な
テ
キ
ス
ト
や
文

献
を
「
読
み
」、内
容
を
「
理
解
」

し
て
、
ま
た
そ
れ
ら
や
自
分
の

リ
サ
ー
チ
に
基
づ
き
、
エ
ッ
セ

イ
、
レ
ポ
ー
ト
、
ま
た
リ
サ
ー

チ
ペ
ー
パ
ー
を
「
書
く
」
と
い

う
作
業
を
し
な
け
れ
ば
な
り
ま

せ
ん
。
ま
ず
は
こ
れ
ら
が
自
分

で
こ
な
せ
る
と
い
う
、
ア
カ
デ

ミ
ッ
ク
な
「
言
語
力
」
は
ど
ち

ら
が
中
心
な
の
か
が
キ
ー
と
な

り
ま
す
。

　

大
学
進
学
論
点
：
専
門
性

　

も
う
一
つ
の
重
要
な
キ
ー
ポ

イ
ン
ト
は
、
ご
本
人
が
ど
れ
だ

け
専
門
的
分
野
に
進
み
た
い
か

ど
う
か
で
す
。
日
本
の
有
名
大

学
で
教
え
て
い
る
と
、「
こ
の

学
部
内
容
に
は
全
く
興
味
は
な

教員3700人新雇用
アダムスNY市長が一転

　

エ
リ
ッ
ク
・
ア
ダ
ム
ス
Ｎ
Ｙ

市
長
は
９
日
、
公
立
７
５
０
校

に
教
員
３
７
０
０
人
を
新
た
に

雇
用
す
る
と
発
表
し
た
。
ク
ラ

ス
の
生
徒
に
準
じ
た
教
員
数
を

定
め
る
Ｎ
Ｙ
州
の
ク
ラ
ス
・
サ

イ
ズ
法
に
つ
い
て
同
市
で
は
こ

れ
ま
で
物
議
が
続
い
て
い
た
。

　

キ
ャ
シ
ー
・
ホ
ウ
ク
ル
Ｎ
Ｙ

州
知
事
は
２
０
２
２
年
、
学
級

人
数
の
上
限
を
キ
ン
ダ
ー
〜
３

年
は
20
人
、４
〜
８
年
は
23
人
、

高
校
は
25
人
と
す
る
同
法
を
承

認
し
た
。
同
法
に
対
し
ア
ダ
ム

ス
Ｎ
Ｙ
市
長
は
こ
れ
ま
で
、
同

市
は
同
法
に
準
じ
た
教
員
の
雇

用
は
負
担
で
き
な
い
と
し
反
対

の
意
志
を
示
し
て
い
た
。
現

在
、
公
立
校
の
約
46
％
に
当
た

る
１
８
０
０
校
以
上
が
基
準
を

満
た
し
て
い
な
い
が
、
Ｎ
Ｙ
市

は
今
年
９
月
ま
で
に
60
％
、
28

年
ま
で
に
は
す
べ
て
の
公
立
校

で
同
法
に
従
っ
た
教
員
を
雇
用

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。 ホウクルNY知事の方針に従う

mailto:emishoga@danielgale.com
mailto:miyuki3533@gmail.com
http://www.shoenrealty.com
http://snsrealty.com/
http://www.startsnewyork.com
http://www.furumoto.com
http://kiku-ny.com
https://able-nw.com/newyork/
tel:9176780297
mailto:MFurusho@christiesrealestategroup.com
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ル
ー
ト
66
フ
ァ
ン
の
皆
さ

ん
、
こ
ん
に
ち
は
！
こ
こ
南
カ

リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
は
、
連
日
華

氏
80
度
（
摂
氏
約
27
度
）
を
超

え
る
陽
気
が
続
き
、
す
っ
か

り
「
初
夏
」
の
よ
う
な
気
候
に

な
っ
て
き
ま
し
た
。
皆
さ
ん
の

お
住
ま
い
の
地
域
は
い
か
が
で

し
ょ
う
か
？
さ
て
昨
日
、
ふ
と

観
て
い
た
Ｍ
Ｌ
Ｂ
の
試
合
、
ヤ

ン
キ
ー
ス
対
タ
イ
ガ
ー
ス
（
デ

ト
ロ
イ
ト
）
で
、
な
ん
と
試
合

開
始
時
に
雪
が
舞
っ
て
い
た
の

に
は
び
っ
く
り
し
ま
し
た
。
い

や
は
や
、
ア
メ
リ
カ
は
広
い
！

南
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
の
初
夏
と

ミ
シ
ガ
ン
の
雪
、
ま
さ
に
季
節

の
ギ
ャ
ッ
プ
を
感
じ
る
瞬
間
で

し
た
。
私
事
で
す
が
、
先
月
下

旬
か
ら
今
月
の
第
１
週
に
か
け

て
、
日
本
に
一
時
帰
国
し
て
い

ま
し
た
。
寒
さ
と
暖
か
さ
が
交

互
に
訪
れ
、
晴
天
か
ら
雨
続
き

ま
で
、
ま
さ
に
季
節
の
移
ろ
い

を
体
感
で
き
る
タ
イ
ミ
ン
グ
で

し
た
。
桜
は
満
開
ま
で
も
う
一

歩
と
い
っ
た
と
こ
ろ
で
し
た

が
、
開
花
後
の
素
敵
な
姿
を
楽

し
む
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
最

近
で
は
、
ア
メ
リ
カ
で
も
ワ
シ

ン
ト
ン
Ｄ
Ｃ
や
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク

を
は
じ
め
、
各
地
で
桜
が
楽
し

め
る
よ
う
に
な
っ
て
き
ま
し
た

ね
。
日
本
の
春
の
風
物
詩
が
こ

ち
ら
で
も
親
し
ま
れ
る
よ
う
に

な
っ
て
き
た
の
は
、
本
当
に
嬉

し
い
こ
と
で
す
。
そ
し
て
４
月

と
い
え
ば
、
ル
ー
ト
66
の
ト
ラ

ベ
ル
シ
ー
ズ
ン
の
幕
開
け
で

す
！
今
年
も
い
ろ
い
ろ
な
情
報

を
お
届
け
し
て
い
こ
う
と
思
っ

て
い
た
矢
先
、
な
ん
と
４
月
は

ニ
ュ
ー
ス
満
載
の
ス
タ
ー
ト
と

な
り
ま
し
た
。
今
回
は
そ
の
中

か
ら
厳
選
し
て
、
今
ま
さ
に
ル

ー
ト
66
で
起
き
て
い
る
最
新
ト

ピ
ッ
ク
ス
を
お
届
け
す
る
シ
ー

ズ
ン
⑥
「
今
、
ル
ー
ト
66
で
は

何
が
起
こ
っ
て
い
る
の
か
？
」

を
お
送
り
し
ま
す
！

 

■
変
わ
る
米
国
旅
行
、
揺
れ
る

ル
ー
ト
66
？

　

事
の
発
端
は
、
ル
ー
ト
66
愛

好
家
の
友
人
で
も
あ
る
、
オ
ラ

ン
ダ
・
ル
ー
ト
66
団
体
の
創
設

者
、
ド
リ
ー
ス
・
ベ
ッ
セ
ル
ス

氏
が
、
数
十
回
に
わ
た
る
渡
米

経
験
を
持
ち
な
が
ら
も
「
今
の

米
国
は
以
前
の
よ
う
に
安
心
し

て
訪
れ
ら
れ
る
場
所
で
は
な

い
」
と
コ
メ
ン
ト
。
予
定
し
て

い
た
カ
ン
フ
ァ
レ
ン
ス
出
席
を

取
り
や
め
た
こ
と
に
始
ま
り
ま

し
た
。
こ
の
ニ
ュ
ー
ス
は
瞬
く

間
に
ル
ー
ト
66
界
隈
に
広
ま

り
、
私
達
仲
間
の
間
で
も
意
見

や
考
え
の
違
い
か
ら
幾
つ
か
の

論
争
が
生
ま
れ
、
関
係
に
亀
裂

が
入
る
事
態
に
発
展
し
ま
し

た
。
ド
リ
ー
ス
に
限
ら
ず
、
カ

ナ
ダ
や
欧
州
、
オ
ー
ス
ト
ラ
リ

ア
な
ど
か
ら
の
旅
行
者
も
米
国

旅
行
を
キ
ャ
ン
セ
ル
。
特
に
ト

ラ
ン
プ
大
統
領
の
政
策
や
発
言

へ
の
不
安
が
背
景
に
あ
る
よ
う

で
す
。こ
の
傾
向
は
観
光
業
界
、

特
に
海
外
観
光
客
が
売
上
の
３

〜
４
割
を
占
め
る
ル
ー
ト
66
沿

い
の
ビ
ジ
ネ
ス
に
と
っ
て
は
大

き
な
懸
念
材
料
で
す
。
来
年
に

控
え
る
ル
ー
ト
66
生
誕
１
０
０

周
年
を
前
に
、
観
光
地
や
地
域

社
会
に
は「
海
外
旅
行
者
離
れ
」

は
深
刻
な
問
題
。
観
光
経
済
の

専
門
家
に
よ
れ
ば
、
米
国
へ
の

訪
問
者
数
は
前
年
予
測
（
９
％

増
）
か
ら
急
遽
下
方
修
正
（
５

％
減
）
さ
れ
、
１
８
０
億
ド
ル

（
約
２
・
７
兆
円
）
の
支
出
減
と

な
る
見
通
し
。
ア
リ
ゾ
ナ
州
の

ル
ー
ト
66
専
門
家
で
あ
る
ジ

ム
・
ヒ
ン
ク
リ
ー
氏
も
、
こ
の

流
れ
は
、
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
以
来

の
大
き
な
打
撃
に
な
る
可
能
性

が
あ
る
と
発
言
し
ま
し
た
。
コ

ロ
ナ
禍
で
は
国
内
旅
行
を
活
性

化
さ
せ
る
こ
と
で
乗
り
越
え
た

地
域
も
多
く
、
今
回
も
創
意
工

夫
が
カ
ギ
と
な
り
ま
す
。

 

■
ル
ー
ト
66
の
春
、
名
所
に
訪

れ
る
転
機

　

先
月
、
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

バ
ー
ス
ト
ウ
に
あ
る
「
ル
ー
ト

66
マ
ザ
ー
ロ
ー
ド
博
物
館
」
の

再
開
を
ご
紹
介
し
ま
し
た
が
、

こ
の
春
は
そ
れ
に
続
き
、
ル
ー

ト
66
上
の
い
く
つ
か
の
名
所
に

売
却
の
動
き
が
見
ら
れ
て
い
ま

す
。
歴
史
あ
る
場
所
が
新
た
な

オ
ー
ナ
ー
を
募
っ
て
い
る
と
い

う
ニ
ュ
ー
ス
は
旅
人
や
地
元
の

人
々
に
と
っ
て
少
し
寂
し
さ
も

あ
り
ま
す
が
、
次
の
時
代
へ
の

バ
ト
ン
が
渡
さ
れ
よ
う
と
し
て

い
る
サ
イ
ン
で
も
あ
り
ま
す
。

（
１
）
歴
史
が
息
づ
く
ニ
ュ
ー

メ
キ
シ
コ
州
の
ホ
テ
ル
２
軒
が

売
却
へ

　

最
初
の
ニ
ュ
ー
ス
は
、
ニ
ュ

ー
メ
キ
シ
コ
州
ラ
ス
ベ
ガ
ス
に

あ
る「Plaza Hotel（
１
８
８
２

年
創
業
）」
と
「Castañeda 

Hotel

」
に
つ
い
て
で
す
。
約

10
年
に
わ
た
り
こ
の
２
軒
を
所

有
し
て
き
た
の
は
、
筆
者
の

ホ
テ
ル
業
界
の
大
先
輩
、
ア

ラ
ン
・
ア
フ
ェ
ル
ド
氏
。
彼

は
「
人
生
を
シ
ン
プ
ル
に
す
る

時
が
来
た
」
と
語
り
、
人
生
の

次
章
へ
と
舵
を
切
る
た
め
売
却

を
決
断
し
ま
し
た
。
ア
ラ
ン
は

２
０
１
４
年
に
両
ホ
テ
ル
を
購

入
後
、
数
百
万
ド
ル
を
投
じ
て

歴
史
あ
る
建
物
を
丁
寧
に
修

復
。
老
朽
化
し
て
い
た
建
物
は

見
事
に
蘇
り
、
今
で
は
ラ
ス
ベ

ガ
ス
の
シ
ン
ボ
ル
と
し
て
多
く

の
人
に
愛
さ
れ
て
い
ま
す
。

（
２
）
オ
ク
ラ
ホ
マ
州
の
老
舗

「Clanton’s Cafe

」
が
市
場
に

　

次
に
ご
紹
介
す
る
の
は
、

オ
ク
ラ
ホ
マ
州
ヴ
ィ
ニ
タ
に

あ
る
家
族
経
営
の
老
舗
レ
ス

ト
ラ
ン
「Clanton’s Cafe

」。

１
９
２
７
年
に
創
業
し
、

１
９
４
７
年
に
現
在
の
場
所

へ
と
移
転
し
た
こ
の
カ
フ
ェ

は
、
ル
ー
ト
66
を
象
徴
す
る
ダ

イ
ナ
ー
の
ひ
と
つ
と
し
て
知
ら

れ
て
い
ま
す
。
そ
の
名
を
さ
ら

に
全
国
区
に
し
た
の
は
、
フ
ー

ド
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
の
人
気
番

組
「Diners, Drive-Ins and 

Dives

」
へ
の
出
演
で
す
。
今

回
１
９
０
万
ド
ル
の
希
望
価
格

で
売
却
が
発
表
さ
れ
ま
し
た

が
、
オ
ク
ラ
ホ
マ
・
ル
ー
ト
66

協
会
の
会
長
リ
ー
ス
・
マ
ー
テ

ィ
ン
氏
に
よ
れ
ば
、「
新
た
な

オ
ー
ナ
ー
に
は
、
家
族
の
レ
ガ

シ
ー
を
大
切
に
受
け
継
い
で
く

れ
る
方
を
選
び
た
い
」
と
の
こ

と
。
ル
ー
ト
66
の
歴
史
を
守
る

意
志
が
伝
わ
っ
て
き
ま
す
。

（
３
）
ア
ル
バ
カ
ー
キ
北
部
の

「El Camino M
otor Hotel

」

も
売
却
へ

　

そ
し
て
も
う
一
件
、
ニ

ュ
ー
メ
キ
シ
コ
州
ア
ル
バ

カ
ー
キ
北
部
に
あ
る
「El 
Camino Motor Hotel

」
が
、

２
５
０
万
ド
ル
で
売
却
に
出
さ

れ
ま
し
た
。
１
９
４
０
年
代
に

建
て
ら
れ
た
こ
の
歴
史
的
モ
ー

テ
ル
は
、
か
つ
て
の
ル
ー
ト
66

「
サ
ン
タ
フ
ェ
・
ル
ー
プ
」
沿

い
に
位
置
し
て
お
り
、
ク
ラ
シ

ッ
ク
な
ア
メ
リ
カ
ン
・
モ
ー
テ

ル
の
趣
を
色
濃
く
残
し
て
い
ま

す
。
全
31
室
に
加
え
、
２
階
建

て
の
管
理
人
用
ア
パ
ー
ト
を
備

え
て
お
り
、
す
ぐ
に
運
営
可
能

な
「
タ
ー
ン
キ
ー
物
件
」
と
し

て
注
目
を
集
め
て
い
ま
す
。
旅

人
を
迎
え
て
き
た
長
年
の
歴
史

を
引
き
継
ぐ
、
新
た
な
ホ
ス
ト

の
登
場
が
期
待
さ
れ
ま
す
。
ル

ー
ト
66
は
単
な
る
道
路
で
は
な

く
、
人
々
の
夢
や
記
憶
、
地
域

の
物
語
が
詰
ま
っ
た
「
生
き
た

遺
産
」
で
す
。
こ
う
し
た
名
所

が
ど
ん
な
未
来
へ
と
つ
な
が
っ

て
い
く
の
か
、
見
守
っ
て
い
き

た
い
で
す
ね
。

 　
最
後
に
心
温
ま
る
話
題
を
一

つ
。
去
る
３
月
１
日
、
パ
ン
ケ

ー
キ
の
大
手
チ
ェ
ー
ン
、
Ｉ
Ｈ

Ｏ
Ｐ
は
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

サ
ン
タ
モ
ニ
カ
・
ピ
ア
に
て

「20K for Pancake Day

」
と

題
し
た
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
。
目

標
は
２
万
枚
で
し
た
が
、
結

果
は
そ
れ
を
大
き
く
上
回
る

２
万
５
６
２
９
枚
で
見
事
、
従

来
の
記
録（
１
万
７
１
８
２
枚
）

を
塗
り
替
え
、
ギ
ネ
ス
世
界
記

録
「
８
時
間
以
内
に
提
供
さ
れ

た
パ
ン
ケ
ー
キ
の
最
多
数
」
の

更
新
に
成
功
す
る
快
挙
と
な
り

ま
し
た
。

　

そ
れ
で
は
来
月
ま
た
お
目
に

か
か
り
ま
す
！

（
後
藤
敏
之
／
ル
ー
ト
66
協
会

ジ
ャ
パ
ン
・
代
表
）

最
新
ニ
ュ
ー
ス
！
魅
惑
の
ア
メ
リ
カ
旧
国
道
「
ル
ー
ト
66
」

そ
の
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米
国
旅
行
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撃
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訪
れ
る
転
機
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先
日
、
日
本
の
某
雑
誌
で

長
期
連
載
し
て
い
る
マ
ン
ガ

で
「
美
術
館
学
芸
員
」
が
登

場
し
ま
し
た
。
と
こ
ろ
が
、

ど
う
も
お
か
し
い
の
は
、
こ

の
女
性
が
展
示
室
の
隅
に
座

っ
て
お
り
、
監
視
を
し
て
い

る
の
で
す
。
ア
メ
リ
カ
で
も

同
じ
だ
と
思
い
ま
す
が
、
博

物
館
・
美
術
館
の
展
示
室
で

監
視
を
行
っ
て
い
る
の
は
、

外
部
業
者
又
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ

ア
の
方
で
、
学
芸
員
は
展
示

室
で
は
な
く
研
究
室
等
の
バ

ッ
ク
ヤ
ー
ド
で
仕
事
を
し
て

い
る
こ
と
が
ほ
と
ん
ど
で
す
。

小
規
模
な
施
設
で
は
、
学
芸

員
自
ら
監
視
や
受
付
業
務
を

行
っ
て
い
る
こ
と
も
あ
り
ま

す
が
、
こ
の
マ
ン
ガ
で
は
そ

れ
な
り
に
大
規
模
な
美
術
館

で
、
当
該
学
芸
員
も
50
歳
と

い
う
設
定
で
す
の
で
、
な
お

の
こ
と
学
芸
員
が
監
視
を
行

う
の
は
現
実
的
で
は
あ
り
ま

せ
ん
。
ま
た
、
欄
外
の
柱
書

き
に
は
、「
美
術
館
の
壁
の
花

-

学
芸
員
の
女
」
と
あ
り
、
ジ

ェ
ン
ダ
ー
的
に
も
問
題
が
あ

る
と
感
じ
ま
し
た
。
実
際
、

博
物
館
・
美
術
館
で
は
、
ふ

だ
ん
学
芸
員
が
展
示
室
に
い

る
こ
と
が
少
な
い
た
め
、
監

視
さ
れ
て
い
る
方
が
学
芸
員

だ
と
誤
解
さ
れ
て
い
る
方
が

多
い
こ
と
は
承
知
し
て
い
ま

し
た
が
、
ま
さ
か
ベ
テ
ラ
ン

の
マ
ン
ガ
家
や
編
集
者
が
そ

う
し
た
誤
解
を
さ
れ
て
い
た

と
は
、
少
々
残
念
で
し
た
。

　

最
近
は
テ
レ
ビ
番
組
な
ど

に
も
学
芸
員
が
登
場
す
る
こ

と
が
多
く
な
り
、
だ
い
ぶ
学

芸
員
の
仕
事
が
広
く
知
ら
れ

る
よ
う
に
な
っ
た
気
が
し
ま

す
し
、
岐
阜
県
美
術
館
で
監

視
を
さ
れ
て
い
た
宇
佐
江

み
つ
こ
さ
ん
が
オ
リ
ジ
ナ

ル
の
４
コ
マ
マ
ン
ガ
を
書

き
、『
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
の
女
』

（KADOKAW
A　

２
０
１
７
）

と
い
う
本
に
も
な
っ
て
お
り
、

私
が
監
修
し
て
グ
レ
ゴ
リ
青

山
さ
ん
に
描
い
て
い
た
だ
い

た『
京
博
深
掘
り
さ
ん
ぽ
』（
小

学
館   

２
０
２
３
；
オ
リ
ジ

ナ
ル
は
京
都
国
立
博
物
館
の

ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
掲
載
）
で

も
、
館
の
職
員
で
は
な
く
業

務
委
託
し
て
い
る
業
者
が
監

視
を
行
っ
て
い
る
こ
と
を
明

示
し
、
監
視
員
の
仕
事
が
か

な
り
周
知
さ
れ
る
よ
う
に
な

っ
た
と
思
っ
て
い
た
の
で
す

が
、
さ
ら
な
る
努
力
が
必
要

で
あ
る
と
感
じ
ま
し
た
。

　

ち
な
み
に
、
監
視
員
は
、

来
館
者
が
快
適
に
鑑
賞
で
き

る
よ
う
に
、
作
品
接
触
、
写

真
撮
影
、
危
険
物
持
ち
込
み

な
ど
の
防
止
の
た
め
に
展
示

室
を
監
視
す
る
こ
と
が
仕
事

で
す
。
ま
た
、
来
館
者
の
動

き
を
観
察
す
る
た
め
、
立
つ
、

座
る
、
移
動
す
る
こ
と
を
繰

り
返
し
、
展
示
作
品
に
近
づ

き
す
ぎ
る
人
に
は
、「
少
し
離

れ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
」
と
控

え
め
に
声
を
か
け
た
り
し
て

い
ま
す
。

　

な
お
、
博
物
館
の
学
芸
員

や
動
物
園
・
水
族
館
の
飼
育

員
等
の
仕
事
に
関
し
て
は
、

近
年
マ
ン
ガ
で
紹
介
す
る
本

が
多
く
出
版
さ
れ
て
い
ま
す

の
で
、
正
し
い
情
報
を
伝
え

て
ほ
し
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

（
参
考
）
オ
ノ
ユ
ウ
リ
『
美
術

館
で
働
く
と
い
う
こ
と
－
東

京
都
現
代
美
術
館
学
芸
員
ひ

み
つ
日
記
（KADOKAW

A  

２
０
１
５
）、
滝
登
く
ら
げ

『
学
芸
員
の
観
察
日
記: 

ミ
ュ

ー
ジ
ア
ム
の
う
ら
が
わ
』（
文

学
通
信 

２
０
２
３
）、
鷹
取

ゆ
う
『
博
物
館
の
「
怖
い
話
」

－
学
芸
員
さ
ん
た
ち
の
不
思

議
す
ぎ
る
日
』（
二
見
書
房 

２
０
２
３
）
等
。　
　
　
　
　

（
栗
原
祐
司
／
国
立
科
学
博
物

館
副
館
長
）
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日
本
ク
ラ
ブ
は
、
東
京

の
国
際
文
化
会
館
（ The 

International House of 
Japan

）
と
レ
シ
プ
ロ
契
約
を

締
結
し
、
４
月
20
日
（
日
）
か

ら
相
互
利
用
提
携
を
開
始
す

る
。
こ
れ
に
よ
り
、
日
本
ク
ラ

ブ
会
員
は
訪
日
中
に
国
際
文
化

会
館
が
利
用
で
き
る
。
今
回
の

レ
シ
プ
ロ
契
約
は
、
日
本
に
帰

国
し
た
元
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
総
領

事
・
大
使
の
協
力
に
よ
り
実
現

し
た
。

　

１
９
５
２
（
昭
和
27
）
年
設

立
の
国
際
文
化
会
館
は
、
東
京

都
港
区
六
本
木
５
丁
目
（
麻
布

鳥
居
坂
）
に
位
置
し
、
国
際
相

互
理
解
の
た
め
の
文
化
交
流
、

及
び
知
的
協
力
の
促
進
を
目
的

と
す
る
公
益
財
団
法
人
（
公
益

財
団
法
人
国
際
文
化
会
館
）、

及
び
同
法
人
が
運
営
す
る
施
設

で
、
会
議
室
、
ホ
ー
ル
、
レ
ス

ト
ラ
ン
、
図
書
室
、
宿
泊
室
を

兼
ね
備
え
て
い
る
。
ま
た
、
港

区
の
名
勝
に
指
定
さ
れ
、
都
会

の
オ
ア
シ
ス
と
賛
え
ら
れ
る
日

本
庭
園
は
、
１
年
を
通
し
て
四

季
折
々
の
景
観
が
楽
し
め
る
。

日
本
ク
ラ
ブ
が
利
用
提
携

東
京
の
国
際
文
化
会
館
と

　

福
岡
県
柳
川
市
で
４
０
０
年

の
歴
史
を
持
つ
料
亭
旅
館
「
御

花
」
が
こ
の
ほ
ど
改
装
を
済
ま

せ
、
海
外
旅
行
者
を
受
け
入
れ

る
体
制
が
整
っ
た
の
に
合
わ
せ

７
日
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
市
内
で

お
披
露
目
イ
ベ
ン
ト
が
開
催
さ

れ
た
。
福
岡
の
書
道
家
、
日
本

酒
も
参
加
し
た
。

　

マ
ン
ハ
ッ
タ
ン
の
日
本

食
レ
ス
ト
ラ
ン
Ｚ
Ｕ
Ｍ
Ａ

で
開
催
さ
れ
た
こ
の
イ
ベ
ン
ト

は
Ｎ
Ｙ
に
本
社
を
置
く
戦
略
コ

ン
サ
ル
テ
ィ
ン
グ
・
Ｐ
Ｒ
会
社

の
Ｃ
Ａ
Ｎ
Ｖ
Ａ
Ｓ
（
キ
ャ
ン
バ

ス
、
釣
島
健
太
郎
社
長
）
が
運

営
し
た
も
の
で
、
当
日
は
、
柳

川
市
か
ら
立
花
家
18
代
立
花
千

月
香
代
表
取
締
役
社
長
が
来
米

し
「
御
花
」
の
魅
力
を
ア
ピ
ー

ル
し
た
。
旅
行
会
社
関
係
者
、

航
空
会
社
、
イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ

ー
、報
道
関
係
者
が
出
席
し
た
。

　

立
花
社
長
は
江
戸
時
代
か
ら

続
く
邸
宅
の
歴
史
な
ど
を
ス
ラ

イ
ド
で
映
し
て
紹
介
し
な
が
ら

「
全
面
的
な
大
改
装
を
す
ま
せ
、

海
外
か
ら
の
皆
さ
ま
に
日
本
の

伝
統
美
を
満
足
し
て
い
た
だ
け

る
御
花
を
紹
介
で
き
る
こ
と
は

大
き
な
喜
び
」
と
挨
拶
し
た
。

書
道
家
、
中
村
ふ
く
が
「
福
」

「
明
」
な
ど
の
前
衛
書
の
実
演

を
披
露
し
た
ほ
か
、
ク
ラ
フ
ト

酒
蔵
Ｌ
Ｉ
Ｂ
Ｒ
Ｏ
Ｍ
が
ゆ
ず
風

味
の
フ
ル
ー
テ
ィ
ー
な
日
本
酒

な
ど
を
振
る
舞
っ
た
。
日
本
側

で
の
Ｐ
Ｒ
を
担
当
す
る
Ｆ
Ａ
Ｔ

コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ー
の
宮
脇
太
Ｃ

Ｅ
Ｏ
が
東
京
か
ら
の
空
の
便
な

ど
ア
ク
セ
ス
を
解
説
し
た
。

　
「
御
花
」
の
歴
史
は
、
江
戸

時
代
、
柳
川
藩
主
立
花
家
の
邸

宅
と
し
て
始
ま
る
。
五
代
藩
主 

立
花
貞
俶
（
さ
だ
よ
し
）
が
側

室
や
子
息
た
ち
の
住
ま
い
を
柳

川
城
近
く
の
こ
の
場
所
に
移
し

て
以
来
、
令
和
の
現
在
に
至
る

ま
で
立
花
家
が
受
け
継
い
で
き

た
。
屋
敷
が
建
て
ら
れ
た
の
ち

こ
の
場
所
は
季
節
の
花
々
で
彩

ら
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
こ
と
か

ら
「
御
花
畠
（
ば
た
け
）」
の

愛
称
で
親
し
ま
れ
る
よ
う
に
な

り
、
そ
れ
が
現
在
の
屋
号
「
御

花
」
と
な
っ
た
。

　

時
代
が
変
わ
り
、
伯
爵
家
と

な
っ
た
明
治
時
代
、
戦
中
戦
後

の
混
乱
期
を
乗
り
越
え
、
現
在

は
料
亭
旅
館
と
し
て
、
柳
川
藩

主
の
末
裔
、
立
花
家
が
運
営
を

続
け
て
い
る
。

　

訪
日
宿
泊
体
験
し
た
米
国
人

イ
ン
フ
ル
エ
ン
サ
ー
の
ハ
ン

ド
ル
ネ
ー
ムRESTAURANT 

GROUPIE

さ
ん
は
「
日
本
庭

園
の
松
濤
園
を
眺
め
な
が
ら
楽

し
む
料
理
や
船
着
場
か
ら
舟
を

浮
か
べ
て
水
の
音
を
聞
き
、
船

頭
の
歌
に
耳
を
傾
け
て
そ
こ
で

出
会
う
の
は
、
か
つ
て
こ
こ
で

暮
ら
し
た
藩
主
や
伯
爵
の
あ
る

一
日
で
し
た
。
と
き
の
流
れ
に

思
い
を
馳
せ
る
、
そ
ん
な
ひ
と

と
き
を
楽
し
む
こ
と
が
で
き
ま

し
た
」
と
体
験
を
報
告
し
た
。

　

行
き
方
は
、
九
州
福
岡
空
港

か
ら
九
州
新
幹
線
で
越
後
船
小

屋
下
車
。
予
約
な
ど
詳
細
は
ウ

ェ
ブ
サ
イ
トhttps://ohana.

co.jp/guest-room/　
参
照
。

福岡県柳川市から

立花邸御花
料亭旅館をNYでPR

御
花
の
お
も
て
な
し
を
説
明
し
た
立
花
社
長

前
衛
書
の
実
演
を
す
る
書
道
家
の
中
村
ふ
く

江戸時代、柳川藩主立花家の邸宅として建てられた屋敷を改装した「御花」

https://shopnyseikatsu.com/
https://www.samuraimama.com/
https://ohana.co.jp/guest-room/
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今
年
の
大
阪
万
博
を
記
念
し

て
、
昭
和
歌
謡
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル

「
田
園
ユ
ニ
バ
ー
ス
Ｎ
Ｙ
」
が

４
月
13
日
に
２
回
、
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
シ
ン
フ
ォ
ニ
ー
ス
ペ
ー

ス
で
上
演
さ
れ
た
。
昭
和
・
平

成
時
代
の
懐
か
し
い
歌
謡
ヒ
ッ

ト
曲
を
中
心
に
構
成
さ
れ
た
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ン
メ
ン
ト
シ
ョ

ラ
ァ
グ
ク
イ
ー
ン
のDucky 

&Patsy

や
Ｎ
Ｙ
で
活
躍
中
の

ダ
ン
サ
ー
、
シ
ン
ガ
ー
も
加
わ

っ
た
。
作
中
の
ダ
ン
ス
ナ
ン
バ

ー
は
、
石
川
智
子
、
川
手
恭
治
、

小
野
由
利
加
な
ど
の
多
数
の
振

付
師
が
手
掛
け
た
。
ダ
ン
ス
は

ス
テ
ー
ジ
上
の
小
野
由
利
加
と

古
井
伽
林
が
出
色
で
、
た
ま
き

役
・
漣
レ
イ
ラ
の
男
役
は
宝
塚

の
舞
台
か
ら
抜
け
出
し
て
き
た

か
の
よ
う
。
岩
田
華
怜
は
歌
っ

て
踊
っ
て
の
ベ
テ
ラ
ン
ぶ
り
を

如
何
な
く
発
揮
。
主
役
の
２
人

を
飲
み
込
ん
だ
の
は
昭
和
歌
謡

キ
ャ
バ
レ
シ
ョ
ー
を
地
で
い
っ

た
ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ
。
演
技

で
魅
せ
た
の
は
や
は
り
俳
優
の

松
坂
龍
馬
だ
っ
た
。
芝
居
の
中

で
重
要
な
脇
役
・
み
つ
よ
を
演

じ
た
平
川
美
代
子
は
、
出
演
だ

け
で
な
く
本
作
の
エ
グ
ゼ
キ
ュ

テ
ィ
ブ
・
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
と

し
て
関
わ
っ
た
。
最
後
に
舞
台

で
、
演
劇
、
ダ
ン
ス
、
歌
と
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
普
段
は
ば
ら
ば

ら
に
活
動
し
て
い
る
日
本
人
エ

ン
タ
ー
テ
イ
ナ
ー
た
ち
を
束
ね

て
一
つ
の
舞
台
を
作
り
あ
げ
る

こ
と
が
で
き
た
の
も
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
の
非
営
利
団
体
「
キ
ャ
ッ

チ
・
ア
ス
・
パ
フ
ォ
ー
ミ
ン
グ
・

ア
ー
ツ
（
Ｃ
Ｕ
Ｐ
Ａ
）」
な
ら

で
は
と
同
団
体
の
理
事
と
し
て

挨
拶
し
た
。　
　
　
　
　
（
三
）　

ー
。
初
の
海
外
公
演
で
、
日
本

の
昭
和
文
化
を
紹
介
し
異
文
化

交
流
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
い
る
。
元
祖
「
田
園
ユ
ニ

バ
ー
ス
」
は
、
２
０
２
１
年
に

日
本
で
初
演
さ
れ
た
歌
謡
劇
。

　

舞
台
は
１
９
９
７
年
、
大
阪

の
老
舗
キ
ャ
バ
レ
ー
「
田
園
ユ

ニ
バ
ー
ス
」。
看
板
女
優
の
た

ま
き
を
中
心
に
、
大
阪
と
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
の
キ
ャ
バ
レ
ー
で
繰

り
広
げ
ら
れ
る
人
間
模
様
。
ニ

ュ
ー
ヨ
ー
ク
で
奮
闘
す
る
輝
子

を
は
じ
め
、
日
本
人
パ
フ
ォ
ー

マ
ー
た
ち
の
日
常
、
そ
し
て
彼

ら
を
支
え
る
人
々
の
温
か
さ
を

描
く
。
演
出
は
俳
優
と
し
て
も

活
躍
中
の
エ
デ
ィ
大
野
ト
ー

ル
。
出
演
者
は
、
た
ま
き
役
に

宝
塚
に
14
年
間
在
籍
し
た
漣
レ

イ
ラ
、
輝
子
役
に
「
ハ
リ
ー
ポ

ッ
タ
ー
呪
い
の
子
」
日
本
公
演

出
演
の
岩
田
華
怜
、
ニ
ュ
ー
ヨ

ー
ク
で
昭
和
歌
謡
シ
ョ
ー
の
第

一
人
者
ト
シ
・
カ
プ
チ
ー
ノ
。

俳
優
の
松
坂
龍
馬
、
さ
ら
に
ド

　

ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
・
ユ
ニ
ッ

ト
の
イ
ー
ダ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
・

ラ
ボ
（Edamovement Lab

）

に
よ
る
旗
揚
げ
公
演
「
七
福
神

（The Seven Gods

）」
が
４
月

28
日
（
月
）
と
29
日
（
火
）
の

２
日
間
、午
後
７
時
30
分
か
ら
、

レ
ゾ
ボ
ッ
ク
ス
・
イ
ー
ス
ト
ビ

レ
ッ
ジ
（
東
３
丁
目
91
番
地
）

に
て
上
演
さ
れ
る
。

　

七
福
神
を
テ
ー
マ
に
、
新
進

気
鋭
の
日
本
人
女
性
俳
優
と
ダ

ン
サ
ー
た
ち
が
日
本
文
化
の
要

素
を
取
り
入
れ
な
が
ら
、
新
た

な
表
現
に
挑
戦
す
る
。
七
福
神

は
、
日
本
で
古
く
か
ら
親
し
ま

れ
て
い
る
福
の
神
々
で
、
恵
比

寿
、
大
黒
天
、
毘
沙
門
天
、
弁

財
天
、
福
禄
寿
、
寿
老
人
、
布

袋
尊
の
七
柱
が
、
そ
れ
ぞ
れ
異

な
る
利
益
を
も
た
ら
す
と
さ
れ

て
い
る
。
同
作
で
は
、
彼
ら
が

持
つ
「
人
間
の
命
を
左
右
し
て

は
な
ら
な
い
」
と
い
う
掟
を
前

に
、
あ
る
少
女
の
願
い
に
ど
う

向
き
合
う
の
か
を
描
く
。

　

イ
ー
ダ
ム
ー
ブ
メ
ン
ト
・
ラ

ボ
は
、
ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
を
拠
点

に
活
動
す
る
新
進
気
鋭
の
俳

優
・
ダ
ン
サ
ー
・
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
た
ち
が
集
い
、
舞
台
表
現
を

追
求
す
る
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
ユ

ニ
ッ
ト
。
創
設
メ
ン
バ
ー
の
堀

部
た
ま
き
、
松
本
涼
花
、
小
島

風
香
が
中
心
と
な
り
、
日
本
の

伝
統
文
化
を
活
か
し
つ
つ
、
世

界
に
通
じ
る
新
た
な
表
現
を
生

み
出
す
こ
と
を
目
指
し
て
い

る
。出
演
者
は
同
３
人
の
ほ
か
、

黒
木
璃
七
、
加
来
文
子
、
立
脇

智
絵
、
平
野
珠
涼
。
入
場
料
は

25
ド
ル
。
チ
ケ
ッ
ト
・
詳
細

は 

ウ
ェ
ブ
サ
イ
トhttps://lit.

link/en/edamovementlab

を
参
照
す
る
。

Edamovement Lab 

旗
揚
げ
公
演
『The Seven Gods

』

大阪万博の応援企画
昭和歌謡ミュージカル
NY の日本人エンターティナー結集

田
園
ユ
ニ
バ
ー
ス
に

Ｎ
Ｙ
喝
采

栗
岡
彩
織
Ｓ
Ｏ
Ｌ
Ｏ

ア
ー
ト
エ
キ
ス
ポ
参
加

フィナーレで満場の拍手を受ける出演者たち（13日、写真・植山慎太郎）
　

ニ
ュ
ー
ヨ
ー
ク
在
住
の
ア
ー

テ
ィ
ス
ト
、
栗
岡
彩
織
が
４
月

３
日
か
ら
６
日
ま
で
マ
ン
ハ
ッ

タ
ン
の
ピ
ア
36
で
開
催
さ
れ

た
米
国
最
大
の
ア
ー
ト
シ
ョ

ー
「
ア
ー
ト
エ
キ
ス
ポ
Ｎ
Ｙ

２
０
２
５
」
に
単
独
出
品
し

た
。
同
展
示
会
は
、
今
年
で
48

回
目
、
ア
ン
デ
ィ
ー
・
ウ
ォ
ー

ホ
ル
や
ロ
バ
ー
ト
・
ラ
ウ
シ
ェ

ン
バ
ー
グ
、
草
間
彌
生
ら
も
参

加
し
た
由
緒
あ
る
ア
ー
ト
エ
キ

ス
ポ
だ
。
栗
岡
は
、
過
去
20
年

に
渡
り
、
白
黒
フ
ィ
ル
ム
の
写

真
作
成
時
代
を
経
て
、
現
在
は

色
で
彩
ら
れ
た
自
然
界
お
よ
び

人
間
界
の
美
を
写
真
を
通
し
て

表
現
し
て
い
る
。

　

今
回
の
作
品
「Lost In 

Culture

」
は
、
人
間
界
の
日

常
の
生
活
の
中
で
、
彩
り
と
光

が
織
り
な
す
非
日
常
的
な
美
、

お
よ
び
異
国
文
化
の
中
で
感
じ

取
る
美
を
表
現
し
た
作
品
シ
リ

ー
ズ
。

http://bcnetwork.org/
https://lit.link/en/edamovementlab



